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      プロローグ　　雛ひな鳥どりは親鳥の背中を目指す






（そろそろ、か）

　枝の上に立ち、十じゆ郎うろうは大きく息を吐はいた。

　地面からの距きよ離りはおよそ三メートル弱。生おい茂しげった木の葉に遮さえぎられて、下から自分の姿を確認することはできないはずだ。

　力の差は圧あつ倒とう的てき。正面からぶつかっては歯が立たない。だからこうして隠かくれ潜ひそみ、不意打ちする。卑ひき怯ようなのかもしれない。だが──

「……勝たなきゃいけないんだ、絶対に」

　十郎は不安を打ち消すように小さく声に出す。

　そう、ここで彼女を倒たおさなければ自分に未来はない。そのために慎しん重ちように策を練り、何度も頭の中でシミュレーションを重ねたのだ。

　もう一度深呼吸をしようとし──十郎は体を強こわばらせる。

（来た──！）

　まず目に入ったのは、青白く発光する優美な幾き何か学がく模様。常人には見ることが出来ない、超ちよう常じよう的な理ことわりの発はつ露ろ。まるで大輪の薔ば薇らを思わせる魔ま法ほう回路の見事さに、樹上の十郎は思わず感かん嘆たんの声を上げそうになった。

　完かん璧ぺきに構成された高密度の《障しよ壁うへき》。あらゆる物理的衝しよ撃うげきを遮しや断だんする不可視の盾たて。しかもそれを楽々と、まるで呼吸でもするかのように自然に操っている。

　──動どう揺ようするな、落ち着け。

　十郎は自分に言い聞かせる。彼女の実力は最初からわかっていたはずだ。

　一いち花かはゆっくりと林の中に踏ふみ入ってくる。魔法の気配を隠そうともせず、無む警けい戒かいのように見えるのは、どの方向から奇きし襲ゆうを仕し掛かけられても一いつ蹴しゆうできるという自信のためだろう。魔法士としての実力を比ひ較かくしたとき、十郎と一花の間には天地の開きがある。

　しかし、それゆえに彼女には油断が生まれるかもしれない。つけこむ隙すきがあるとすればその一点。

　あと三歩。

　あと二歩。

　あと一歩。

　一花が真下を通過する──その瞬しゆ間んかん、十郎は頭上から襲おそいかかった。

　壊呪デイスペルを発動。球状に展開された《障しよ壁うへき》を無効化。

　砕くだかれた魔法回路の破片が、青玉サフアイアのような煌きらめきを放ちながら拡散。

　彼女の眼前に着地。一花が驚おどろきに目を見張る。

　手の届く距離に入れば、そこにいるのは天才魔法士ではなくただの華きや奢しやな女性でしかない。

　一花は壊こわされた《障しよ壁うへき》を修復し、突とつ如じよ現れた敵を弾はじき出そうとする。だが、ぎりぎりのタイミングで十郎の手が彼女の襟えり首くびを捉とらえた。

（もらった──）

　勝利を確信し、地面に組み伏ふせようとしたそのときだった。

　側頭部に激しい衝撃。目の前の景色が明めい滅めつする。

　何が起こったのか理解する暇ひまもなく、十郎の意識は闇やみの底に沈しずんでいった。



「──気が付いた？」

　一面に広がる青空。目の前に一花の心配そうな顔。

　ああ、ぶっ倒されたのか、と思い出す。

　しかしこの後頭部の妙みように柔やわらかい感かん触しよくは──と、そこで十郎は跳はね起きた。

「あ、まだ寝ねてた方が良いよ」

「……恥はずかしいことすんなよ」

「平気だよ、誰だれも見てないから」

　一花は横座りの体勢のまま、微笑ほほえんだ。さっきまで十郎の頭が載のっていた太ももを、名な残ごり惜おしそうに撫なでる。

「こういうの、久しぶりだったね。十郎くんの小さいころ以来」

「姉さん！」

「あら、私の膝ひざ枕まくらじゃ不満だったかな？」

　くすくすと笑って一花は立ち上がった。長い髪かみがふわりと揺ゆれる。

「で、本当に大だい丈じよ夫うぶ？　痛まない？」

「ああ。……最後のは《魔ま弾だん》、か？」

　一花は肯うなずく。十郎の胸に苦々しい思いが広がった。

　思い切り手加減されていたのだろう、魔法の直ちよ撃くげきを受けたこめかみには軽い痺しびれが残っている程度。後こう遺いし症ようを残さず気絶させるのに、過不足無い威いり力よく。本気の半分、いや十分の一も出させることはできなかったというわけだ。

「俺は、負けたんだな？」



    

  
    
      　言葉では答えず、一花はただ少し困ったような微びし笑ようを浮うかべて肯こう定ていに代えた。

「そう、か……」

「あ、あの、でも、ちょっと驚いたんだよ。壊呪デイスペルなんて使ってくるとは思わなかったから。ほら、たまたま私は複数施呪マルチキヤステイングができるから、何とか対応が間に合ったけど。そうじゃなかったらかなり際きわどかったよ」

　同時に二つ以上の魔法回路を起動させることを複数施呪マルチキヤステイングという。特とく殊しゆな才能であり、世界中を見てもこれが可能なのはわずか数人。一花が天才と呼ばれる所以ゆえんでもある。先ほど彼女は《障しよ壁うへき》の修復と《魔ま弾だん》による攻こう撃げきを同時に行った。普ふ通つうの魔法士ならどちらか一方だけで手て一いつ杯ぱいになっているところだ。

　十郎は首を横に振ふる。

「何にしても実戦で通用する手じゃない。分かってるだろ？」

　壊呪デイスペル──相手の魔法回路を破は壊かいし、魔法を無効化すること。しかしこれは極きわめて扱あつかい辛づらい技術である。

　まず、壊呪デイスペルしている間は、自分の魔法回路を起動することができない。一花のような例外を除き、同時に二系統以上の魔法技術を行使するのは不可能だからだ。加えて難度も高い。無数にある魔法回路の種類を一いつ瞬しゆんで特定し、要所を的確に破壊することが求められる。

　今回、一花が使うのはごく基本的な魔法のみだろうと十郎は予測していた。彼女は大がかりな魔法を使って力を誇こ示じしたり、あるいは無意味に誰かを傷つけたりすることを好む性格ではない。まして今回は圧あつ倒とう的てきに力の劣おとる自分が相手だ。だから壊呪デイスペルの対象を《障しよう壁へき》のみに絞しぼって準備することができたのである。

　突とつ然ぜん自分の魔法を消去された一花は驚き、動きが止まるだろう。彼女が立ち直るより速く格かく闘とう戦に持ち込めば勝てるはず。

　対象がよく知る姉だからこその戦法だったのだが……彼女の切り替かえの速さと施呪キヤステイング能力を甘あまく見ていたようだ。

「で、でもね、十郎くん──」

「無意味な慰なぐさめはいい」

《障しよ壁うへき》と《魔ま弾だん》という初歩の魔法、それも最小限にまで加減したものを使わせる程度のことしかできなかった。才能と実力の差を考えれば健けん闘とうしたと言えるかもしれないが、結局はこのあたりが自分の限界ということか。

「ご、ごめん。……で、あの、納得してくれたかな？　例のこと」

　一花が言い辛そうに尋たずねた。

「……ああ、約束だったからな」

　十郎が答えると、彼女は大きく息をついた。

「よかった。じゃあ──進路のこと、諦あきらめてくれるんだね」

　現在、魔法の才能を持つ者は、政府の管理の下もとに置かれ専門の育成校に通うよう定められている。そして、さらにその中で優ゆう秀しゆうさを示した者には、国の庇ひ護ごの下、様々な分野で活動する機会が与あたえられる。このように公的に認定された魔法士のことを『特とく殊しゆ執しつ行こう官かん』と呼ぶ。

　一花はその最上級である特級特殊執行官の資格を持ち、内閣府特別対策局に所属する一流の魔法士だった。

　十郎も同じ道を志し、中等課程の修しゆう了りよう後も引き続き魔法士育成校で学ぶことを希望した。しかし、保護者である一花は「十郎くんの力で特殊執行官を目指すのは心配だ」と強く反対したのである。

　魔法士は常人に不可能なことを為なすことができる。それだけに腕うでを上げれば上げるほど、困難かつ危険な現場に送られることが多くなる。中でも特別対策局は通つう称しよう『最終兵器』とも呼ばれ、他部署の手に負えない災害、犯罪等を処理するという役目を担になう、特に優秀な魔法士が集められている機関だった。

　おそらく彼女は誰だれよりも魔法士の現実というものを知っていたのだろう。特殊執行官など目指さず一いつ般ぱんの高校や大学に進み、普通に生きて行って欲しい、というのがこの四つ年上の姉の意見だった。

　十郎は自分の意志を通そうとした。しかし、普ふ段だんはのんびり屋で弟に甘い一花も、このときばかりは考えを絶対に曲げようとしなかった。

　そして数度にわたり議論を戦わせた結果、十郎が彼女を納得させる実力を見せることができれば希望通りにしてよい、という妥だき協よう点てんに行き着いたのである。

　一対一で模も擬ぎ戦を行い、相手を無力化するか無力化されたと認めさせれば勝ち。場所は一花の口くち利ききで借りた野外演習場。

　──結果、十郎は文句のつけようのない完敗を喫きつした。

「……ああ、諦める」

　その返答を聞いて一花は安あん堵どしたように息をつき、そして申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「あの──あのね、別に十郎くんの邪じや魔ましたかったわけじゃないの。でも、特殊執行官って、そんなに楽しいお仕事じゃないんだよ。素質判定、Ｄランクだったよね？　だったら魔法士としての就労義務はないんだし、普ふ通つうに高校に行って普通に仕事に就ついて──そういう人生を送ったほうが絶対に幸せだと思うの」

「何度も何度も聞いた。でも姉さんに俺の幸せを決める権利はない。……約束だから、守るけどな」

　突つき放すように言うと、一花は悲しそうにごめんねと呟つぶやいた。

　罪悪感と怒いかりのない交ぜになった複雑な感情が湧わき上がる。十郎はそれを振ふり切るように背を向けて歩き出した。

　自分の素質が平均以下であることは自覚している。二〇に満たずして既すでに世界でも指折りの実力を持ち、天才と評されるこの姉を超こえられると思っていた訳ではない。

　ただ──

（──惨みじめすぎるじゃねえかよ、俺）

　一花が善意で言っているのはわかる。だが、だからこそ気持ちが整理できない。

　口に出したことこそなかったが、その天才に心から憧あこがれていた。彼女に認められたいと切望し、そのための努力も惜おしんだことはなかった。

　しかし返ってきたのは力不足という烙らく印いん。

　当の一花からそんな現実を突きつけられるのは、悔くやしくて悲しくてやりきれない。

「あ、ねえ、帰りに夕食一いつ緒しよに食べていかない？」

　慌あわてて十郎の横に並びながら一花は言った。

「……そんな気分じゃない」

「そう言わずに、付き合ってくれると嬉うれしいな。──またしばらく休めなくなるから」

　十郎は眉まゆを寄せ、姉に視線を向ける。

「仕事か？」

「うん……。今度は海外。急だけど明日出発。多分、最低でも何ヶ月かは帰ってこられないと思う。ゴマちゃんとフクちゃんの世話、よろしくね」

「過労で死ぬぞ。少しは休めよ」

「命令だし、魔ま法ほう士し足りてないのにお仕事は山積みだしねえ。──ほら、特殊執行官なんて目指すもんじゃないでしょ？」

　一花は冗じよう談だんめかせて言った。

　わかっていないんだな、と胸にかすかな痛みを覚えながら十郎は思う。自分が目指したのは特殊執行官という職ではない。彼女の背中だったのに。

「さ、何食べたい？　お姉ちゃん、何でも奢おごってあげるよ。あ、でも好き嫌い直して野菜もちゃんと食べるようにしようね。留守の間どんな食事してるのか、いつもものすごく心配なんだよ」

　弟の胸中など知らない一花は、屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮うかべた。



　──それが姉弟で過ごした最後の一日。



　十郎の下もとに一花の訃ふ報ほうが届いたのは、その二ヶ月後のことだった。



    

  
    
      一章　　守もりヶが丘おか初等育成校






　助手席のシートを限界まで倒たおし、男が寝ね息いきを立てている。

　ダッシュボードの時計の数字が一七時五九分から一八時に変わったそのとき、白黒二匹ひきのハムスターがジャケットのポケットから飛び出して、その体を駆かけ上がった。顔をがしがしと踏ふみつけながら飛び跳はね、暴れ回る。

　彼は顔をしかめながら、ゆっくりと目を開いた。

「……騒さわがしい起こし方だな、ゴマ、フク」

　二匹にそう呟つぶやくと、大きく一つ伸のびをして体を起こす。

　年の頃ころは二〇くらいだろうか。精せい悍かんで整っていると言えなくもない顔つきだが、疎まばらに伸びた無精ひげと目つきの悪さがその印象をマイナス方向に転化している。これで悪あく趣しゆ味みな服でも着て歩けばヤクザと言っても十分通用するだろう。

「いい夢見られましたか？」

　運転席で地図を広げていた髪かみの長い青年がそう声をかけた。こちらは対照的に柔にゆ和うわなイメージの優やさ男おとこである。その理知的な瞳ひとみと甘やかな声に、苦くし笑ようするような気配があった。

「いや、最悪。──なんだ、まだ着いてないのか？」

「十じゆ郎うろうさんがちゃんとナビをしてくれていたら、もう到とう着ちやくしていたかもしれませんけどね。ずっとお昼ひる寝ね楽しんでおられたものですから」

「苦手なんだよ、地図見んの」

「じゃあ、少しは運転替わるとか」

「運転は苦手じゃないが嫌きらいなんだ。つーか運転するって言ったのお前じゃねえか、能の勢せ」

「途とち中ゆうで替わってもらうつもりだったんですよ。車が動き出すなり夢の世界へ旅立って、そのまま帰ってこないなんて思いませんでしたからね」

「読みが甘あまい。自じ業ごう自得」

「……そんなんだから現場外されるんですよ、十郎さん」

「お前も同類だろうが」

「一いつ緒しよにしないでください。僕は怠たい慢まんで外されたわけじゃありませんから」

　能勢はため息を一つつくと、地図に視線を戻もどす。

　この県道からは山道と農道が複雑に分ぶん岐きしている。現在、針路の決定は非常に困難な状じよう況きよう。まあ有あり体ていに言えば迷って往生しているわけだった。

　都会なら道行く人に尋たずねることもできるだろうが、あいにくとここはそうではなかった。無む駄だに広い道路の路ろ肩かたに停車した彼らを追い越こしていく車も、煉れん瓦がを敷しき詰つめた瀟しよ洒うしやな歩道を歩く人ひと影かげもない。目に入るものと言えば、一面に広がる田んぼと、その向こうの山々ばかり。

「で、目的地には到着できそうなのか？」

　あくび混じりに十郎が問う。

「んー、駅の向こう側なんですよね。線路にでも行き当たれば多分……」

　能勢が返答したとき、十郎の肩かたの上で遊んでいた二匹のハムスターが、チッと鳴いて後足で立ち上がった。

「……あん？」

　十郎は顔を上げる。少し前方に犬の散歩をしている人影が見えた。



「──いや、お恥はずかしい話です。とりあえず守ヶ丘駅まで行きたいんですよ。そうすれば、あとは自力で目的地まで辿たどり着けるかと思うんですが」

　能勢が愛想よく話している。こういうのは人相の悪い十郎より彼の方が適任だ。

「ああ、現在地はここだな。駅はまっすぐ行って、この道を折れて──」

　地図を指しながら、老人は道順を説明する。そして、助かりましたと会えし釈やくする能勢に訝いぶかしげな視線を向けた。

「しかしあんたら、こんな辺へん鄙ぴなつまらん町に旅行かい？」

「いえ、仕事ですよ。こちらに転勤になりましてね。──つまらんって、自然に恵めぐまれたいいところじゃないですか？　ほら、もうすぐ桜も咲さきそうですし、この通りなんか良い眺ながめになりそうですけど」

　そう言いながら歩道の脇わきに植えられた桜並木を指差す。枝々が小さな蕾つぼみをつけ始めていた。満開になればさぞ壮そう観かんだろう。

　だが、老人は顔をしかめた。

「金に飽あかせて飾かざり立てとるだけだ。そもそもこんな田舎に小こ奇ぎ麗れいな景色作り上げたところで、誰だれが見るってんだ。こいつだって──」

　足元におとなしく伏ふせている大きな白犬に目をやる。秋田犬だろうか。

「こんな石いし畳だたみより、田んぼ道駆け回れた方がどんだけ幸せか。助成金が入って、町の上の方が浮うかれとるんだ。気に食わん」

「はあ、助成金、ですか」

「駅の向こう、山の方に魔ま法ほう使つかいの、あー、何たらいう施し設せつがあるんだが……」

「魔法士の育成校？」

「ああ、それそれ。何年か前にあれを受け入れたから、政府から定期的に金が入ってくるようになったんだよ。まあ、金で釣つらんと、あんな気味の悪い奴やつら誰も引き取らんのだろうがな」

「おや、魔法士はお嫌いですか？」

「嫌いだね。気持ち悪いし、怖こわいよ。生まれつきわけのわからん力持ってるんだろ？　性格も適性も考こう慮りよせず、くじ引きで拳けん銃じゆうを配っているようなもんじゃないか？」

　老人は顔を歪ゆがめてそう答えた。

　散歩を再開させた一人と一匹ぴきの背を見送って、能勢は苦笑を浮かべた。

「いやあ、嫌われてるんですね、僕たち」

「別に今に始まったことじゃない。……予定より遅おくれてるんだ、急ぐぞ」

「はいはい」

　地図をもう一度確認すると、能勢はアクセルを踏ふみ込んだ。



　　　　　＊　＊　＊



　神事に関わる祭司として、奇き跡せきを行う聖人として、恐おそれられ疎うとまれる魔ま女じよとして──超ちよう常じよう的な力を持つ人間はいつの時代にも存在していた。その社会的立場が不安定であったのは、客観的にその能力を測る方法が存在しなかったためである。

　だが、二〇世紀に提唱された『魔力素子の存在と観測に関する仮説』──通つう称しよう『マナ仮説』がその状じよう況きように大きな変革をもたらした。

　超常能力を行使する人間の脳活動野の変化を詳くわしく測定した結果、彼らは皆みな、魔法を使う際に「何か」を認識し、そこから力を引き出すようなイメージを描えがいているのではないか、という仮説が導き出されたのだ。

　これを元に実験が数多く繰くり返され、魔法士たちは「辺りに遍へん在ざいする何かを感じ取り」「それを特定のパターンで組み上げ」「そこから力を引き出すことで」「自分の認識を現実に反映させ、事象を思う通りにねじ曲げる」らしいということが明らかになっていった。　この「何か」は『魔力素子』、または文化人類学用語で神秘の力を表す『マナ』と名付けられ、これにより魔法士とは「マナを認識し、自在に操ることのできる人間」と定義されるようになった。

　現在、世界のほとんどの国では生後三歳さいまでに魔法の適性検査を受けることが義務づけられている。魔法士立ち会いの下もと、マナの流れ、動きが認識できているかどうかを脳活動の測定により判断するのだ。

　素質を持つ者はおよそ数千人に一人。それも大半はマナの存在を感じ取れるかどうかという程度の能力でしかない。しかし、それ以上の力を持つ者、つまり実際に魔法を使うことができると判定された者は、幼いころから国家の財産として育成されることになる。

　ここ日本においても例外ではなく、法律により魔法士の資質を持つ者の扱あつかいが定められている。一定以上の能力を示したものは指定の教育施設に進み魔法の技術を身につけること、そしてその中でもさらに優ゆう秀しゆうな者は国家公務員──特とく殊しゆ執しつ行こう官かんとなることが義務付けられているのだった。

　今回十郎たちが教官として派は遣けんされた学校も、そうした育成校の一つである。

　守ヶ丘初等育成校。

　集められているのは六歳から一二歳の子供たち。その数四〇名弱。全員が未来の特殊執行官候補であり、ここで小学校相当の学科と魔法の基き礎そを学ぶことになっている。



　　　　　＊　＊　＊



　時計が一九時を指すころ、ようやく二人は学校に到とう着ちやくした。

　駐ちゆう車しや場じように車をとめ、中年の警備員に職しよく員いん寮りようのそれぞれの部屋まで案内される。生徒たちは寮で食事中、校長やほとんどの職員も帰宅したということなので、顔合わせは明日ということになった。

　夕飯にと提供された冷えた弁当を掻かき込み、十郎はひとまず与あたえられた部屋で私物の整理をする。

　とはいえ、必要な作業は備え付けのタンスに服を放り込む程度のもので、すぐに手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまった。就しゆ寝うしんにはまだ早い。煙草たばこでも吸えれば時間が潰つぶせるのだろうが、あいにくとその習慣もない。かつて同居していた姉が軽い喘ぜん息そく持ちで煙草の煙けむりを苦手としていた、その影えい響きようである。

　少し考えた後、この時間を利用して一通り敷しき地ち内ないを確認しておくことにした。

　守ヶ丘初等育成校は七年前に山を切り開いて建設された、全寮制の魔法士育成施し設せつである。

　職員寮、生徒寮、学習棟とう、グラウンド、プール、体育館。規模こそ小さいが、設備の構成は一いつ般ぱん的てきな小学校と大差ない。むしろ質では上回っているだろう。

　一般の学校との決定的な違ちがいの一つは、警備態勢である。監かん視しカメラや警備員が常に目を光らせているので、外から侵入するのも中から脱だつ走そうするのも難しくなっている。

　これは魔法士やその素質を持つものが国家財産であり、保全を図はかられるべきものであるという考え方に基づいている。やりすぎだ、まるで刑けい務む所しよのようだ、という批判もないではないのだが、魔法に対する偏へん見けんや反感も未いまだに根強く、嫌いやがらせ、さらには魔法士を標的にしたテロの例まで報告されている現状を考えると、これも生徒や職員の安全を保障する上でやむをえないというのが政府の見解であった。

　薄うす闇やみの中、十郎はゆっくりと歩を進める。

　自分の周囲の環かん境きようを確かめておきたいというのは、幾いく度どとなく修しゆ羅ら場ばを経験してきた特殊執行官としての習性のようなものだ。別にこの学校で何かが起こると思っているわけではないが、見ておかないと気分が落ち着かない。

　何事もなく十分ほどでほぼ敷地内を回り終え、職員寮隣となりの生徒寮の前まで戻もどってくる。

　小こ奇ぎ麗れいなマンションのようにも見えるこの寮では、現在三八名の子供たちが寝ね起おきしているということだ。今は夕食が済み、それぞれ自室に戻った頃ころ合あいだろうか。明日からは彼ら彼女らの面めん倒どうを見ていくことになる。

　十郎は窓の明かりに背を向け職員寮に戻ろうとし──そしてふと眉まゆを寄せた。

　寮の裏手の小さな林。そこから人の、それも忍しのび足で歩いているような不ふ審しんな気配が感じられたのだ。

　十郎も足音を消し、滑すべるように移動する。寮の壁かべの陰かげで一度足を止め林を窺うかがうと、小さな人ひと影かげが見えた。地面にしゃがみこんで何かをしているようだ。まだこちらには気付いていない。

　十郎は気取られないように接近し──無言のまま人影を地面に組み伏ふせた。

「──っ！」

　声にならない悲鳴。同時に、ギャッ！　というような動物の鳴き声と、何かが駆かけ去っていく足音。

　十郎は不審者を引き起こす。女の子の驚おどろきに固まった顔が月明かりに照らし出された。おそらく、一〇歳さいか一一歳かそのくらい。大きな目、癖くせのない黒くろ髪かみ。

「……この学校のガキか？　こんなところで何をしていた？」

　彼女が口を開くこともできないほど怯おびえていることに気付いたとき、背後から苦くし笑よう混じりの声が聞こえた。

「十郎さん、まず解放してあげたらどうです？」

「…………」

　無言で手を放す。少女は覚おぼ束つかない足取りで、二、三歩距きよ離りを取った。

　能勢は彼女に微笑ほほえみかける。

「驚かせてすみませんね。彼は不審者が侵しん入にゆうしてきたと勘かん違ちがいしてしまったようです。心無い人が育成校に嫌がらせをするという事例が結構あるもので。──僕は新しくここの先生をすることになった能勢和かず希き。彼は椎しい葉ば十郎。あなたはこの学校の生徒さんですね？」

「名前は？」

「は──はい。え、えっと」　

　おや、と十郎は軽く眉を上げる。強こわ張ばっていたはずの少女の表情が、いつのまにか改まっていたのだ。先ほどまでの怯えの影かげが欠片かけらもない、落ち着いた顔で彼女は答えた。

「年長組、出席番号一二番、雛ひな咲さき月つき子こです」

「こんな時間、こんなところで何をしていた？　規則では一七時以降の外出は禁止されているはずだな？」

「気分転てん換かんに少し外の空気を吸いたくなり、散歩に出ていました。規則は承知していましたが、軽い気持ちでつい。──申し訳ありませんでした」

　幼い顔に似合わない大人びた表情で頭を下げる。

　重ねて問い詰つめようとした十郎を、能勢は軽く手で制した。

「まあ、いいでしょう。雛咲さん、今回は不問にしますから、早く中に入りなさい」

「はい。失礼します」

　少女は優ゆう雅がな一礼を見せると、踵きびすを返し生徒寮りように向かって歩いて行った。

「彼女の名前は名めい簿ぼにありましたね。確か年長クラスの委員長です。野の良ら猫ねこに餌えさでもあげてたんでしょう。可愛かわいらしいじゃありませんか」

　能勢は足元に視線を向ける。プラスチックの小皿とキャットフードが残されていた。

「しかし十郎さん、子供にも容よう赦しやないんですね。凶きよ相うそうの男に襲おそわれたのが彼女のトラウマにならないといいんですが」

「……不審者に優しくする理由はない。最優先はまず確保し抵てい抗こう力りよくを奪うばうことだろうが」

「おや、仕事嫌ぎらいのあなたにしては真ま面じ目めな発言。珍めずらしい」

「三流魔ま法ほう士しなもんで、身の安全が絡からむときは必死なんだよ。お前ならたとえ武装テロリストが集団で襲ってきても物の数じゃないだろうがな」

「そりゃまあ、ね。むしろそんな事態になってくれた方が、退たい屈くつが紛まぎれて良いかもしれない」

　能勢はくすりと笑い、そしてやや表情を真しん剣けんなものにして尋たずねた。

「で、どんな具合でした？　警備状じよう況きようの確認をしていたのでしょう？」

「隠かくれて出入りしようとしても、どこかで人かカメラの目に引っかかる。目立った穴はねえな。あくまで平時の常識的な警けい戒かいレベル上での評価だが」



    

  
    
      「ふむ、何か起こる余地はあまりなさそうですね。ま、それはそれで結構なことです。大過なくこの罰ばつゲームを終えて、早くあの活気に溢あふれた職場に戻もどりたい」

　懐なつかしそうに言う能勢に、小さく肩かたを竦すくめて見せる。

「俺はそうでもないな。寝ねてるだけで給料がもらえる仕事があれば、それが理想だ」

　んじゃ俺は戻ると宣言しあくびを一つすると、十郎は自分の部屋に足を向けた。



「──歓かん迎げいするよ。魔法を教えることのできる人材は数少ないし、当校に来てもらえるのは大いに助かる。今居る教官も兼けん業ぎようでなんとかやり繰くりしてる状態なものでな」

　言葉とは裏腹に高たか堂どう校長の顔は複雑だった。彼はためらいがちに言葉を続ける。

「だが──その、文句をつけるわけじゃないんだが、正直戸と惑まどってもいる。急に一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんが二人も赴ふ任にんしてくるなんて事態は経験が無いので……」

　高堂は額に浮ういた汗あせをハンカチでぬぐった。五〇過ぎの小心そうな小男である。

　彼自身は魔法士ではなく、一いつ般ぱんの公務員だ。養成校の責任者を務めている以上、魔法に対して特に強い偏へん見けんを持っているわけでもないのだろうが、やはり特殊執行官二人を前にしては緊きん張ちようを感じずにいられないものらしい。

「しかも、二人とも所属は内閣府の──」

「ええ、特別対策局です。今回は出向という形で、この学校の臨時教官を務めさせていただきます」

　能勢が穏おだやかに言った。

　魔法を使える人間──特殊執行官は貴重な存在であり、行政機関の各所に少人数ずつ配置されるのが通例となっている。しかし特別対策局に所属する人間は、一部の事務方などを除いてほとんどが魔法士だ。全員が精せい鋭えい中の精鋭、警察や並の魔法士の手に負えないような凶きよ悪うあくな事件、深刻な災害、あるいは極きわめて重要度、機密度の高い案件をこなすために集められた人間である。その有能さ、そしてどこにでも介かいに入ゆう可能という権力の強さのゆえに、政府機関の中でもっとも異い端たん視し、白眼視されている部署でもあった。

　にこやかな能勢と、退屈そうにハムスターを弄もてあそんでいる十郎を交こう互ごに見、高堂は口を開きかけ、そして思い直したように口を閉じる。

「──ああ、気を遣つかっていただくには及およびません。高堂校長」

　代わりに言葉を発したのは能勢だった。

「事情の方はあなたも聞いてらっしゃるでしょう？　これは一種の懲ちよう罰ばつ人事なのですよ」

　事の起こりは二月ほど前に遡さかのぼる。

　反魔法主義を掲かかげるテロリストたちの潜せん伏ぷく先が判明、検挙することになり、警察の応おう援えんとして十郎と能勢がこの捕とり物に参加することになった。

　今回に限らず特別対策局が警察と協力することは多いが、大たい抵ていの場合その役割は遊ゆう撃げき、いわば保険のようなものである。万が一のことが起きない限り、必要以上に出しゃばって警察の顔を潰つぶすことはしない。

　だが、このときはその万が一が起こってしまった。テロリストの一人が、警官たちの包ほう囲い網もうをかいくぐって逃とう走そうしたのである。しかも銃じゆ器うき、爆ばく弾だんを携たずさえたまま。

　後方で昼ひる寝ねを決め込んでいた十郎は見事に出で遅おくれた。追つい跡せきにあたった能勢は魔法でそのテロリストを惨ざん殺さつした。しかも衆しゆ人うじ環んか視んしの中で。

　逃にげおおせられるよりはましな結末だったが、見事な失態である。

　局長の淵ふち上がみは二人に謹きん慎しんと、そして謹慎明けからの出向を命じた。

「ま、しばらく通常業務を離はなれて反省しろということでしょうね。あなたには貧びん乏ぼうくじを引かせることになって申し訳ありません、高堂校長」

「い、い、いや、貧乏くじなどと、そんな、ことは……」

「もちろん私どもも、ここでの仕事をきっちり勤め上げるつもりでおります。不慣れな職場で色々ご迷めい惑わくをおかけするかもしれませんが、どうかご指導、ご鞭べん撻たつのほどを」

　にこやかに殊しゆ勝しような台詞せりふを吐はく能勢。だが、彼が見かけ通りの人間ではないことを、十郎は知っている。

　能勢は優ゆう秀しゆうな特殊執行官であり、仕事熱心でもある。しかし熱心に過ぎて、しばしば過か剰じような魔ま法ほうの行使という問題を起こす。

　──いや、おそらく熱心なのは仕事に対してではない。自分の中の破壊衝しよ動うどうに対してだ。

　先日のテロリストも、能勢の力なら殺さず取り押おさえることができたはずだ。だが、彼は殺した。それも死体が原形をとどめないほど無残なやり方で。

　見境なく殺人衝動を解放するほど理性が飛んでいるわけではない。だが、殺す機会があれば躊ちゆ躇うちよはしないだろう。全てに対して無気力な十郎の、ある意味対極にいる人間だった。

「椎葉共々、誠心誠意努めますので、どうぞよろしくお願いいたします」

「あ、ああ」

　高堂は自分を納得させるように、二度三度肯うなずく。そして内線の受話器を取り、短く指示を出すと再び二人に向き直った。

「魔法担当の教官には専用の控ひかえ室を用意してある。今迎むかえを呼んだから、案内してもらうといい」



「──国語・算数といった勉強の方は外から来てる先生にお願いしてます。俺たちの仕事は主に魔法と生活面での指導っすね」

　嘉か神がみ祐ゆう平へいと名乗った少年は十郎たちの先に立って歩いていく。中背で平均的な体型、顔には愛あい嬌きようのある笑え顔がおを絶やさない。自己紹しよ介うかいによれば一七歳さいの三級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんということだった。この歳で教官を任されるということは、それなりに優秀ではあるのだろう。

「今のところ、俺が六から九歳までの年少組を、も一人の先生が一〇から一二歳までの年長組を受け持ってます。──あ、ここっす、教官室」

　案内された部屋は小さな会社のオフィスを思わせるたたずまいだった。

　奥おくの壁かべに窓。その隣となりに書類棚だな。部屋の中央にデスクが四つ。うち二つは真新しく、一つは乱雑で、最後の一つは一分の隙すきもなくきっちりと整せい頓とんされている。

「空いてる机、自由に使ってください。私物の持込みは特に制限無いすけど、できれば控えめにしといたほうがいいすよ。そういうのに厳しい人がいるんで」

　そして祐平は屈くつ託たくのない笑みを浮うかべた。

「いやー、しかし、人数増えて助かったっすよ。二人だけじゃ厳しくてね。ほら、チビどもは元気溢あふれてるもんだから、一日中相手してるともークタクタになっちゃうんすよね」

「一日中ということは、寮りようの方も嘉神君が見ているのですか？」

「ええ、生活面は年長組、年少組合わせてほとんど俺一人が担当してます」

　職員寮の方にも部屋を持っているが、普ふ段だんは生徒寮の寮りよう監かん室で寝ね起おきすることが多いということだった。

　もっとも愚ぐ痴ちるわりに彼の表情は楽しげで、この仕事や子供たちに愛着を持っていることがよくわかる。無む邪じや気きなことだ、と十郎は皮肉っぽい感想を抱いだいた。

「で、もう一人の先生は今どちらに？　ご挨あい拶さつしておきたいのですが」

　能勢が尋たずねた。

「授業中っす。もう帰ってくるんじゃないかな。ちょっと怖こわいけど、きれいな人っすよ」

　祐平の言葉の末まつ尾びに扉とびらが開く音が重なった。若い女性が部屋に歩み入ってくる。

「あ、信し乃の先生、戻もどってきた。新任の先生たちが来てるっすよー」

「敬語は正確に。あと信乃先生はやめて。呼ぶときは苗みよ字うじで」

　飾かざり気のないスーツに短めの髪かみ。平均よりもやや小こ柄がらで童顔。あまり人間味を感じさせないのは、表情が動きに乏とぼしくやや冷たい印象があるからだろうか。顔立ちそのものは可愛かわいらしく、笑顔が似合いそうではあるのだが。

　彼女は二人の方に向き直った。

「話は伺うかがっています。私は主任教官の出雲いずも井い信乃。年長組の担当。専門は医学」

　名前は聞いたことがある。二十代前半にして特級特殊執行官、魔法医いり療ようの第一人者。

　魔法の施呪キヤステイングには行使者の認識が不可欠である。つまり、どの物体をどう変化させたいのか、どういう状態からどういう現象を引き起こしたいのか、明確に意識していなければならない。

　医療行こう為いとして魔法を使う際も例外ではなく、どの傷をふさぐのか、どの血管の出血を止めるのか、骨や神経をどう接合させるのか、すべて理解している必要がある。ゲームのように呪じゆ文もんをかければ完全回復とはいかないのだ。

　信乃は魔法士であると同時に優秀な医師でもあった。十代の時に医師免めん許きよ、次いで医学博士号を取り、以降医療に携たずさわり続けている。

　早めに社会システムに組み込むべきという理由から、特殊執行官を目指す者にはいわゆる飛び級制度が適用されることが多い。若いうちから一線に出て活かつ躍やくすることは珍めずらしくないのである。しかし、その中でも彼女の実績は群を抜ぬいていた。

「研究や診しん療りようのため、大学病院にも籍せきを置いています。こちらに居る時間はそれほど多くありませんが、よろしく」

「まあ主任教官つっても、今までは俺ら二人しかいなかったんすけどね。今日からは四人すから、賑にぎやかに──と、すいません」

　無言の一いち瞥べつで祐平を静かにさせると、彼女は話を続ける。

「昼休みに生徒たちに紹介します。授業を受け持ってもらうのは明日から。子供たちの未来を左右する大切な役目ですから、いい加減な気持ちで臨のぞむことのないように。よろしいですね？」

　感情の起き伏ふくを感じさせず、それでいてどこか高圧的な口調。気に食わねえな、と十郎は思った。

　能勢が愛想良く応対する。

「はい、もちろん。──ああ、申もうし遅れました。私は能勢和希。よろしくお願いいたします」

　軽く肯うなずくと、信乃は壁かべ際ぎわの十郎に視線を向けた。そして、その無関心そうな表情と袖そでの上を走り回っている二匹ひきのハムスターを見、わずかに眉まゆを寄せる。

「……何ですか、あれは」

「えーと、同どう僚りようの椎葉とハムスターですね」

「彼は口が利きけないの？」

「いえ、そんなことはないですよ。少々協調性に欠けるだけで」

「椎葉先生、とりあえず学校に不必要な生き物を持ち込まないでください。そして、自分の言葉で自己紹しよ介うかいを。それが礼れい儀ぎです」

　不必要、という言葉に反感を刺し激げきされる。十郎は小さく舌打ちし、短く名乗った。

「椎葉十郎」

「……それだけ？　あなた、やる気あるのですか？」

「これ以上のことを知ってどうするんだ？　名前さえわかりゃ、不都合はないだろ」

「な──」

　表情を険しくする信乃を無視し踵きびすを返すと、十郎は部屋を出た。

　能勢が急ぎ足で追いついてくる。

「……ご機き嫌げん斜ななめですね、十郎さん。二人とも困ってましたよ」

「苛いらつくんだよ。あの女も、あのお喋しやべりなガキも。生理的に合わない人種だ」

　信乃のように厳格な人間。祐平のように人ひと懐なつこい人間。他人と関わることを好まない十郎にとっては煩わずらわしいだけの存在である。

「偏へん屈くつなあなたと合う人間なんて、そうそういないと思いますけどねえ」

「だから何だ？　俺の仕事は他人と仲良くやることじゃない。授業はちゃんと責任持ってやるさ。戻ったらそう伝えとけ」

　処置なし、というように肩かたを竦すくめる能勢を置き去りにし、十郎は足を速めた。

　まったく、自分に不向きな職場だ、ここは。
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「まず、簡単に確認をしておく」

　十じゆ郎うろうは教きよ卓うたくに両手を突つきながら言った。

　目の前にいるのは、一〇歳さいから一二歳までの年長組一七名。中にはあの雛ひな咲さき月つき子ことかいう少女の顔もあった。生き真ま面じ目めな視線を教きよ壇うだんの上に向けている。

「お前たちが魔ま法ほうを使うにあたって学ばなければならないのは、第一にできるだけ迅じん速そくに大量のマナを集める技術、第二に集めたマナを魔法回路の形に組み上げる技術だ」

　新入り二人で授業をやってみせろという信し乃のの指示を受け、十郎は能の勢せと慣れない教壇に立っている。しかも彼女が教室の後ろで腕うで組ぐみをしながら見ているため、やりにくいことこの上ない。

　新年度初回の授業ということで、内容は簡単なおさらい中心である。とはいえ、十郎には他人にものを教えた経験などなく、能勢が立てた進行案を頭に叩たたき込んで何とか講義を進めているという状態だった。

　このクラスの本来の担当は信乃であるが、彼女はもう一つ医学者という顔も持っているため、学校を度たび々たび留守にする。今後十郎と能勢は穴あな埋うめを任されることが多くなるので、その予行演習というわけだ。

「電気やガスなどというエネルギーと同じく、マナも多く集めれば集めるほど大おお掛がかりな魔法が使えるようになる。同じ術を使うのでも、集めたマナの多い方が効果大となるわけだ。やって見せよう。──能勢」

「はいはい、では皆みなさん注目」

　能勢が笑え顔がおで進み出る。

「魔法の基本についてはこれまで勉強してきましたね？　復習をかねて一つ実演してみましょう。──まず、マナを自分の下もとに集めます。最初にこうして『自分のもの』にしておかないと、魔法回路を作り出すことはできません」

　宙に漂ただよっていた魔力素子、魔法士だけが認識できる光の粒つぶがゆっくりと能勢の方に集まり、彼の周囲に球を形成する。

「はい、必要なマナを『自分のもの』にしました。今度はこれで魔法回路を作ります」

　集めたマナが次々と連結し、青白い光を放つ幾き何か学がく模様を描えがき出す。

「魔法回路は使う魔法により、何百種類、何千種類もあると言われています。皆さんは基本となる幾いくつかの魔法を身につけた後、それぞれ自分の得意とする方面の魔法を極きわめていくことになるでしょう。もう少し先の話ですけどね。──はい、魔法回路が完成しました。では起動させます」

　描き出された魔法回路がひときわ強い光を放つ。と、能勢の立てた人差し指の先に小さな炎ほのおが灯ともった。

「《招しよ炎うえん》という、火をおこす魔法です。──無事発動し、役目を果たしたら魔法を解きます。これは魔法回路を分解してやればいい」

　中空の青白い模様が四散する。同時に炎が消えた。

「魔法を解くとマナは解放され、また中立ニユートラルな『誰だれのものでもない』状態に戻もどります。普ふ通つうは魔法を幾つも同時に使うことはできませんから、続けて施呪キヤステイングしたいときは一度魔法回路を分解し、またマナを『自分のものにする』ところから始める必要があります。付加式という技術を使えば、魔法を維い持じしたまま別の魔法を使うこともできなくはないのですが……これは難しいので、今は頭の隅すみにでも置いといてもらえればいいでしょう。以上、魔法の基本でした」

　生徒たちはおとなしく聞き入っている。このあたりまでのことは全員が理解しているはずだ。

「さて、次にもう一度同じ手順で同じ《招しよ炎うえん》を使います。ただ、さっきとは何かが違ちがう。何が違うのか注意しながら見ててください。あ、最前列の人、危ないから少し机ごと下がって──はい、その辺りで」

　能勢は今度は手のひらを上に向け、両手を構えた。

「ではいきますよ。同じくマナを集めます。集まってきましたね。──そして、魔法回路を生成、起動」

　ボワッという音と共に今度は直径一メートルほどの大きな火球が出現した。子供たちが息を呑のんだ。

「はい、以上」

　能勢は微笑ほほえんで炎を収める。一呼吸置いて、教室がわっと沸わいた。

「すげー、それ教えてよ」

　前列の男子が興奮した声を上げた。

「基本を学んでいけば、自然に覚えられますよ。まずはしっかり勉強すること」

　能勢は穏おだやかに答える。さらに騒さわがしくなる教室。

　十郎は手のひらで教卓を一打ちして子供たちを静まらせた。

「で、今の《招しよ炎うえん》の一回目と二回目、魔ま法ほうの使い方がどう違ったのか説明してもらう。……雛咲？」

「はい」

　指された少女は落ち着いた表情で立ち上がった。

「マナを集める速さ、そして集めた量が違いました。一回目より二回目の魔法回路の方が生成に使われたマナが多く、施呪キヤステイング時に高い効果が期待できます」

　淀よどみない口調と完かん璧ぺきな解答に能勢が肯うなずいた。

「正解です。お見事ですね」

　月子が品良く一礼して着席するのを待ち、講義が再開される。

「つまり、使う術と魔法回路の生成にかける時間が同じでも、集めたマナが多いか少ないかによってこれだけの差が出るわけですね。たくさんのマナを素早く確保するということがどれだけ大事か、わかってもらえたかと思います」

　一度誰かの支配下に置かれたマナは、解放されるまで他人の支配下に入ることはない。

　また、その流動性は極めて低く、中立ニユートラルなマナが希き薄はく化かした場合、自然に元の濃のう度どに戻るまでには相当な時間を要する。

　つまり魔法士同士が争う場合、『その場にあるマナ』という限られたリソースをいかに早く多く自分のものにするか、という部分で勝敗が分かれることになる。

「これからはこの部分を重視して練習していきます。新しい術を覚えたいという気持ちはすごくよくわかるんですが──」

　能勢は笑え顔がおで生徒たちを見み渡わたす。

「まずは基本から一いつ緒しよに勉強していきましょう」



「やあ、どうでした？」

　教官室で十郎たちを迎むかえたのは、能天気な祐ゆう平へいの笑顔だった。年少組の授業を一足先に終えて戻ってきていたらしい。

「なかなかに新しん鮮せんな気分ですよ。こんなふうに誰かに教えたことが無いもので」

　答えたのは能勢である。十郎は無言のまま乱暴に自分の席に腰こしを下ろした。

　気き疲づかれして口を開く気もしない。教官というのは想像以上に自分に向いてない仕事のようだった。

「まー、あんまりあれこれ難しく考える必要はないっすよ。あいつらは案外勝手に色んなことを吸収して育つもので──」

「嘉か神がみ君、あなたはアドバイスできる身分なの？」

　信乃が冷ややかに遮さえぎった。

「いえ、違います。まだまだ俺も新米っす」

「では、まず自分のことをしっかりしなさい。余計な口を挟はさまないように」

　はーい、と少しばつが悪そうに苦くし笑ようして祐平は引き下がる。

　信乃は二人に向き直った。

「初日の内容としてはあんなものでしょう。能勢君には特に言うことはありません。この調子で続けて下さい。──さて、椎しい葉ば君」

「あん？」

　その声にどこかネガティブな響ひびきを感じ取って、十郎は眉まゆをひそめる。案の定、やってきたのは手厳しい評価だった。

「講義の内容に間ま違ちがいはありませんでしたが、態度が少し威い圧あつ的てき。あんな口調ではほとんど恫どう喝かつです。子供たちを萎いし縮ゆくさせないように。一方的に話すだけではなく、生徒の方からも質問ができる雰ふん囲い気きを作ること」

「愛想が悪いのは生まれつきでね。俺には俺のやり方があるんだが」

「ここでやり方の是ぜ非ひを決めるのは私です」

　童顔に似合わぬ冷ややかな口調が妙みように癇かんに障さわった。十郎は目を細めて主任教官を見る。

「……あんたにそういう注意を受けるとは思わなかったな。自分は親しみ深い態度ができているつもりなのか？　その能面みたいな顔で」

　信乃は眉一つ動かさなかった。

「あなたの指導を私がしているのであって、逆ではありません。立場を間違えないでもらえますか？」

「……ほお、ご立派なお考えだな。だいたい──」

「十郎さん、その辺で」

　本格的に喧けん嘩かを売ってやろうかというところで、能勢が仲裁に入った。

「出雲いずも井いさんもそのくらいでご容よう赦しや願えませんか？　経験が浅いので、未熟な部分も多々あるかと思いますが、我々も力の限り精しよ進うじんいたしますので」

「そ、そそ、そうっすよ、まだ初日なんすから、ね、信乃先生」

　祐平も言葉を添そえる。

　十郎は小さく舌打ちして、言葉を飲み込んだ。懲ちよ罰うばつを兼かねてここに送られて来ている以上、無用な諍いさかいを起こすのは得策ではないだろう。

　能勢の肘ひじに脇わき腹ばらを突つつかれ、仕方なく口を開く。

「……努力する」

　ややあって信乃は小さく肯いた。

「結構です。──来週から魔ま法ほうの講義に加えて実習も行いますから、二人とも準備をよろしくお願いします」

　平へい坦たんな声で話を締しめくくる。と、そのタイミングを見計らったように、祐平が明るく言った。

「あ、あの、信乃先生、それから椎葉先生と能勢先生も、よかったら今日はみんなで昼ご飯食べないっすか？　食堂で」

「……年少組は？　あなたはいつも子供たちと一緒に食べてたはずだけど」

「あいつら、今日は理科の先生と植物観察の校外学習に行ってて、山の上でお弁当なんで。だから俺も昼休み体空いてるんす」

「せっかくだけど、いくつか目を通さなければならない資料があるの。三人でどうぞ」

　そうっすか、と肩かたを落とす祐平には目もくれず、信乃は踵きびすを返しかける。──と、そこで思い出したように足を止めた。

「ああ、ついでなので、伝えておきます。椎葉君と能勢君も明日から昼食は年長組の教室で食べて下さい。子供たちと親しん睦ぼくを深めるために」

　そう言い残すと、今度こそ彼女は部屋を出て行った。

「……親睦なんてものを重視する人間には見えないんだがね、あんたは」

　本人に届かないのを承知で十郎は吐はき捨てる。

　ガキ共と親睦を深める？　この俺が？　何の冗じよ談うだんだろう。

「なかなか厳しい人ですねえ。いつもあんな感じですか？」

　のんびりとした口調で能勢が言った。

「まあ、そうっすね。過かじ剰ようなほど自分にも他人にも厳しい人っす。でもいい先生なんすよ、ほんとに」

「……ずいぶんとあいつの肩を持つんだな」

　祐平だってかなり冷たくあしらわれていたように見えたのだが。

「色々とお世話になってるっすからね」

　無む邪じや気きな笑え顔がおを見せると、祐平はぱんと手を叩たたいた。

「さて、じゃまあ、三人で昼飯に行きますか。小さい職員食堂があるんすよ。味は大したものじゃないっすけど。あ、そうそう。調理のおばさんに言っておけば、明日から昼飯は子供たちの分と一いつ緒しよに教室に届けてもらえるっすよ」
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「どっちがいいと思う？」

　問い掛かけられ、月子は目を瞬またたかせた。

「どっちって……何がですか？」

「二人の新人先生のことに決まってるじゃない」

　おっとりと紗さ弓ゆみは言った。

　食事は朝夕が寮りようの食堂、昼は教室で配られる弁当を食べることになっている。今はランチタイム。活気ある喧けん噪そうの中、十数名の生徒が思い思いに机をくっつけて箸はしを動かしている最中だ。

　数日前からこの教室で昼食をとる人間が二人増えた。椎葉十郎と能勢和かず希きである。

「はいはーい、あたしは能勢先生派。なんかこう高貴な感じの美形よね。カッコ良くて優しくて、ちょー好み」

　隣となりの菜な々な香かが箸を持った右手を勢いよく上げて宣言した。

「ああ、気高い印象はあるねえ。ヨーロッパの貴族ってイメージ。それでいて話しやすいし。──椎葉先生についての感想は？」

「能勢先生とは比べものになんない。同い年って聞いたから、二〇歳さいくらいでしょ？　それであの負のオーラはないよ。目つき悪いし暗いし怖こわいし。サングラスとか似合いそうだよね。ヤクザの下したっ端ぱさん的な意味で」

　辛しん辣らつな評価である。紗弓はくすくすと笑った。

「うん。ひどいけど、それもわかる気がする。──でも、ちょっと面おも白しろいよねえ、あの二人」

「面白い？」

「あんなに正反対の性格なのに、結構仲が良いみたいなの。なんかこう、私の萌もえアンテナにぴぴっと来るものがね。お互たがいに無いものを求めて惹ひかれ合ってるんだ、みたいな」

　何だそれ、と菜々香は呆あきれたように言った。

　萌えアンテナとやらはともかく、この二人の新人教官が対照的なのは確かだと月子も思う。おそらくこの教室にいるほとんどの人間が同意見だろう。

　能勢先生は常ににこやかで親しみやすい。

　対して椎葉先生は怖くて、無口だ。

　能勢の周りには男女を問わず常に人ひと垣がきができ、一方の十郎は教室の隅すみ、一人で購こう買ばいのおにぎりを囓かじる──そんな光景が毎日のものとなっている。

　食事が終わっても十郎は生徒と会話することもなく、コミュニケーションを拒きよ絶ぜつする雰ふん囲い気きを発散しながら教室を出て行ったり、でなければジャケットのポケットを出入りするハムスターと戯たわむれていたり。

（もしかすると、椎葉先生は人よりハムスターの方が好きな変人さんなのかな）

　今も彼の服の上をちょろちょろと走り回っている白黒二匹ひきの小動物を眺ながめながら、月子はそんなことを考える。

「で、月ちゃんはどっち？」

　視線を戻もどすと、紗弓がこちらの顔を見つめていた。

「月ちゃん、ときどきあの人たちをぼーっと眺めてるのね。だから訊きいてみたんだけど。どっちが気になるの？　やっぱり能勢先生？　それともまさか椎葉先生かな？　割合的には椎葉先生を見てる方が多い気がするんだけど」

「そういうつもりで見ていたのではありません。──紗弓さん、そして菜々香さんも」

　表情を改め、友人たちに向き直る。

「先生をそのような批評の対象とするのは、あまり褒ほめられたことではないと思いますよ」

「お堅かたい！」

　菜々香はびしっと箸を月子に突つきつけた。

「身近にいる貴重な大人の若い男性だよ？　質を問わないでどーしますか！」

「だとしても、先生のことをあまり悪く言うのは──」

「そう、一見怖そうに見える椎葉先生も、よく知ってみると本当はすごく優しい人だったりするのかもしれないし、ギャップ萌えに発展する可能性は捨てきれないよ。なっちゃんの意見はわかるけど、判断はまだ早いかも」

「そういう意味ではなく」

　月子は小さくため息をついた。

「もう少し敬意を持った方が良いということです。私たちは教わる立場なのですから、礼れい儀ぎをわきまえた振ふる舞まいをするべきかと」

「敬意ねえ。能勢先生はともかく、あの椎葉先生にも？」

　一いつ瞬しゆん、月子は言葉に詰つまった。

　実のところ自分の十郎に対する心証も良いものではない。規則違い反はんを犯してこっそり外に出た月子に非があるのだとしても、いきなり地面に引き倒たおすのはあまりにも乱暴だと思う。実は優しいのかも、なんてとんでもない話。彼は正しよう真しん正しよ銘うめい、見た目通りの人だ。できれば近寄るのも遠えん慮りよしたい。

　だが──

「もちろんです。私たちよりずっと経験を積み、優すぐれた魔ま法ほう技術を修めた先生なのですから」

　決して教える者に対しての尊敬の念を忘れてはならない。生徒とはそうあるべきものだ。

「と言っても、なかなか難しいと思うよお」

　紗弓がのんびりと視線を向けた先に、一人でおにぎりとペットボトルのお茶という昼食を摂とっている十郎の姿がある。確かにこんな状態ではみんなとの友好的な関係など、生まれようもないだろう。

　これは問題があるかもしれない、と月子は思う。彼に対する個人的感情は置くとして、今の状じよう況きようは好ましいものではない。

　教室は昼休みの喧けん騒そうに包まれている。クラスのみんなも、そして今は数人の女子に囲まれている能勢も笑え顔がおで食事を楽しんでいる。月子の傍そばにも紗弓や菜々香がいる。彼女たちとの会話があるからこそ、半分冷めた弁当も美お味いしく食べられるのだ。

　この場でただ一人、十郎だけがそうした空気と無む縁えんだった。

　自分だったら──と月子は考える。自分だったら、昼ごはんのときに誰ともお喋しやべりできないのはとても寂さびしい。

　もしかしたら椎葉先生も今、そういう寂しさを感じているのかもしれない。ならば、委員長として何とかしてあげなければならないのではないだろうか。彼のためにも、このクラスのためにも。

「すみません、お二人に少し相談があるのですが……」

　紗弓と菜々香の視線を受け、月子は先を続ける。

「椎葉先生にちょっと声を掛かけてみようと思うのです。よかったら、私たちと一いつ緒しよに食べませんかって」

　きょとんとする友人二人に、月子は先ほどまで考えていたことを説明した。

「……相変わらず優しいというか、真ま面じ目めだよね、あんたは」

「まあ、それが月ちゃんの長所でもあるんだけど」

「だめ、ですか？」

　紗弓と菜々香は顔を見合わせる。

「んー、構わないといえば構わないけど、あたしは」

「私も。興味がないわけじゃないから。──でも先生もう行っちゃうよお？」

　視線を向けると、食事を終えた十郎がつまらなさそうな顔で教室から出て行くところだった。

　決心が鈍にぶらないうちに、勇気を出して声だけでも掛けておこう。二人にありがとうと言い置くと、月子は席を立った。



　　　　　＊　＊　＊



「椎葉先生」

　教官室の前で呼び止められて振り向くと、月子が微びし笑ようを浮うかべて歩いてくるところだった。

　十郎は怪け訝げんな思いで眉まゆを寄せた。進んで話しかけてくる生徒など、これまでは皆かい無むだったからだ。手に載のっかった白黒二匹ひきのハムスターまでも動きを止め、彼女を見ながら興味深そうに鼻をひくつかせている。

「いつもおにぎりで手早く済まされるのですね」

「教官は献こん立だての選せん択たくが自由なもんでな。──用件は？」

「一緒にどうかなと思いまして」

「何を」

「お昼ご飯です。あ、今日はもう終わってしまいましたから、明日にでも。いつも一人だと寂しくないですか？」

「…………」

　──寂しくないですか、ね。

　その賢さかしげな申し出と表情に苛いら立だちを刺し激げきされる。小さく鼻を鳴らし、口を開いた。

「そいつはどうも。──雛咲、知っているか？　聖書には『自分のして欲しいと思うことを、人にもしてやりなさい』という言葉があるそうだ」

「……はい？」

　月子は急な話題の転てん換かんに目を瞬またたかせる。

「一見立派な言葉のように思えるが、決定的な間ま違ちがいがある。『自分のして欲しいと思うことは、他ほかの人もして欲しいと思っている』という傲ごう慢まん極きわまりない前提だ。真理は一つと主張する宗教らしい、偏へん狭きような視点だな」

「あの──」

「要するに」

　戸と惑まどった様子の月子を無視し、冷ややかな口調で十郎は続けた。

「独り善よがりかつ余計なお世話なんだよ。お前が親切のつもりでやっていることは」

　この手の干かん渉しようは煩わずらわしいものでしかない。中でも善ぜん人にん面づらしておせっかいを焼いてくる人種には、反へ吐どが出る。自分の善意の正しさを信じて疑わない模も範はん的てきな委員長さんは、こういう人間も存在することを理解するべきなのだ。

　目もく論ろ見み通り、一分の隙すきもなかった優等生的微笑が凍こおる。それを確認した十郎は皮肉げな笑えみを浮かべ立ち去ろうとし──そして、そのまま固まった。

「……お、おい」

　月子の目からみるみる涙なみだが溢あふれる。彼女は幼い子供のように声を上げて泣き出した。



　他の学問と同様に、魔ま法ほうにも無数の分野がある。

　高位の特とく殊しゆ執しつ行こう官かんともなると、例外なく専門に応じた魔法を高いレベルで身に付けている。魔ま法ほう医いり療ように特化した信乃などはその顕けん著ちよな例だろう。

　しかし複雑な魔法を使いこなせるのも、しっかりとした土台があってのこと。魔法士の卵たちに基き礎そを徹てつ底てい的てきに叩たたき込むのが、初等育成校の役目である。

　生徒たちが最初に身につける魔法は《見みえざる手て》と呼ばれるものだ。名前の通り、まるで不可視の手を操るかのように物を持ち上げたり、手元に引き寄せたりする術。かつては念動、サイコキネシスなどと呼ばれていた、マナを物理的な力に転化する初歩の魔法である。

　さらに《見みえざる手て》の応用として《障しよ壁うへき》という術がある。力場を術者の周囲に展開し、物理的な衝しよ撃うげきを遮しや断だんする壁かべを作り出すものだ。簡単なわりに汎はん用よう性せいが高く、こちらもごく初期に習得が義務付けられている。



    

  
    
      　今、年長組では、この二つの魔法を使った『的当て』と呼ばれる実習訓練が行われていた。

「はい、全員ペア作れましたか？」

　能勢の声がグラウンドに響ひびく。

　二人一組で向かい合い、合図とともに攻こう撃げき側がわが《見みえざる手て》で相手目め掛がけて柔やわらかいゴムボールを投げる。防ぼう御ぎよ側は《障しよ壁うへき》でこれをはじき返す。ボールが体に命中すれば攻撃側に一ポイント、うまく防ぐことができれば防御側に一ポイント。当然ながら素早く力のある球を飛ばせる、あるいは素早く大きな《障しよ壁うへき》を作り出すことができる者ほど有利となる。

　要は対人ゲームで魔法回路生成速度の重要性を認識させようという狙ねらいだ。

「準備はいいですね。五回投げたら攻撃と防御を交代して下さい。では、一本目」

　ホイッスルの音とともに『的当て』が開始された。

　グラウンドには八組のペアが出来ていた。一人余った生徒のパートナーは能勢が務めており、十郎と信乃が全体を監かん督とくする役目である。

　こうして見ていると、この年ねん齢れいから魔法技術に個性の差が出ていることがわかる。

　マナを集めるまでは速いが魔法回路が稚ち拙せつな者、逆に集めるのは遅おそいが精せい緻ちな魔法回路を作る者、《見みえざる手て》は器用に使いこなすが《障しよ壁うへき》が苦手な者、《障しよ壁うへき》は上手いが《見みえざる手て》のコントロールが下手でボールをあさっての方向に飛ばしている者──

　十郎はふと雛咲月子に目を留める。大おお柄がらでのんびりとした雰ふん囲い気きを漂ただよわせる少女──こちらは確か羽は倉くら紗弓とか言ったか──をパートナーにし、攻せめ手に回っても受け手に回っても遅ち滞たいなく魔法を使いこなしていた。しかも全力で勝ちにいくのではなく、ともすればパワーに片寄りがちな紗弓をうまく誘ゆう導どうしながら『的当て』を行っている。

　魔法だけでなく学科も優ゆう秀しゆうだということだった。能力的にも気質的にも絵に描かいたような優等生というわけだ。

（しかし──）

　昼の出来事を思い出す。

　悪意がなかったとは言わない。だが、軽い嫌いや味みのつもりだった。あんなに大泣きするとは思っていなかったのだ。自分でも驚おどろくほど十郎は動どう揺ようした。その後、すぐに彼女は背を向けて駆かけ去ってしまったので、謝罪はもちろん言い訳することすらできなかった。

　そして月子は午後の最初の授業では既すでに普ふ段だんの微びし笑ようを取り戻もどしていた。指名すれば完かん璧ぺきな回答を返し、今も模範的な態度で訓練に勤いそしんでいる。

（──あれだけ泣いてたのに、もう立ち直ったのか？）

　彼女を目で追いながら思う。

　こういう切り替かえの早さは、彼女特有のものなのだろうか。それとも子供はみんなそうなのだろうか。気に掛かって、なぜか妙みように落ち着かない。

　と、そのとき──並んで『的当て』をしている生徒たちの列の端はしから小さな、だが鋭するどい悲鳴が聞こえた。視線を向けると、華きや奢しやな体格の男子、楢なら崎さき優ゆう斗とが尻しり餅もちをついていた。

「おら、ラスト五発目、いくぞー！」

　その向かいで、パートナーの最さい部べし駿ゆん介すけが《見みえざる手て》を使おうとしている。子供にしてはかなり高密度の魔法回路だ。相当な速度でゴムボールが撃うち出されるだろう。優斗は完全に戦意喪そう失しつしており、《障しよ壁うへき》は間に合いそうにない。

　今まさに魔法が起動されようとした瞬しゆ間んかん──突とつ然ぜん《見みえざる手て》の魔法回路が消しよ滅うめつし、マナが霧む散さんした。

「──あれ、ミスったか？　だっせ、俺」

「最部、相手が防げそうになかったら手加減しろ。これは相手を痛めつける訓練じゃねえんだ」

「は？　んなの知らねーよ。下へ手た糞くそな楢崎が悪いんじゃん」

　その物言いに十郎が眉まゆをひそめたとき、信乃が早足で歩いてきた。

「何があったのですか？　最部君」

「何もねーよ、なあ、楢崎ぃ」

　話を振ふられた彼はひ、と声を上げ、かすかに首を上下させる。

　信乃は駿介に何か言いたげな視線を向けたが結局何も言わず、蒼そう白はくな顔で左手首を押おさえている優斗の傍そばに屈かがんだ。

「庇かばって手を突ついて痛めたのですね。診みせて下さい」

　信乃の周りにマナが集つどい、青白い幾き何か学がく模様を形作る。

「──骨には異常なし。軽い捻ねん挫ざ。今、痛みを止めます」

　魔ま法ほう回路が一いつし瞬ゆん強い光を放ち、そしてふっと消えた。

「どうですか？」

「……痛くない」

　きょとんとした、泣くつもりだったのに涙なみだが引っ込んでしまった、というような表情で、優斗は信乃を見上げた。彼女はわずかに微笑ほほえむ。

「痛みを消しただけで治したわけではありませんから、安静に。保健室に行って湿しつ布ぷしましょう。歩けますか？　──能勢先生、椎葉先生、あとをお願いします」

　二人には事務的な口調で言い置いて、彼女は優斗を連れて学習棟とうの方に歩いて行った。

「弱っちーの」

　その背を見送って、駿介は馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「──お前、なぜ攻こう撃げきを止めなかった？」

「は？　先生たち途とち中ゆうでやめろなんて言わなかったじゃん。五発投げてから交代でしょ？」

「怪け我がさせる可能性は考えなかったのか？」

「知らねーよ。あいつがレベル低いのが悪いんじゃん」

　うぜぇな、と駿介が最後に小さく毒づくのが聞こえた。

　十郎は自分の過去に思いを馳はせる。訓練生だった時期、仮にこういう態度を取っていたら教官にどう扱あつかわれただろうか。きっと身の程を思い知り、忘れられないほどの恐きよ怖うふと後こう悔かいを心に刻み込まれるような制裁を科せられていたはずだ。

「あー、はいはい、他ほかのみんなはペアに戻って。まだ授業中ですよ」

　能勢はパンパンと手を叩たたいて指示を出すと、十郎の袖そでを掴つかみ脇わきへと引っ張って行く。

「何か不ふ穏おん当とうなことを考えてませんでした？　今」

「さてな」

「自重してくださいね。十郎さん、時々行動が過激ですから」

「……お前に言われたくはないんだが」

「心外だなあ。僕は穏おだやかな平和主義者ですよ。──ま、それはさておき、どうします、彼？　余ってますけど」

　駿介である。下手な組み方をすればまた怪け我が人にんが出るかもしれない。十郎は少し考えてから答えた。

「人数が偶ぐう数すうになったことだし、力の釣つり合う者と組み合わせればいいさ。──雛咲！」「はい」

　月子がこちらを向く。

「お前、最部と組め。羽倉は日ひ馬まと。組み直したら訓練再開だ」

　能勢と組んでいた菜々香は露ろ骨こつな落らく胆たんの表情を浮うかべ、紗弓とペアを作る。月子は小走りに駿介の方に向かう。

「やだよ」

　しかし、駿介は吐はき捨てるようにそう言った。

「何で俺が雛咲なんかと組まなきゃなんねーんだよ。死ぬほど気分悪ぃ。帰る」

「…………」

　十郎は再び眉み間けんにしわを刻み、無言で一歩前に出ようとする。それを軽く制して能勢が呼びかけた。

「あー、最部君。まだ訓練は終わってませんよ」

　駿介はその声がまるで聞こえなかったかのように背を向けて、生徒寮りようへと歩き去って行った。



「ちょっとした問題児のようですねえ、彼は」

　教官室に戻もどってくると、能勢は呑のん気きな口調でそう言った。

　二人以外の姿はない。信乃は保健室、祐平は授業中だろう。

「……なぜ止めた？」

　能勢に制止されていなければ、十郎は今度こそ本当に鉄てつ拳けんを振るっていたことだろう。

「ま、一応体たい罰ばつは禁止ですから。何かとうるさいご時勢ですし」

「早いうちに殴なぐられる痛みを知っておくべきだと思うがな、ああいう甘あまったれたガキは。それが本人のためだ」

「わからなくもないご意見ですけど」

　能勢は苦くし笑ようする。

「お忘れですか？　僕たちは一時的に教官役をしているに過ぎません。彼らの将来のことまで考えてやる義理はない」

「…………」

「どんな形にせよ、入れ込むと情が移りますよ。こういうまっとうで健全でやりがいのある仕事してると、あなたの現場の感覚が鈍にぶったりしないかな、と、それが心配でして。特別対策局に復帰した後、例えば生徒と同じくらいの年とし頃ごろの子が事件の犠ぎ牲せい者しやになったりしたら、十郎さん、あなたは冷静で的確な判断ができますかね？」

「馬ば鹿か馬鹿しい。それを言うならお前の方は──」

　どうなんだ、と言いかけて十郎は口を噤つぐむ。

　十郎より遙はるかに生徒たちと友好的な関係を築いている能勢だが、それは自分が情などに左右される人間ではないことを知っているからだろう。笑え顔がおと人当たりの良さは、この男のごくごく表層の要素でしかない。

「もっとも点数を稼かせげばこの罰ばつゲーム『教師ごっこ』も早めに切り上げられるかもしれませんし、真ま面じ目めに取り組むことを否定しているわけではないのですけどね」

　能勢は棚たなからファイルを取り、広げた。

「最部駿介君でしたっけ。無む軌き道どうで暴力的。問題行動多し。とはいえ魔ま法ほうの能力はかなりのもので、クラスにも何人か取り巻きがいるようですが──ああ、素質判定Ｂランクですか。やはり優ゆう秀しゆうではありますね」

　魔法の才能ありと判断された者は、定期的に素質判定と呼ばれるテストを受けることになる。

　これは単位時間内にどの程度のマナを操ることができるか──つまりどれくらいの速度で魔法を使い得るのかを測るものだ。判定結果はＡからＥの五段階に分かれており、Ｅランクが『マナは認識できるものの、操る能力が無い者』。Ｄランク以上は級が上がるにつれ『より高速で魔法回路を作ることができる者』ということになる。

　この能力は訓練によって伸のびることはなく、ほとんど生来の資質に依い存ぞんするものとされている。努力して複雑な魔法回路を構築できるようにはなっても、施呪キヤステイング速度の向上には限界があるというわけだ。つまり、ランクが上の者ほど魔法士としてのポテンシャルが高いということになる。

　コンスタントにＡランクの成績を叩たたき出すごく少数の者は、特別育成校に進み特とく殊しゆ執しつ行こう官かん候補として一いつ貫かんしたエリート教育を受ける。ＢからＤの者はここのような普ふ通つう育成校で学び、中学卒業相当のカリキュラムを終えたとき、本人の希望を加味して進路を決定する。Ｅランクの者は最初から一いつ般ぱんの学校に通い、一般人と変わらない人生を歩む。

　Ａ、Ｂランクには特殊執行官として公職につく義務が課せられるが、それ以下になると魔法士として身を立てることを放ほう棄きする者も多い。Ｄランクにして一級特殊執行官の十郎などは、極きわめて希け有うな例に属するわけだ。

　Ｂランクの駿介はここでトップの素質を持っているということになる。毎日魔法の訓練をしていれば、自分が頭ず抜ぬけて優秀であることを知るのに時間がかからなかっただろう。

「他ほかにＢランクの生徒は雛咲月子さんのみです。彼女はデータによってＡランクレベルだったりＤランク以下だったりとかなりむらがありますけどね」

　僅わずかな罪悪感と共に、あの優等生の少女の顔が思い出される。十郎は小さく頭を振ふってそれを振り払はらった。

「最部君はＢ水準の上の方で安定していますから、平均値を取れば彼がこの学校のトップということになるのでしょうか。まあ、天てん狗ぐになるのもわかります。──んー、普通の小学校なら、こういうときは複数の先生が協力して問題児に対応したりできるんでしょうけどねえ」

　魔法は強大な力である。学び始めたばかりの年とし端はもいかない子供が、屈くつ強きような男を叩きのめすことを可能にするのだ。何か問題が起こったときに適切な対処、指導ができるのは同じく魔法を扱あつかえる者だけであり、自然、人格的生活的な部分も含ふくめて魔法士教育の中心は魔法士が担になっていくことになる。

　しかし、魔法士の数は常に不足気味であり、十分な教育体制が整っているとは言い難い。将来において改善される見込みもない。

「出雲井はその辺、どう考えているんだろうな」

　彼女は厳格な人間に見えるが、なぜか生徒に対してはやや甘あまい傾けい向こうがある。厳しく叱しつ責せきするようなことはあまりない。

　能勢が何か返答しかけたとき、部屋の扉とびらが開いて当の信乃が入ってきた。

「ああ、出雲井先生、楢崎君の様子はどうでした？」

「怪け我がは大したことありません。ただ、少しショックを受けていたようなので、しばらく保健室で休ませることにしました。今は交こう替たいして嘉神君に付き添そってもらっています。私はこれから大学病院で会議がありますので」

「それは何より、大事に至らなくてよか──」

「最部駿介はどうするんだ？」

　十郎は能勢の言葉を遮さえぎって割り込んだ。

「──どう、とは？」

　信乃は机の上で書類をまとめていた手を止め、こちらに顔を向ける。

「あいつは怪我させる可能性を承知で、魔法を使った。他にも問題ある言動が多い。今日に限った話じゃなくな。矯きよ正うせいするべきじゃないのか？」

「……状じよう況きようを確認し、必要があれば私から注意しておきます。それで様子を見ましょう」

「甘すぎだろう」

　抑おさえきれない苛いら立だちが声に出た。

「ああいう馬ば鹿かを放置しておくと集団全体に害が及およぶぞ。さっさと思い知らせ、場合によっては叩き出すべきだ」

「それは特別対策局流の思考法ですか？　ここは学校です。誰だれも切り捨てず、全員を進歩させるための施し設せつ。全員によりよい未来をもたらすのが私たちの仕事。取り違ちがえないで下さい。──少し急ぎますので、ご意見があれば後日また伺うかがいます」

　学生と言っても通りそうな顔に似合わぬ氷のような表情を浮うかべると、信乃は足早に部屋を出て行った。

「教育熱心ですね、椎葉先生」

　どこかからかうような口調で言う能勢を無視し舌打ちをすると、十郎は椅い子すに荒あら々あらしく腰こしを落とした。

　本当に──本当に自分に合わない職場だ。



    

  
    
      三章　　委員長の子こ猫ねこ






　資料室の窓からは夕日が射さし込んできていた。ハムスター二匹ひきは日向ぼっこを楽しんでいる。

　ここでの勤務が始まって、既すでに二週間。日も少し長くなったような気がする。

　時計を確認、あと三〇分でここを出ることに決め、十じゆ郎うろうは再び本のページに視線を落とした。

　どうにも相性の良くない職場ではあるが、唯ゆい一いつ評価できるのは魔ま法ほうに関する書しよ籍せきや学術雑誌が豊富であることだ。教育機関なだけあって資料に対する予算の枠わくがかなり広く取られているようで、教官が申しん請せいすれば大たい抵ていの本は揃そろえてくれるらしい。

　田舎町の山中の学校である。周囲に暇ひまを潰つぶせるような場所も無い。そんなわけで、手が空くとこの無人の資料室で本を読みふけるのが十郎の日課となっていた。誰にも邪じや魔まされない、心安らぐ時間である。

「ありゃ、椎しい葉ばさん」

　だが、今日は静せい寂じやくを破は壊かいする闖ちん入にゆ者うしやがあった。

「放課後はあんまり姿見ないなと思ったら、こんなところに居たんすか」

「……何か用か？」

　十郎は不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせず、祐ゆう平へいに視線を向けた。

「あ、いえいえ、俺はここから借りてた本を返しに来ただけっす。──あれ？　椎葉さんも医いり療よう系が専門なんすか？」

　今十郎が開いているのは、薬学と魔法の融ゆう合ごうの可能性について考察された書籍である。

「いや……単なる興味本位だ」

「なんだ、残念。俺と一いつ緒しよかと思ったのになあ。──そういえば、椎葉さん、専門分野は何なんすか？　内閣直属の特とく殊しゆ対策局の人だって校長に聞きましたけど。あ、もしかして、こう、凶きよ悪うあ犯くはんを一いつ瞬しゆんで制圧するような、戦せん闘とうのプロ？」

「…………」

　十郎の沈ちん黙もくに、祐平の笑えみが小さくなる。気まずそうに視線をさまよわせながら、まるで言い訳するかのように口を開いた。

「いやその、別に立ち入ったこと聞くつもりはなかったっす。言いにくいなら別にいいすよ。──さっきも言いましたけど、俺は医療系志望なんすよ。ここでチビども教えながら、自分も修行中。いずれは一いつ般ぱんの医大、薬科大なんかでも勉強したいんすけどね」

　訊きいてもいないのに、自分語りが始まった。

「この辺の本は俺が頼たのんで入れてもらったんす。勉強しようと思って」

「だろうな」

　再び活字に目を落とし、無愛想に言う。

　信し乃ののような一流の専門家が読むには少し平易に過ぎる本が多い。まあ、おかげで自分にもそれなりに理解できるわけだが。

「昔ね、俺もここの生徒だったんすよ」

　どうやら祐平はしばらく居座るつもりらしく、自分でパイプ椅い子すを出してくるとそこに腰こしを下ろした。十郎は露ろ骨こつに顔をしかめてみせたが、彼は気付いた様子もなく話を続ける。

「もう五、六年前になるかな。ある日、遠足帰りに事故に巻き込まれて大おお怪け我がしてね、そのとき信乃先生に治してもらったんす。俺の目標があの人になったのは、それが切きっ掛かけっすね。将来的には信乃先生の傍そばで働きたいなー、なんて。いや、まだまだ道は遠いすけど」

　そして邪じや気きのない笑みを十郎に向ける。

「どうっすか？　ここに来て大分経たちますけど、椎葉さんは仕事に慣れました？　俺は正式に教官になって二年目なんすけど、まだまだ悩なやむことばっかっすよ。チビどもも一人一人豊か過ぎるほど個性豊かで、接し方を色々と変える必要があるんすよね。これがなかなかに難しくて……」

　こいつは純じゆ粋んすいなのか、馬ば鹿かなのか、純粋でかつ馬鹿なのか……。まあ、どれでもいい。遠回しに伝えても無む駄だなようなので、十郎は直ちよく截せつ的な言葉で追い払はらおうとする。──と、そのときふと思い付いた。

「嘉か神がみ、お前、雛ひな咲さき月つき子こを知っているか？」

「あ、委員長すか？　知ってるっすよ。信乃先生が忙いそがしい時は俺が年長組を見てたし、正式に教官になる前から手伝いはしてましたし」

「あいつは──どんな奴やつなんだ？」

「んー、いきなりどんなと訊かれるとちょっと答えに困るっすけど……。えーと、政治家一族のお嬢じようさん。祖父は元大臣で父親も代議士。魔法も含ふくめて成績優ゆう秀しゆう。性格温厚。聞き分けがよくて素直。いい子っすよ。いや──」

　少し考えて続ける。

「踏ふみ込んで言うと、いい子であろうと頑がん張ばる子、って感じっすかね。で、雛咲がどうしたんです？　何か問題でも起こしました？」

「……いや、目立つんでな。少し気になっただけだ」

　月子の大人びた笑え顔がお、そして同一人物とは思えないほどの盛大な泣き顔が脳裏に浮うかんだが、もちろんそんなことは口に出さない。

「ああ、よくできるし、将来有望すもんね」

　あっさりと祐平は納得し、そして思い出したように言葉を継ついだ。

「あ、問題といえば、こないだ最さい部べがやらかしたらしいっすね。椎葉さんは厳しい処しよ罰ばつを主張してるとか」

「俺が厳しいんじゃねえよ。出雲いずも井いが甘あますぎるんだ」

「んー、まあ最部も難しい奴っすから──。ちょっと性格がアレなのは確かなんすけど、あんまり駄だ目めな奴って決め付けてやらないで下さいね。家の方に問題があって、結構可か哀わい想そうな身の上なんすよ。あいつ」

　魔ま法ほう士の資質を持つ子供が親に疎うとまれたり、また家庭不和の原因となるケースはよく報告されている。親としては、ある意味生まれたときから自分以上の力を持っている子供を育てて行かなければならないわけで、歪ゆがみが生じて当たり前なのだ。幼いうちから全ぜんり寮よう制せいの育成校に集め、厳しい監かん視しの下もとで教育を施ほどこすのはこういう要因もあってのことである。

「最部は某ぼう巨きよ大だい企きぎ業ようグループのお偉えらいさんがお妾めかけさんに産ませた子なんす。父親も母親も子こ煩ぼん悩のうとは言い難がたかったようで、あんまり愛情を受けられずに育ったんすね。だから多分、騒さわぎを起こすことで人の注意を引こうとする。あんまり可愛かわいげのある態度じゃないのは確かっすけど、切り捨てたりするのも可哀想な話だと──」

「で、お前は俺らが最部に何をしてやれると思っているんだ？」

　十郎は本を閉じて彼を正面から見み据すえた。

「はい？」

　祐平は目を瞬またたかせた。

「な、何って、えっと……ほら、頭ごなしに叱しかるんじゃなくて、ちゃんと話を聞いてやるとか」

「それでどうなる？　俺たちは国家財産なんだ。先は決まっている。能力によって選り分けられ、あてがわれた職場で死ぬまで鎖くさりに繋つながれる。生まれがどうとか生い立ちがどうとか、一切意味を持たない。ただ、能力を発揮して役立てるか否いなかだ。甘やかす前にそのことを叩たたきこみ、それでも駄目なら切り捨てる。それが本人にとっても周りの人間にとっても一番幸せなことじゃねえのか？　どれだけ優すぐれた素質を持っていても、出雲井のやり方じゃ、全体を巻き込んで腐くさらせるだけだ」

　魔法士は社会における異物である。望む地位や待たい遇ぐうを得るには、まず自分が有用であることを示さなければならない。それは決して素質に恵めぐまれていたわけではない十郎が、一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの地位を手に入れるまでに得た実感だった。

「はあ……その、ずいぶんとシビアなものの見方をするんすね」

　祐平は困こん惑わくしたように言った。十郎の言葉より、どちらかというと珍めずらしく感情的な長ちよう口こう舌ぜつを振ふるったことに驚おどろいているようだった。

　十郎は舌打ちしたい気分になる。柄がらでもないことを喋しやべりすぎた。

「あー、でも信乃先生信者として弁護させてもらうとっすね、あの人にとって子供たちは何より大事なもので──多分、落らく伍ご者しやを一人も出したくないんすよ」

「落伍者？」

「いや、えっと──」

　祐平は少し後こう悔かいしたような表情で頭をかいた。

「あの人にも転機みたいなもんがあったって話っす。あんまり俺がべらべら喋ることでもないっすけどね」

　続きを促うながしたものかどうか迷った十郎だったが──そのとき突とつ然ぜん、ハムスターがヂッという鋭するどい声を発した。眉まゆをひそめる。

「ん？　どうかしました？」

「……急用だ」

　そう言うと、十郎は部屋を飛び出した。
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　既すでに日は落ち、外は薄うす闇やみに包まれている。

　寮りようの裏口から出たところで少しの時間立ち止まり目を慣らすと、月子は林のなかに踏ふみ入った。

「サバタロー、サバタロー」

　呼びかけると、にゃあという鳴き声と共にグレーのトラ柄をした小さな子こ猫ねこが姿を現した。月子は微笑ほほえんでその前に小皿を置く。子猫はキャットフードをかりかりと嬉うれしそうに囓かじり始めた。

　この猫を最初に見かけたのは二月ほど前のことである。心配になるくらい小さく、痩やせっぽちだったため残り物などをやっていたら、いつの間にか頻ひん繁ぱんに姿を見せるようになっていた。

　調べたところによれば人間と同じ食べ物をやるのは体に悪いということなので、最近はキャットフードを与あたえるようにしている。紗さ弓ゆみや菜な々な香かと協力し、学校から支給される少ない小こ遣づかいをやり繰くりして、週に一度の外出日に街で買ってくるのだ。

　餌えさをやりに行くのは三人の交代制である。十郎に見つかってからは少し控ひかえた方がいいかとも思ったのだが、結局その後深く追及されることもなかったので習慣は継けい続ぞくされていた。

　ちなみに『サバタロー』という名前は、色合いが鯖さばの背に似ていることから月子が命名したものだ。響ひびきがとても可愛らしく、気に入っている。友人たちにはなぜか微びみ妙ような顔をされたが。

「おいしい？」

　月子は勢いよくキャットフードをぱくついているサバタローの背をなでる。

　口元が緩ゆるむ。こうして過ごす時間は、この上なく幸福な一時だ。張はり詰つめた心が安らいでいく。

　餌を食べ終えると、子猫は喉のどを鳴らしながら体をすり寄せてきた。

「はいはい、いい子いい子」

　微笑みながら耳の後ろをくすぐってやる。人を相手にするときと違ちがい、緊きん張ちようしたり怖こわがったりする必要はない。だから自分は動物が好きなのだろう。



    

  
    
      　怖いと言えば──ふと、ある人間のことが頭に浮うかんだ。

　最近この学校にやってきた新任教官。数日前の昼休み、『余計なお世話だ』と言い放ったときの冷たい顔。

　思い出すだけでじわりと涙なみだが滲にじみ、あわてて月子は指で目を拭ぬぐった。

　同じことを、例えば最部駿しゆ介んすけに言われたのだったら、優等生の“〝仮面”〟を忘れるほど取り乱したりはしなかっただろう。駿介は普ふ段だんから攻こう撃げき的てきで、意地悪な態度にはある程度慣れっこになっているからだ。だが、十郎のときは違った。よかれと思ってやったことに対してああいう冷れい淡たんで刺とげ々とげしい対応をされたのは、初めてだったのだ。

（──嫌いやだなあ）

　ため息が漏もれる。月子ははっきりと苦手を意識する。

　以降は何とか取り繕つくろえているものの、やはり椎葉先生のことは怖くて好きになれそうもない。これからもずっと顔を合わせていかなければならないと思うと、気が重くなるのだった。

「でも、へこんでちゃ駄だ目めなんだよね、私は『雛咲』なんだし」

　努力を怠おこたってはならない。挫くじけてはいけない。

　良い生徒であるために。良い委員長であるために。

　そして良い大人になるために。良い魔ま法ほう士しになるために。

　と、そのとき、背後から草を踏み分け近づいてくる足音が聞こえた。月子は弾はじかれたように立ち上がる。同時に低い声が聞こえた。

「──ここでお前を見つけるのは二度目だな」

「し、椎葉先生……」

　月子は顔から血の気が引くのを感じた。サバタローを背後に庇かばうように立つ。

（落ち着け、私）

　被かぶり慣れた優等生の“〝仮面”〟。丁てい寧ねいで柔やわらかな態度。相手を怒おこらせないように。

「すみませんでした。この子のことがつい気になって」

　月子は申し訳なさそうな微笑ほほえみを浮かべてみせた。

「前にも言ったな。この時間の無断外出は認められていない。動物の飼育もだ。部屋に戻もどれ。今日は見み逃のがしてやってもいいが、今後も同じことをするなら処分を科す」

　十郎の声は厳しい。

（どうしよう……）

　引き下がればこの話はここで終わるだろう。だが、これから全く餌をやれなくなったら、サバタローは──

「あの……先生」

　月子は説得を試みることにした。十郎だって血も涙もないわけではないだろう。きちんと説明すればわかってくれるかもしれない。

「この子、最初に見たとき凄すごく痩やせていました。多分、餌をやらなくなったら飢うえ死にしてしまうんじゃないかと思うんです」

「…………」

「時間外の無断外出は悪かったと思います。でも、時間をずらして、この子にご飯をあげることだけは許してもらえませんか？　どうか、お願いします」

　落ち着いた物もの腰ごしで冷静に話すことには成功した、と思う。もちろん内心では必死の勇気を振ふり絞しぼってのことである。

　相手は無言。

　サバタローは、突とつ然ぜん現れた人間を警けい戒かいしながら見上げている。

　月子は怖くて逃にげ出したくなるのを必死にこらえながら、審しん判ぱんを待つ。

　やがて十郎は子こ猫ねこにゆっくりと歩み寄り──そして餌入れの小皿を思い切り蹴けり上げた。ギャッと驚おどろきの声を上げて、サバタローは木立の向こうへと駆かけ去って行く。

　月子はしばし茫ぼう然ぜんとし、そして思わず声を上げた。

「ひ、ひどい……！　何をするんですか！」

「あれが飢え死ぬとしたら、それも自然の摂せつ理りってやつだ。無責任に情を掛かけんな」

　冷たい十郎の言葉に、感情が一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうする。瞬間、優等生としての振る舞まいも、この教官への苦手意識も忘れた。

「冷血人間！　先生なんか死んじゃえ！」

　そう怒ど鳴なると、月子は背を向け寮りようの自室に向かって駆け出した。
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　月子が去ったのを確認すると、十郎は左手の茂しげみに視線を向けた。

「出てきたらどうだ？」

　同時に首を軽く傾かたむける。衝しよ撃うげ波きはが顔のすぐ脇わきを通過、背後の木の幹に直ちよ撃くげきし、乾かわいた音を立てた。

「おー、いい反射神経してんじゃん」

　小こ馬ば鹿かにしたような口調で言いながら姿を現したのは駿介、そしてその取り巻きたちだった。どこか気まずそうに目を伏ふせる子分たちとは対照的に、駿介は傲ごう然ぜんと十郎を見み据すえている。

「よく俺らに気付いたね。──つかさあ、邪じや魔ましないで欲しいんだけど。せっかくあの猫ねこ、ぶっ殺せるチャンスだったのに」

「マナの動く気配がしたもんでな。時間外の無断外出、訓練時以外の魔法の使用、教えていない魔法の使用、いずれも禁止だ。知っているな？」

　先ほど駿介が飛ばしたのは《魔ま弾だん》と呼ばれる術である。魔法によって作り出した不可視の弾丸を撃うち出すもので、達人が使えば小型ミサイル並の威いり力よくを出すことも可能だ。

　難度が低い一方で攻こう撃げき性せいは高く、判断力の未熟な子供に習得させるのは危険であるという理由から、まだ育成校では教えていない魔法である。つまり駿介は《魔ま弾だん》を独力で身に着けたということであり、このことは彼の優ゆう秀しゆうさと、そして危険性を表していると言えるだろう。

「固いこと言うなよ」

　駿介は悪びれた様子もなく笑う。

「頑がん張ばって練習したから新しい術を覚えられたんだよ。褒ほめてくれるところじゃないの？ここは」

　なるほど、と十郎は思った。こいつは完全に教官を侮あなどっているわけだ。

　建前上、私的制裁は禁止されている。どの程度順守するかは教官の方針によるが、少なくともこの学校においては厳格に適用されているようだ。そして駿介はそのことを理解し、その上にあぐらをかいている。

（まったく、出雲井たちのやり方が甘あまいからこんなのが出来上がる）

　十郎は静かに口を開いた。

「喩たとえるなら、この学校は工場で、お前たちは製品だ」

「はあ？」

　駿介は意味が分からないというように眉まゆをひそめた。構わずに続ける。

「俺たちの仕事は規格どおりの製品を生産すること。つまり、不良品を選別し矯きよ正うせいする義務がある」

「矯正？　何それ？」

　少年は鼻で笑う。

「で、どうすんの？　殴なぐるつもり？　体たい罰ばつは法律で禁止されてるけど？」

「そうらしいな」

　言葉と同時に右手を軽く振るう。その甲こうは駿介の頬ほおを捉とらえ、彼を吹ふっ飛とばしていた。

　唖あ然ぜんとする取り巻きたちには目もくれず、十郎は倒たおれた駿介に歩み寄り、襟えり首くびをつかんで引き起こす。

「で、それがどうかしたか？」

　いきなりここまで直接的な行動に出るとは思っていなかったのだろう。数すう瞬しゆんのあいだ声を失っていた駿介だったが、ようやく状じよう況きようを飲み込むと怒いかりで顔を真っ赤にした。

「て、てめえ……殺してやる！　ぶっ殺してやる、この糞くそが！」

　十郎は目を細めるともう一度、今度は拳こぶしを振ふりかぶる。狙ねらいを定めて殴り飛ばそうとしたその瞬間──割り込んできた人ひと影かげが二人を引き離はなした。

「ストップ、ストーップっす、椎葉さん！　ぼ、暴力はダメっすよ！」

「邪魔すんなボケ嘉神ッ！」

　怒鳴ると同時に、駿介はマナを集め始める。

「殺す。俺は今からこいつぶっ殺して──」

「最部君、やめなさい」

　静かな声が駿介の施呪キヤステイングを中断させた。信乃がゆっくりと姿を現す。

「ひとまず全員、部屋に戻もどりなさい。一人一人、後で話を聞かせてもらいます」

「…………」

「聞こえませんでしたか？」

　信乃の言葉に押おされるように、子供たちは一人、また一人と寮りように戻っていく。殺意のこもった一いち瞥べつと舌打ちを残して、最後に駿介もそれに倣ならった。

「……さて、椎葉君。まずはあなたから。事情の説明を」

　厳しい顔をした彼女の背後で祐平が申し訳なさそうに首をすくめている。彼が事態の収拾のために信乃を呼んできたものであるらしい。

「無断外出と訓練外での魔法使用を発見したので、指導を与あたえた。以上」

「あなたの指導というのは暴力を指すの？」

「場合によってはな」

　信乃の視線がみるみる険しくなる。

「体罰は禁止されています。ここは教育の場です。二度とこんなことはしないように」

「確約できねえよ。あんたのやり方は甘すぎる。そんなんじゃ、あいつらを一人前に仕立て上げることなんてできない」

「仕立て上げるのではなく、自ら育つのですよ、あの子たちは。私たちが優すぐれた魔法士を作り出すなどという考えは思い上がりです」

「ご立派な理想論だ」

　唇くちびるを歪ゆがめてみせる。

「で、その成果があの最部駿介というわけか？　大した説得力だな」

「彼もまだ成長途とじ上ようでしょう？」

「狂きよう犬けん育てるつもりか、あんたは。だからこそ厳しい躾しつけが必要だって言ってるんだ」

「躾？　躾というのは──椎葉君！」

「報告終しゆう了りよう。帰らせてもらうぞ」

　十郎は信乃の言葉を聞かず、背を向けた。

　いくら言ったところでこの女は理解しない。苛いら立だちだけが胸の中で渦うず巻まいていた。
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　複数回の規則違い反はん、そして教官に向かって『死んじゃえ』などと口走ってしまった以上、呼び出されるのは避さけられないだろうと覚かく悟ごしていたのだが、意外なことに、その後数日経たっても月子に処分が下されることはなかった。

（もしかして椎葉先生が不問にしてくれたのかな……）

　いや、あの冷れい淡たんな悪あく魔まが月子を庇かばうような真ま似ねをするはずがない、と月子は思い直す。ちょうど同じ日に駿介が何かやらかしたらしく自室謹きん慎しんを科せられていたから、そっちにかまけて忘れていたとか、おそらくそんなあたりだろう。

「……決めました。夕食前にサバタローを見に行ってきます」

　夕方、月子の部屋。その宣言に、一いつ緒しよに宿題をしていた紗弓と菜々香は顔を見合わせた。

「んー、まだ止めといた方がいいんじゃないかなあ？　何日も経ってないんだし」

「あたしも心配してないわけじゃないけどさ。見つかったら怖こわいよ」

　二人はそれぞれの言い方で反対を表明した。

　当然だとは思う。月子は既すでに二度教官に見つかっている。三度目があった場合、お咎とがめなしということはさすがにないだろう。

　だが、月子は笑ってみせた。

「大だい丈じよ夫うぶですよ。信乃先生が確か今日は大学ですから、先生たちに見つかる確率も二五パーセントほど下がってるはず」

　友人たちは揃そろって諦あきらめのため息をついた。決意が固いことを悟さとったのだろう。

　危険は承知。しかし月子はやはりサバタローのことが気に掛かかるのだ。寂さびしがっていないか、お腹をすかせていないか。穏おだやかな季節だから、凍こごえ死んだりすることはないだろうが……。そしてそれに加えて、十郎の高圧的な物言いに対する反発もある。

　くれぐれも気をつけてねえという紗弓の言葉を背に寮の裏口に向った。人の気配がないことを確認し、キャットフード入りの小皿を持って外に出る。

「……サバタロー」

　数日ぶりにいつもの場所に行き、小さく名前を呼んだ。

　しばらく間をおいてにゃあん、という応えとともに小さな姿が現れたとき、月子は心からほっと息をついた。よかった。また会えた。この子は自分を待っていてくれたのだ。

「ごめんね、来られなくて。元気にしてた？」

　うにゃうにゃと甘あまえた声を出しながらキャットフードを頬ほお張ばりにかかる子こ猫ねこを眺ながめながら、語りかける。

「意地悪な人がいてね、ご飯あげるなって言うんだよ。ひどいよね」

　とはいえ、こうしていると十郎へのわだかまりなどどうでも良くなってくる。幸せだな、と月子は微笑ほほえむ。

　もともと猫に限らず動物は大好きなのだ。実家にいた頃ころには触ふれ合う機会などほとんどなかったから、なおさらこの時間が愛おしい。

　雛咲家は代々有力な政治家を輩はい出しゆつしてきた一族である。議員はもちろん、大臣を勤めた者も何人か存在するという名家だ。

　魔ま法ほう士しの資質を持っていたのは家族の中で月子だけだった。

　特に疎うとまれていたわけではない。ただ、父親も祖父も厳しく、居い心地ごこ　ちの良い家とは言えなかった。

『人と違ちがう力を持ったなら、それを世のために役立てろ。雛咲の名前を汚けがすことのないようにな』

　──そんな言葉を幼少時から繰くり返し聞かされてきた。

　雛咲月子は優等生でなければならない。魔法の能力はもちろん、学力においても人格においても、他人の先頭に立ち導くに足る者でなければならない。

　だから必死の思いで『優等生・雛咲月子』という“〝仮面”〟を作り上げた。余よ裕ゆうある笑え顔がおと泰たい然ぜん優ゆう雅がな物もの腰ごしを身に付けた。本当の自分──内気で臆おく病びよ者うもので小さな人間──を知られるわけにはいかなかったのだ。

　同級生にまでも敬語を使うのは、一種の自己暗示である。この口調をスイッチ代わりにすることで、本来の自分を忘れ、“〝仮面”〟を被かぶり完かん璧ぺきな優等生という役を演じ切ることができる。

　ある意味で大好きな友達をも欺あざむいているという罪悪感はある。しかしたとえ紗弓や菜々香が真実の自分を軽けい蔑べつしないとしても、この“〝仮面”〟を捨て去る勇気を持つことはできなかった。完璧でいられなくなるということは、家の期待を裏切ることになるからだ。

　ただ──このところ、たまに思う。

　このまま演じ続けて、その先に何があるのだろう、と。

　中等課程、高等課程に進む。教官たちの言うとおりに訓練を重ね経験を積み、やがて特とく殊しゆ執しつ行こう官かんとなる。

　それでいいのだろうか？

　自分の意思はどこにあるのだろう？

　ただ流されるままに手に入れたものに価値はあるのだろうか？

　敷しかれたレールに従って生きることは、雛咲の名を汚すことにはならないのだろうか？

　育成校の制服を着て街へ出れば、心ない言葉を浴びせられることもある。社会において魔法士は異物であること、畏い怖ふされ忌き避ひされる存在であることを否いや応おうなく理解させられる。

　そんな中、ただ漠ばく然ぜんと今のまま生きていけば『力を世のために役立て』られるようになるのだろうか？

　──答えの出ない疑問に疲つかれたとき、月子はこの場所に来る。子猫を撫なでている間は悩なやみから解放され、優等生でも『雛咲』でもない素すの自分に戻もどることができるからだ。その時間は何事にも代えがたい、大切なものなのだった。

「……わかってもらえないだろうけどね、無神経な椎葉先生なんかには」

　呟つぶやいたとき、餌えさを食べ終えたサバタローが顔を上げる。足りないよ、と催さい促そくするようなその表情の愛らしさに月子が口元を緩ゆるめた──その瞬しゆ間んかんだった。

　衝しよ撃うげきと爆ばく音おん。

　子猫が吹ふき飛ばされ、木の幹に叩たたき付けられる。ギャアッ！　と鋭するどい悲鳴を発し、血の混じった泡あわを吐はいて動かなくなる。

　何が起こったのか理解できず立ち尽つくす月子の耳に、耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが届いた。

「ぎゃっはははははははっははぁ！　めいちゅーう！」

　茂しげみから駿介と数人の男子たちが姿を現した。

「チクらず泳がしといた甲か斐いがあったな。お前のその面つらが見たかったんだよ、雛咲。──お、アホ猫、まだ息があるじゃん。では、止とどめの一いち撃げきぃ」

　マナが駿介の周囲に集り、魔法回路が形作られる。

（止めなきゃ──）

　しかし、体が動かない。混乱で、動どう揺ようで声も出ない。

　サバタローが殺される。止めなきゃだめだ間に合わない嫌いやだお願いやめてやめてやめてやめて……

　魔法回路が完成。子猫を絶命させるための魔法が起動する。目の前でサバタローが血ち塗まみれの肉につ塊かいになる──その寸前。

「何をしている、最部」

　静かな、しかし凄すごみのある声が聞こえた。
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　立ち竦すくむ月子。瀕ひん死しの子猫。五、六人の男子とその中心にいて今まさに《魔ま弾だん》を放とうとしている駿介。

　十郎は目の前の光景に舌打ちした。前回は事前に押おさえることができたが、今回は一歩遅おくれてしまったようだ。駿介の拗ねじくれた執しゆ念うねんを甘く見ていた。

　歩み寄っていくと、子供たちは蜘く蛛もの子を散らすように逃にげていった。残っているのは茫ぼう然ぜんと固まっている月子、そして挑ちよ戦うせ的んてきな目をこちらに向ける駿介。

「何って、猫ねこ狩がりだよ。この間は先生に邪じや魔まされたけど、今度は仕留めたぜ。どーよ？」

「…………」

「何か文句ある？　お仕置きだよ、これは。雛咲がこっそり猫飼ったりしてたから。だってさー、校則違い反はんじゃん。不公平じゃん。俺ら信乃先生にむちゃくちゃ怒おこられたのに、こいつだけ何も言われないってのは。先生が庇かばって内ない緒しよにしてたんだろ？」

　駿介は得意げに話し続ける。

「信乃先生にチクってもよかったんだけどさ、でもやっぱそれじゃ面おも白しろくないし、もう一回雛咲の目の前でクソ猫ねこぶっ殺すチャンスを探ってたわけ。見事成功……ってまだ死んでねーか」

　子猫の胸はまだかすかに上下しているようだった。月子は放心したようにその傍かたわらに膝ひざを突ついた。

「言いたいことはそれだけか？」

「あれ？　なに怖こわい顔してんの？　たかが猫じゃん。ジャクニクキョーショクってんだろ、こういうの」

　十郎は無言のまま前に進み出ようとし──そして、足を止めた。

　駿介の手に《魔ま弾だん》が生まれていた。

「ねえ、椎葉せんせえ」

　狂きよ犬うけんが舌なめずりをしているような、どこかたがの外れた笑え顔がお。

「俺、気になってたんだけどさ、お前、今まで俺たちの前で魔ま法ほう使ったことって一度もないよなあ」

「…………」

「授業のとき、手本を見せるのはいつも能の勢せだった。信乃先生はもちろんだけどさ、あのアホの嘉神でさえ、必要があれば簡単な魔法は使って見せるぜ？　でもお前は授業の時も偉えらそうに話してるだけ。ここに来てから魔法を一度も使ってない。この間、俺が魔法飛ばしたときも《障しよ壁うへき》作って受けるんじゃなく、慌あわてて避よけてたよな？」

「……何が言いたい？」

「先生のお前が俺より魔法下手ってことは、まさかないよなあ、って話だよ」

　駿介は歯は茎ぐきを剥むいた。

「素質判定どのくらい？　Ａランク？　Ｂランク？　まさかそれ以下ってことはないだろ？　証明してくれるよな。ちゃんとした優ゆう秀しゆうな魔法士なんだって」

　魔法回路が輝かがやきを増し《魔ま弾だん》がさらに膨ふくれあがる。直ちよ撃くげきを食らえば大おお怪け我が、悪ければ死ぬレベルだ。背後には月子と瀕死の子猫がいる。かわすのは不可能。

「ほら魔法で防いでみろよ！」

　勝利を確信した声とともに、魔法が撃うち出されようとする。

「…………あ？」

　が、次の瞬間、駿介は不思議そうに自分の両手に視線を走らせていた。

　作り出したはずの《魔ま弾だん》はいつのまにか消えており、魔法回路も霧む散さんしている。

　慌ててやり直そうとする。が、それより早く十郎のつま先が彼のみぞおちにめり込んでいた。ぐ、という苦鳴とともに膝が落ちる。

「弱肉強食。いい言葉だな」

　髪かみを掴つかんで引き起こしながら耳許で囁ささやく。

「強者の立場で力を振ふるうのは気分がいいものだ。よくわかるさ。ついでに弱者の立場もたっぷりと勉強しておくのはどうだ？」

　頬ほおに拳こぶしを入れる。駿介は声にならない悲鳴をあげた。再度拳を振り上げたそのとき、穏おだやかな声が背後から聞こえた。

「その辺にしときましょう、十郎さん。殺すつもりですか？」

「加減はしてる」

　能勢にそう答え、十郎は手を離はなす。駿介は地面にうずくまり、泣き声混じりの呻うめきを上げた。まあ、これで少しは懲こりただろう。

　月子の方に視線を向けると、祐平が子猫の傍らにしゃがみこんでいた。暗くら闇やみの中に青白い魔法回路が明めい滅めつしている。

「んー、できる限りの処置をしたけど、俺の腕うでじゃ一時しのぎかなあ。信乃先生は今いないし……」

「じゃ、じゃあ、病院に、お、お医者さんに──お願い！」

　ようやく自分を取り戻もどした月子が叫さけぶような声を上げた。

「街には確か動物病院があったはず。俺は免めん許きよ持ってないんすけど……」

　祐平の視線が助けを求めるようにこちらを向く。

　十郎は小さくため息をついた。行きがかり上、仕方ないか。

「……能勢、鍵かぎ」

「はいはい」

　微笑ほほえみとともに差し出されたキーを受け取り、十郎は駐ちゆう車しや場じようへと足を向けた。
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「別に不味いってわけじゃねーんだけどさあ」

　男はコンビニの袋ふくろを探りながら言った。

　歳としは二十代後半から三十過ぎといったところ。長い手足を折りたたむように助手席に収まっており、相当な長身であることが窺うかがえる。派手な色合いのシャツにサングラス。いかにも軽けい薄はくそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「大仕事の前にこそ、こう、景気づけに美味いもんをたらふく食ったりするべきじゃないのかな、と思うんだ。コンビニの冷たいおにぎりなんかじゃなくてさ。その辺どう思うよ、まっきー」

「…………」

「どうしたまっきー、返事してくれよまっきー」

「……マキヤ、だ。何度言えばわかる」

　ハンドルを握にぎる男が不ふ機き嫌げんそうに答えた。こちらは標準的な体格。眼鏡を掛かけた理知的な顔立ちである。

「余計な時間を使いたくないんだよ。山登り前に食えるだけ食っとけ、シグレ」

「げ、もしかして徒歩で行くの？」

「付近に育成校以外の施し設せつがないから、堂々と車で乗りつけるのは目立ちすぎる。ふもとに止めて、斜しや面めんを登って接近することになるな。遠いと精度が落ちるからできるだけ近づきたいと言ったのはお前だろう？」

「そりゃそうなんだけどさ。半径五〇〇メートルだっけ？　この広さを処理するとなると数時間はかかるってのに、それに先立って登山かよ。あーやだやだ、めんどくせぇー」

「今いま更さら文句を言っても変へん更こうはできん。──パンは残しとけよ。俺が食うからな」

「あ、悪い、まっきー。もう全部食っちまった」

　マキヤはシグレを横目で睨にらむと、諦あきらめたようにため息をつき、アクセルを踏ふみ込んだ。
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「珍めずらしいこったね」

　新型の乗用車がスピードを上げて走っていくのを見送り、刑部おさかべは呟つぶやいた。このあたりであんな洒落しやれた車に乗るものはいない。余よ所そ者ものだろうか。

　余所者と言えば──とガードレールの臭においを検分中の老犬に視線をやって思い出す。二、三週間ほど前だったか、こうして散歩しているときに、車に乗った二人連れの若者に道を訊きかれたことがあった。彼らはちゃんと目的地にたどり着けただろうか。

「ほれ、行くぞ、ハチ」

　主人の声に白犬は顔を上げ、のたのたとだるそうに歩き出した。

　妻は既すでに亡なくなっている。子供もおらず、現在家族と呼べるのはこの秋田犬だけだ。最近、足あし腰こしの衰おとろえを特に強く感じるようになった。去年還かん暦れきだったことを考えれば、まあ不自然なことでもないのだろう。これからの人生に大して望むこともない。日々の糧かてを得、のんびりと暮らしていければそれでいい、そう刑部は思っている。

　ただ唯ゆい一いつ気に食わないのは──魔ま法ほう士しのせいでこの町が変わっていくことだった。

　ここ、守もりヶが丘おかは平へい凡ぼんな田舎町である。有力な産業もなく、大都市からの連れん絡らくも良いとは言えない。だが、七年ほど前に特とく殊しゆ執しつ行こう官かん育成校を受け入れたおかげで財政的には優ゆう遇ぐうされるようになった。ここのように無意味に道路が舗ほ装そう、拡張されたり、役所や学校が妙みように都会風のデザインに改築されたりしている。

　刑部はそうした押おしつけがましい変化を苦々しく見守っていた。

　──六年前、この街で列車の脱だつ線せん転てん覆ぷく事故があった。

　死者三名、負傷者十数名。刑部の妻はその最も運が悪かった三人の中の一人だった。

　今でもあのときのことをはっきりと思い出すことができる。

　その日、刑部は妻と二人、隣とな町りまちへクラシックコンサートの鑑かん賞しように出掛けた。音楽好きの妻は近くでこの種の催もよおしがあると積極的に行きたがり、文句を言いながらも刑部は仕事を調整しそれに付き合うのが恒こう例れいとなっていた。

　事故に遭あったのはその帰り道。

　突とつ然ぜんの衝しよ撃うげき。暗転。

　気がついたとき、妻の体は彼を庇かばうように覆おおい被かぶさっていた。既に彼女の意識は失われており、どんどん体が冷たくなっていくのが感じ取れた。

　刑部は必死に声を上げた。重傷者がいる、助けてくれと大声で怒ど鳴なり続けた。

　しかし、やってきた医いり療よう魔法士らしい若い女は、一目見ると首を一つ振ふってどこかに行ってしまった。駆かけつけた救急隊も、脈を取って沈ちん痛つうな表情を浮うかべただけだった。「あちらに魔法士の生徒が怪け我がしているらしい」「優先的に搬はん送そうを」という会話がどこかから聞こえてきた。

　刑部自身は軽傷だった。病院に運ばれ手当てが終わった後、妻の死が確認されたことを知った。

　頭では理解できる。別に救出に関わった人間が手を抜ぬいたわけではない。おそらく、発見時にもう手の施ほどこしようがなかったため、他ほかの負傷者を優先したのだろう。だが、感情の整理が簡単につくものでもない。それ以降、刑部は魔法士という存在に肯こう定てい的てきな感情を持てないでいるのだった。

　広い県道から脇わき道みちを折れて少し行くと、『刑部動物病院』という小さな看板が見える。ここが刑部の自宅兼けん仕事場だ。毎日夕方まで犬や猫ねこ、ときには兎うさぎや鶏にわとりなんかを診しん療りようし、その後老犬ハチの散歩をして夕食、と言うのが日課である。

　アジの干物でも焼いて一いつ杯ぱいやるかな、などと考えながら診しんり療よう所じよ前まで来たそのとき、一台の車がすごい勢いで駐ちゆう車しや場じように突とつ入にゆうしてきた。派手なブレーキの音を立てタイヤを滑すべらせるように停車する。

　乱暴な客だ、と刑部は顔をしかめながら歩み寄った。

「どうかしたかね？　悪いが今日はもう診療時間外──」

「急きゆ患うかんだよ。猫ねこ。怪我」

　そう言いながら運転席のドアを開けた男を見て、刑部は眉まゆを寄せる。彼にも、そしてこの車にも見覚えがある気がしたのだ。

　後部座席からタオルに包んだ何かを大事そうに抱かかえて少女が出てきた。

　その制服があの育成校のものであるのを認めたとき、刑部の記き憶おくと理解が一本の線でつながった。無意識のうちに表情が険しくなる。

「ああ、そういえばあんた、少し前にもう一人若いのと道に迷ってたよな。魔法士の学校の関係者だったわけか」

「……そんなこともあったっけか。あんたがここの先生か？　早いとこ診みてもらいたいんだが」

　無愛想な口調に、刑部は強い反感を覚えた。

「お得意の魔法でぱっぱと治したらどうなんだ？　それともお前ら魔法士は一いつ介かいの獣じゆ医ういより無能なくせに、馬ば鹿かみたいな税金を持っていくの──うわ？」

　言葉が終わる前に、胸倉を掴つかみあげられていた。小こ柄がらな刑部は半ば吊つり上げられるような形になる。剣けん呑のんな色を湛たたえた男の顔がすぐ目の前にあった。

「俺が聞きたいのはあんたの返事だ。やるのか、やらんのか？」

「は、放せ……」

「椎葉先生」

　そのとき少女が進み出、空いているほうの手でそっと男の腕うでを押さえた。小さな舌打ちと共に刑部が解放されると、彼女は深々と頭を下げた。

「迷めい惑わくかけてごめんなさい。でも私の魔法じゃもう、どうにもできないんです。お医者さんの助けが必要なんです」

　タオルに包まれているのは子猫のようだった。左の前足から胸部にかけてひどい傷がある。呼吸が浅く、速い。極きわめて危険な状態だ。

「私たちが嫌きらいでも、構わないです。でも──お願い。何でもするから、どうか、この子を助けて。大切な大切な友達なの。お、お願い──」

　語ご尾びが震ふるえた。

　一見冷静に見える彼女が、実は泣き叫さけびたいのを必死に堪こらえていることに刑部は気づいた。ハチが足元に座ってこちらを見上げている。その顔がどことなく主人を咎とがめているように見えたのは、罪悪感のせいだろうか。

　一つ大きく息を吐いて、口を開く。

「……鍵かぎを開けて来るから少し待ってなさい。できるだけのことはやってみよう」　



    

  
    
      四章　　課外講義：‥命の重さ、ラーメン、壊呪デイスペル、目標






　予防注射の勧すすめ、寄生虫検査の案内、迷い犬捜さがしています、猫ねこの里親募ぼし集ゆう中──待合室の壁かべには様々な張り紙があった。小さな動物病院だが、案外繁はん盛じようしているのかもしれない。

　サバタローが処置室に消えてどのくらいたっただろう。

　月つき子こは年季の入った長なが椅い子すに腰こしを下ろし、ぼんやりとポスターを眺ながめている。だが視線が上うわ滑すべりするばかりで、書かれてある内容は全く頭に入ってこなかった。

（どうして、なのかな）

　自問する。

　どうして、サバタローがあんな目に遭あうのだろう。

　どうして、駿しゆ介んすけはサバタローをあんな目に遭わせるのだろう。

　自分は駿介に嫌われているようだ。何がいけないのかよくわからないが、そのことははっきりしている。靴くつを隠かくされる、教科書やノートを破かれる、汚きたない言葉を投げつけられる──今までにも彼が嫌いやがらせをしてくることは幾いく度どとなくあった。

　これまでは穏おだやかに無視してきた。表立って非を鳴らせばクラスの和を乱すことになるからだ。いずれ飽あきるはず。自分がただ耐たえて、待てばいい。それが正しい対応で、委員長としてあるべき姿だと思っていた。

　間ま違ちがっていたのだろうか。

　サバタローへの仕打ちも、明らかにその延長線上にある。だとすれば──

（全部私の責任なんだ）

　月子の思考はそこに辿たどり着く。

　サバタローが狙ねらわれていることに気付いていれば、いや、そもそも駿介の反感を買わずうまく距きよ離りを取ることができていれば、こんな事態にはならなかった。

　だから私が悪い。私が悪い。私が悪い。私が悪い私が悪い私が悪い……

　何度も何度も、まるで自分自身を痛めつけるように、その結論を呟つぶやき続ける。

　──とそのとき、膝ひざの上に小さな何かが走るような、軽い感かん触しよくがあった。

　目をやると白黒のハムスターが並んでこちらを見上げていた。まるで月子を気き遣づかっているようなその様子が愛らしく、思わず微笑ほほえみを誘さそわれる。

「あの──先生」

　月子はいつもの不ふ機き嫌げん顔で隣となりに座っている十じゆ郎うろうに話し掛かけた。

「この子たち、名前はないんですか？」

「その口調」

「……はい？」

「苛いら々いらする。お前、俺と話すときは敬語使うの止やめろ」

「は、い？　あの……いえ、ええと……」

　唐とう突とつな十郎の言葉に月子は混乱した。

（敬語止めろって……）

　他人と敬語抜ぬきで会話した経験がほとんど無いことに、今さらながら思い当たる。

「そ、その……」

　十郎のしかめ面つらにもう一度視線を送ってみた。どうやら冗じよ談うだんのつもりではなさそうだ。

「えっと、あの、この子たちの、名前は、何ていうの？」

　やっとのことで口にした言葉は、普ふ段だんの流りゆう暢ちようさとはかけ離はなれたたどたどしいものだった。恥はずかしさで頬ほおが熱くなったが、十郎は特に笑うでも馬ば鹿かにするでもなく、いつものように無愛想な声で答える。

「黒がゴマイチロー、白がフクジロー」

　その答えに月子は目を瞬またたかせた。へえ、意外に──

「今、意外に可愛かわいらしい名前をつけるんだな、とか思ったか？」

「あ、い、いえ、そんな……」

「…………」

「えっと……その、少しだけ。先生だったら『龍たつ』とか『虎とら』とか、なんかそんな勇ましい感じの名前、つけそうな気がしてた……」

「暴走族かよ、俺は」

「あ、そ、そう、そんなイメージ。み、見た目、すごく怖こわいし、大きな音するバイクとかに乗ってそうな」

「……素すになると案外容よう赦しやない性格してるのな、お前」

　十郎は機き嫌げんを損そこねたような困こん惑わくしているような表情を浮うかべた。何かまずいことを言っただろうか。別に怒おこられているわけではないようだが……。

「ま、それはいい。──雛ひな咲さき、こいつらの名前の由来、わかるか？」

「は？　……えっと」

　突とつ然ぜんの出題に戸と惑まどいながら、月子は頭を回転させた。

　黒いハムスター、黒、ゴマ……

「もしかして、黒ゴマ、かな？　だからゴマイチロー？」

　出題者は何も言わなかったが、表情から判断するとどうやら正解だったようだ。となれば、白い方も同じパターンで解答できるはず。フクのつく食べ物──福ふく神じん漬づけ……赤い。おたふく豆……茶色い。

「……あ、わかった、大福だ。だからフクジロー」

「なるほど、ネーミングセンスが似てるのか」

　十郎が呟くように言った。

「え？」

「何でもない。──少しは落ち着いたようだな」

「あ、はい……うん」

　ふと気付く。ひょっとして、落ち込んでいる自分の気を紛まぎらわせようとしてくれたのだろうか？　まさか。

　また沈ちん黙もくが続く。何か雑談でもしたほうがいいのかなと思い始めたとき、ぼそりと十郎が口を開いた。

「猫ねこが心配か？」

　月子は息を詰つまらせる。一気に目の前の現実に引き戻もどされた気がした。わずかの間楽になっていた心がまた鋭するどく痛み出したのを感じながら、肯うなずく。

　十郎は淡たん々たんとした口調で続けた。

「お前の祈いのりが通じて、今日のところはあの猫が助かったとする。で、それからどうするつもりだ？」

「……どう……って？」

「今後も餌えさをやって世話をし続けるのか、ってことだ。お前はいつまであの育成校にいる？お前が去った後、猫はどうなる？」

「…………」

「どうしたってお前は最後まで面めん倒どうを見ることができない。その事実について考えたことがあったか？」

　考えたことなどなかった。ただ、可愛くて。無む邪じや気きに擦すり寄ってくるのが嬉うれしくて。

「お前が居なくなれば、あの猫は他ほかの誰だれかに餌をねだりに行くだろう。だが、もしそのとき、あいつが出会った相手が最さい部べのようなのだったら？　子猫をいたぶることに何の躊ちゆう躇ちよもしない人間だったら？」

　月子は返答できなかった。

「警けい戒かい心しんの薄うすい動物は可愛らしく見えるだろう。が、中ちゆ途うと半はん端ぱに甘あまやかすと、自分だけで生き延びる術すべを身につけないまま成長してしまう。たとえ善意で世話をしているつもりでもだ。──野の良ら猫ねこを人の力を借りないと生きられないような生き物にするな。それは無責任なエゴだ。あいつにとっても決して幸せなことじゃねえんだよ」

「…………」

　十郎の言うことは正しい。そう思った。

　だが、だからこそそれは月子に対する厳しい糾きゆ弾うだんとなる。

（──私は、本当に何もわかっていなかったんだ）

　一個の命あるものと関わることの重さを、全く考えもしなかった。

　そのことを理解したとき、涙なみだが溢あふれてきた。普ふ段だんのように優等生らしく取り繕つくろうことなどできなかった。笑え顔がおは作れず言葉も出てこない。何に向けたものか判然としない怒いかりと悔くやしさと悲しみが一体となって胸に渦うず巻まき、嗚お咽えつが止まらなくなる。

　十郎はしばらく無言で月子を見ていたが、やがて舌打ちを一つ残し足早に外へと出て行った。

　呆あきれられてしまったようだ。当然だろう。

　自分が情けなくて一人でしゃくりあげていると──不意に頭の上から何かが被かぶせられた。大人ものの薄手のダウンジャケットだ。

「車に積んであった。冷えてきたから羽織っとけ」

　そして少しきまり悪そうな顔で隣となりに腰こしを下ろす。

「さっきの話だが……泣かせるつもりはなかった。悪い」

　一いつし瞬ゆん泣くことも忘れてきょとんとする月子。視線を合わさず、十郎は続ける。

「つまり、あー、そんな辛しん気きくさい面つらする前にやることが、つーか、お前の責任は、その──ああくそ、ちゃんと伝えんのって難しいな。要するにだ、頭使って考えろ、って話をしたかったんだよ。何もかも全部自分のせいだとかアホなこと思ってねえか？　お前」

　ずきんと胸が痛んだ。

　自分のせいだと思ってる？　当たり前だ。全部自分が悪いのだから。

　だが、月子は続く十郎の言葉に思わず顔を上げた。

「ただの責任放ほう棄きだろ、そんなのは」

「そんな……そんなことない！　私は──」

「この場合の責任ってのはな、何が良くて何が悪かったのかちゃんと考えるってことだ。お前は考えてるか？　何も考えず『全部自分が悪かった』ことにして、そこで止まってるんじゃねえか？　そりゃただ怠なまけてるだけだ。単純に事実だけ言ってやる。猫に怪け我がさせたのは最部だ。経けい緯いがどうあれ、最部が自分の意思と判断で猫を攻こう撃げきしたんだよ。その責任は最部自身が負うべきで、お前が肩かた代がわりすることじゃねえ」

　意味がすぐには飲み込めず、月子は十郎の顔を見上げる。

　相変わらずの不ふ機き嫌げんそうな顔と口調だが……非難されているわけではないのだろうか。

「考えなしに餌え付づけしたのは反省しろ。だが、自分のものじゃない責任を背負い込む必要はこれっぽっちもねえんだ。悪くないことを悪いと思い込むな」

　そして少しためらうような様子を見せた後、十郎は月子に視線を向けた。

「もう一つ、あの獣じゆ医ういを動かしたのは紛まぎれもなくお前の言葉だ。他者の一命をそこまで大切に思えることは誇ほこっていい」

　つまり──この人は今、自分を励はげまそうとしていたのか？

　答えるべき言葉が見つからず、涙に潤うるんだ目を二度三度と瞬またたかせる。十郎もそれ以上口を開かず、さほど広くもない待合室には月子がぐすぐすと鼻をすする音だけが響ひびいていた。

　そのままどのくらいの時間が経過しただろう。

　静せい寂じやくを破ったのは、処置室の扉とびらが軋きしみながら開く音だった。中から少し疲つかれた様子の獣医が出てくる。立ち上がった二人の視線を受けて、刑部おさかべは口を開いた。

「ひどい傷だったぞ。裂れつ傷しよう、骨折、おまけに傷口が火傷みたいになってた。どうすればあんな風になるんだか。爆ばく弾だんでも食らったのか？」

「あ、あの……」

　月子は言い掛かけて口を噤つぐんだ。早く結果を聞きたい。しかし、聞くのが怖こわい。

「まったく、悲ひ惨さんな怪我だった。残念だが手の施ほどこしようがない」

　深刻な顔で言った刑部は、だがそこでにやりと笑った。

「──ってなことになりかねなかったんだがな、応急処置が見事だったおかげで一命を取り留めたよ。あれは魔ま法ほうの力かね？　大したもんだ」

「取り……留めた？」

　ゆっくりとその言葉の意味が意識に浸しん透とうしていく。

　つまり──つまり、サバタローは助かったのだ。

　全身の力が抜ぬけるような安あん堵どに包まれる。礼を言うのも忘れ、月子は床ゆかにペたんと座り込む。

　と、そのとき視界の端はしで、十郎が何かを呟つぶやくのが見えた。

　──よかった。

　声は聞こえなかったが、彼の唇くちびるは確かにそう動いていた。



　　　　　＊　＊　＊　



　能の勢せは読みかけの文庫本から目を離はなし、時計を見た。針は午後十時を回っている。

　十郎たちはまだ帰らない。連れん絡らくを取ってみようかと携けい帯たいに手を伸のばしかけたが、まあ自分が気にすることでもないだろう、と思い直す。

　十郎に手ひどくやられた駿介は手当てをする祐ゆう平へいに暴言を吐はいて荒あれ狂くるったが、今は自室に戻もどって静かにしている。今回の件で彼はおとなしくなるだろうか、それとも暴力的な傾けい向こうをさらに加速させるだろうか。

　いずれにせよ今日の顛てん末まつについては、後で信し乃のに詳くわしく聞かれることになるはずだ。十郎には風波を立てないようにうまく立ち回るなどという真ま似ねはできそうにないので、自分がフォローに回る必要があるだろう。まあ、多少の揉もめ事はいい退たい屈くつしのぎになる。

　実のところ、能勢にとってこの育成校での生活は無む為いそのものだった。

　与あたえられた役割はそれなりにこなしている。魔法を子供たちに教えるという作業は特に難しくもない。しかし、そこには楽しみを見み出いだす余地がないというのも、また事実。

　能勢自身は素質判定Ａランクのエリートであり、常に最前線の現場で働いてきた。子供の相手よりは破は壊かい殲せん滅めつの方が性に合っている。

　多分、本当の意味で教師に向いているのは十郎のような人間なのだろう。目つきと愛想が悪いので先入観を持たれがちであるが、あれで案外お人好しなのだ。

　もっとも能勢が評価しているのは魔法士としての十郎であり、学校の先生として落ち着かれてしまっても困るのであるが。

　能勢はあくびを一つして、この本を読み終えたら寝ね支じ度たくを整えるか、と思う。

　子供たちのスケジュールに合わせるため、自然に生活は規則正しいものになる。このあたりも特別対策局とは大おお違ちがいだ。

　──と、そのとき。

「……？」

　形の良い眉まゆが寄せられる。微かすかにだが──違い和わ感かんのようなものを覚えたのだ。

　だがその感覚は、一いつ瞬しゆんで掻かき消えてしまった。何かがするりと手の内から逃にげていったような、奇きみ妙ような収まりの悪さだけが後に残る。

「気のせい、ですかね」

　能勢は小さく首を傾かしげた。



　　　　　＊　＊　＊　



　当然ながらサバタローは動かせるような状態ではなく、しばらく刑部動物病院で預かってもらうことになった。幾いく分ぶん後ろ髪がみを引かれるような思いを感じながら、月子は学校に戻る車に揺ゆられている。

（帰ったら嘉か神がみ先生にお礼言わないと）

　怪け我が直後の手当てがなかったら助かってはいなかっただろう、と刑部は言っていた。彼にも祐平にも、いくら感謝してもし切れない思いである。

　そして、お礼といえばもう一人──と月子は運転席の無愛想な顔を、ちらりと見た。

　待合室でのことが脳裏に蘇よみがえってくる。

　十郎に言われたことは理解できるし、こうしてサバタローのために車を飛ばしてきてくれた以上、月子に対して悪意があるわけでもないのだろう。で、あればちゃんと礼を言うべきだ。

　しかし──月子はなぜか彼に対する接し方がわからなくなっていた。口を開こうとすると、妙みように気き恥はずかしい思いに囚とらわれるのだ。いつもの優等生な自分を作れば会話くらいはできるかもしれないが、それをするとまた怒おこられそうだし……。

　なぜこんなふうになってしまうのか、自分でも自分のことがよくわからない。

　口も利ききたくないという嫌けん悪お感によるものだろうか。何せ初対面のときから怖い人で嫌きらいだと思っていたわけだし。でも、自分やサバタローのことを心配してくれているのは確かだ。そうするとそこまで嫌う理由はないはずで……。

　考えれば考えるほど混乱し、月子は貸してもらったぶかぶかのダウンジャケットごと、ぎゅっと自分の体を抱だきしめる。そうすると胸の奥おくがふわふわするような、落ち着いたような落ち着かないような、不思議な気分になった。

（……何か言わないと、常識のない子だと思われるかな）

　無論、十郎は同乗者に気を遣つかってあれこれ話し掛かけてくるような性格ではなく、車内はずっと沈ちん黙もくの降りたままである。もう一度運転席の横顔に目を向ける。そこからは何の感情も読み取れず、会話を始める糸口は掴つかめない。

　──と、その瞬しゆ間んかん、くうとお腹が音を立てた。十郎がこちらに視線を走らせる。月子は一気に耳まで真っ赤になった。

「え、えっと、その……」

「…………」

「今日はまだ夕ご飯食べて無くて、それで、その……」

「……ラーメンでいいな？」

「え──？」

　十郎はハンドルを切り、ちょうど見えていたラーメン屋の駐ちゆう車しや場じように車を入れた。

「あ、あの、寮りようと学校以外での食事は、確か禁止だったのでは……？」

「俺が許可する。──ああ、ジャケットは着たままでいろ。制服だと目立つからな」

　十郎は車を降りる。月子も慌あわてて後に続いた。

　夕食の時間には少し遅おそいせいか、あまり客は入っていなかった。隅すみの方のテーブル席を選んで二人で座る。

　ラーメン屋に入るのは月子にとって初めての経験だった。

　実家にいたころは、外食といえば高級店の個室を借りて頂くものと決まっていた。当然こんな店は家族の間で話にも上ったことがない。

　寮の食事で麺めん類るいが出ることはあるし、こっそり菜な々な香かがインスタントラーメンを食べているのを見たこともあるから、ラーメンなるものをまったく知らないわけではないのだが──正直、メニューを見てもいまひとつ味の想像ができなかった。

「決まったか？」

「え、あの……私は普ふ通つうので」

「醤しよ油うゆラーメンと、とんこつチャーシューメン麺めんやわめ半熟卵入りネギもやし一味抜ぬきで。あとライス大」

　淀よどみなく店員に告げる十郎を見ながら、何かの呪じゆ文もんのようだと月子は思った。とはいえ日本語には違ちがいないわけで、落ち着いて考えれば意味は理解できるはずである。

『とんこつチャーシューメン』がメインの料理名。『麺やわめ』は麺を柔やわらかめに、ということだろうか。つまり十郎はこのメニューに載のっている白いスープのラーメンの麺を柔らかくし、半熟のゆで卵を入れ、ネギともやしと唐とう辛がら子しを抜いて持ってきて欲しいと頼たのんだわけだ。

　少し感心する。ここは大衆料理の店でありながら、かなり細かくお客に合わせて味を調節してくれるものであるらしい。注文を聞く限り、十郎は野菜と辛からいのが苦手なようだが、そんな細かい要求にも応こたえて──

「あ」

　そこで月子は思わず声を上げる。十郎の目がじろりと彼女を睨にらんだ。

「何だ？」

「あの、その、先生のお昼がみんなと違っていつもおにぎりなのは、そのせいなのかな、と思って。配られるお弁当に嫌いな野菜とかが入ってたら困るから？」

「……いいんだよ、俺は大人なんだから」

　言い訳にもならないようなことを、むすっとした表情で言う十郎。

「そっか、そうなんだ」

　くすりと笑えみが漏もれた。常に不ふ機き嫌げんで怖こわい顔をしている十郎の子供っぽい一面を見た思いがして、なんだか少し嬉うれしくなる。

　運ばれてきたラーメンは美お味いしかった。深みのある色のスープを飲むと、体が芯しんから温まり、強こわ張ばっていた心の中まで溶とかされていくような気がした。一気に器の底まで平らげる。腹が満たされると、ようやくこの大変な一日が終わるのだという実感が湧わいてきて、自然に頬ほおが緩ゆるんだ。

「……普通に笑えるじゃねえか」

「え？」

　一いつし瞬ゆん意味が分からず、聞き返す。

「夕方から見てたけど、お前、案外表情豊かなんだな。この間俺を怒ど鳴なりつけたときもそうだが、普ふ段だんの人形みてえな嘘うそくさい笑顔よりずっといい」

　褒ほめられてる──そう認識した瞬間、一気に頬が熱くなった。

（ち、違う、こういう場合は……）

　にっこり笑ってありがとうございます、だ。普段ならそうしている。しかし、そういうときより今の表情が良いと十郎は言っているわけで──じゃあ、どういう顔をすればいい？

　頭がパンクしかけ、月子は無理矢理思考を切り替かえた。



    

  
    
      　こんなことでパニックを起こしている場合ではない。十郎には話しておかなければならないことがあるのだった。

　一つ深呼吸して口を開く。

「……あの、先生、ご相談があるんですが」

「敬語やめろ。何だ」

「う、え、えっと」

　月子は口ごもる。“〝仮面”〟を禁じられると、気弱な本性が剥むき出しになる。しかし、ここで主張を引っ込めてしまえば、十郎は決して自分を認めてくれないだろう。

　勇気を振ふり絞しぼって言葉を紡つむぎ出す。

「ず、ずっと考えてたんだけど──サバタローのことなの。怪け我がが治って退院したら、あの子を寮で飼いたいの。許可、もらえないかな」

「…………」

「……だめ？」

　十郎は眉まゆを寄せ、鋭するどい視線を投げかける。ひるみながらも、何とか月子は口を開いた。

「せ、先生の言ったこと、正しいと思う。私が、考えなしだった。でも、ここでサバタローと、お別れするのも、違う気がする」

「自分のそばに置いておきたいのか？　あの猫ねこが可愛かわいいから？」

「あの子が可愛くて、一いつ緒しよにいたいのは確か。で、でも、それだけじゃないの。怪我が治っても、もうあの子は野の良ら猫ねことして生きていくのは難しい。だったら、私が最後まで面めん倒どうを見てあげるべきなのでは、と思うの」

　十郎はしばらく沈ちん黙もくし、そして静かに言った。

「──いつかは死ぬぞ」

「え……？」

「今回は助かった。だが、生き物である以上、いつかはその生を終える。お前は目の前で可愛がっていた猫が弱り、動かなくなり、呼吸を止めるのを看み取とらなきゃならない。それができるか？」

　それは──既すでに何度も考えた。はっきりとした意思を込めて月子は肯うなずく。

「うん、できる。そのときはとてもとても辛いだろうけど……それまであの子と一緒に過ごせたなら、その時間は決して意味のないものじゃないと思うから。多分、今、ここで諦あきらめてしまった方がずっと後こう悔かいする」

　十郎は黙だまって月子を見た。月子も無言でその視線を受け止める。

　言いたいことは言えた、と思う。

　やがて、十郎が小さくため息をついた。

「……俺の知ってる動物好きもそうだった。小鳥や小動物が好きでな、死なれるたびにものすごく泣くんだよ。そんなに悲しいなら飼うのよせばいいのにって言ったら、同じ答えが返ってきた」

　半ば独白のような口調。

　どう返答したものか戸と惑まどっていると、十郎は何事もなかったかのように話を続けた。

「決意が固いのはいいとして──で、金はどうするんだ？　これからの餌えさ代だい、世話に掛かる諸費用はもちろん、今回の手術代、診しん察さつ代だいも結構な金額になるぞ」

「…………」

　月子はぐっと言葉に詰つまった。正直そんな極きわめて現実的な問題までは考えていなかった。

　実家は裕ゆう福ふくである。頼たのめばお金は出してくれるかもしれない。ただ、たった今大きなことを言って見せた以上、親に泣きつきますとは死んでも口にしたくなかった。

　しかし、他ほかに出来ることがあるかというと……

「……ア、アルバイトとか」

「育成校に通うものが一いつ般ぱんのアルバイトをすることは禁止されている。つーか、お前はまだバイトできる歳としじゃねえだろ」

「…………」

　現実を突つきつけられ、沈黙する。だが、そのとき──十郎がわずかに口元を緩ゆるめた。

「ただ、それなりの覚かく悟ごがあることはわかった。なら便べん宜ぎを図はかってやるのが一応教官としての俺の役目だろうな。──金については面倒見てやる。働くようになったら返せ」

「え──？」

　月子は目を瞬またたかせた。

「で、でも、私が働けるようになるまで、あと何年もかかるよ？」

「魔ま法ほう士しには飛び級制度が適用される。さらに、ある程度の能力を持った奴やつには育成課程中から研修名目で仕事が回されてきたりするしな。嘉神や出雲いずも井いなんかもそうやって経験を積んできてるはずだ。給料も出るし、実績次第で寮りようを出ることも許される」

「じ、じゃあ──」

「もちろん、そうなれば猫を飼うのも犬を飼うのも自由だ。早ければ中等課程あたりで独り立ちできるだろう。もっとも──」

　十郎は小さく肩かたをすくめた。

「それまであの猫をどうするかは俺の権限外だ。寮で飼いたいならがんばって出雲井を説得するしかない。口くち添ぞえくらいはしてやるがな」

「ううん、それでも、十分」

　希望で目の前がぱっと明るくなったような気がした。自分の努力でどうにかなることは、案外多いものであるらしい。

　と、月子は目の前の教官が連れている二匹ひきの小動物のことを思い出した。

「あの、椎しい葉ば先生も、その、そうやって、色々頑がん張ばったの？　ハムスター飼ってるよね？」

「飼ってる、か」

　少し考えて、十郎は問い掛ける。

「なあ、お前、こいつらが何に見える？」

　十郎の胸ポケットの端はしから、二匹の小動物がぴょこりと顔を覗のぞかせた。

　ハムスター以外の何だというのだろう。そう思ったとき──月子は小さな違い和わ感かんを覚えた。二匹の小動物から、何かの気配を感じる。慣れ親しんだ、しかし、今ここで感じるはずのない気配──。

　困こん惑わくしながら口を開く。

「あの、この子たち、まさか、魔法──？」

　見た目は完全に生きたハムスターである。だが、集中すると微かすかに、本当にごく微かにだが、マナの気配が感じられたのだ。

「一応《隠いん匿とく》も付加してんのにあっさり見破るか。そう。こいつらは俺やお前やあの子こ猫ねこと同じような意味では、生きていない。俺が《擬ぎ態たい》で作りあげ、《自じ律りつ》の付加式で動き回るようにした疑似生物だ。モデルは昔家で飼ってたハムスター。──オリジナルはとっくに死んじまったけどな」

　彼の顔にわずかな感傷の色が浮うかんだような気がした。が、それも一いつ瞬しゆんのことで、すぐに普ふ段だんの不ふ機き嫌げん顔へと戻もどる。

「仕事の補助用にいくつかの機能を組み込み、常に携けい帯たいしてる。だから、ペットじゃねえし、飼っているわけでもない」

「そう、なんだ……」

　しかし、種明かしをされた今でも、二匹が魔法の産物だというのは信じられない思いがする。これだけのものを組み上げるのにどれほどの技術を必要とするのだろうか。

「……先生、やっぱりちゃんと魔法使えたんだね」

　正直な感想を述べると、十郎は微びみ妙ように傷ついたような落ち込んだような、複雑な表情を浮かべた。

「雛咲……お前らに魔法教えてる俺を何だと思ってたんだ」

「あ、いや、その、疑っていた訳ではなくて、あの、最部君じゃないけど、私も先生が魔法使うの見たことがなかったから……」

　信乃は医いり療よう魔法の第一人者だ。彼女にはまだ遠く及およばないものの、祐平も同系統の魔法士である。二人の能力は生徒の誰だれもが知っている。

　また新任の能勢はよく炎ほのおを操る術を実演してみせる。鮮あざやかに炎の龍りゆうを舞まわせたり、炎の鳥を飛び立たせたりして生徒たちの喝かつ采さいを浴びている。

　ただ一人、十郎だけが人前で魔法を使わない。そのことはやはり彼の能力に疑問を抱いだかせる要因になっていたのだ。

「あ、あの、でも、どうして授業では能勢先生にまかせきりなの？」

　十郎は渋しぶい顔になった。

「向き不向きの問題だよ。自じ慢まんじゃねえが、俺の素質判定の結果はＤランク。お前らより遙はるかに劣おとる。時間無制限で細かい魔法回路を組むならともかく、簡単な魔法を速く正確に、ってな授業の手本にはならねえの」

「そうなの？　……あ、でも、あの最部君が魔法を使おうとしたとき、すぐに止めてた、よね。あれは先生がやったんじゃ？」

　駿介がサバタローに向かって止とどめの一いち撃げきを放とうとしたとき、まるで魔法回路が何かに壊こわされたような感じで消しよ滅うめつした。単なる不発にしては不自然すぎる。

「よく見てるな」

　十郎はしばらく沈ちん黙もくし、ふん、と小さく鼻を鳴らした。

「時間外労働の講義になるが──まあいいか。見とけ」

　人目がこちらに向いてないことを確認すると、楊よう枝じ立てから爪つま楊よう枝じを一本取り、集中に入る。マナが集まり、魔ま法ほう回路──魔法士だけに見える幾き何か学がく模様が形成される。やがてゆっくりと爪楊枝は起き上がり、テーブルの上に直立した。

「《見みえざる手て》だ。魔法使うときはこうしてマナを支配下に置き、それを結合させて魔法回路を生成、起動する」

　十郎が軽く手を動かすと、魔法回路は消滅し爪楊枝は卓たくの上に転がる。

「魔法を解くときは、こうして魔法回路を分解してやる。授業で習ったな？　──じゃ、今俺がやったのと同じことをやってみろ」

「えっと、良い、の？　学校の外で魔法は禁止なんじゃ……」

「お前も大たい概がい頭の固いやつだな。俺が良いって言ってるんだから良いんだよ」

「う、うん」

　肯うなずきつつ、月子は《見みえざる手て》の魔法回路を組み上げる。一瞬でぴょこんと爪楊枝が立ち上がった。

「……まったく、生まれ持ったものからして違ちがうんだな」

「え？」

「何でもない。そのままキープしとけ。──いいか、行くぞ」

　次の瞬しゆ間んかん、魔法回路に亀き裂れつが走り、四散。爪楊枝は支えを失い、ぱたりと倒たおれた。

「え？　あれ……？」

　月子は目を瞬またたかせた。《見みえざる手て》を解除した覚えはない。ミスもなかった、と思う。一体何が起こったのだろう。

「魔法回路を生成し発動させることを『施呪キヤステイング』というだろう？　これはその逆、魔法を壊す『壊呪デイスペル』という技術だ」

　授業の時と同じ、どこか面めん倒どうそうな顔で十郎は続ける。

「魔法を使うときは自分の支配下に置いたマナを使う。他人の支配下にあるマナで魔法回路を組むことは出来ない。そう習ったな？　だが、まったく干かん渉しようできないというわけじゃない。結合させて魔法回路を作るのが無理なだけであって、マナを分ぶん離りさせることは可能なんだ」

「つまり……他の人の魔法を中断させたり、消したりできる？」

「そう。それが『壊呪デイスペル』。基本的に魔法士でありさえすれば使うことができる能力。そして施呪キヤステイングと違い、壊呪デイスペルの速度には個人差がほとんど出ない。作り上げるのは腕うでの差が出るが、ぶっ壊すのは誰だれでも出来るってことだ。──ただ、あまり実用性が高い技術じゃねえんだな、これが」

「え、どうして？」

　とても便利なもののように感じられるのだが。

「まず、距きよ離り。相手のマナに干渉するため、相当に近づかなければならない。俺の場合、大体有効射程三メートルってとこだ。次に時間。魔法回路には無数の種類があるが、一いつし瞬ゆんでそれぞれの要所を正確に把は握あくし、それを壊さなければならない。でないと、先に相手の魔法が起動してしまう。これはよく知ち恵えの輪わに喩たとえられるんだが──知恵の輪は知ってるな？」

　月子は肯いた。

　様々な種類があり、外し方も一つ一つ違う難解な玩具おもちや。壊呪デイスペルを使いこなすというのはつまり、どんな知恵の輪を渡わたされても瞬間的に解けと要求されているのに等しいわけだ。

「そして最後にリスクの問題。壊呪デイスペルに失敗した場合、まったく無む抵てい抗こうのまま魔法を食らうことになる」

　だから実戦での使用は机上の空論に近いとされているのだ、と十郎は解説した。

「さっきの《見みえざる手て》、最部の使った《魔ま弾だん》、どちらも初歩的で単純な魔法だ。普ふ通つうはこのあたりまでを対象とするのが限界だろう。魔法士の中でも壊呪デイスペルを専門にしているのは俺くらいだろうな」

「そうなんだ……。あの、先生はどうしてそんな役に立たないものを、一いつし生よう懸けん命めい勉強したの？」

「……遠えん慮りよのないお子様だな」

「お子様じゃないよ」

　幾いく分ぶんむっとした月子は抗議したが、十郎はあっさりと無視して続けた。

「選せん択たくの余地が無かった。俺はＤランクだと言っただろ。つまりは、どれだけ施呪キヤステイングの訓練を積んでも、才能のある奴やつらには絶対に追いつけない。だからこういう隙すき間まに活路を求めるしかなかったわけだ。上に行くためにはな」

　現在、一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんとして認められているからには、その努力は実を結んだのだろう。

（──すごい魔法士だったんだ）

　月子のずっと先を行く人。そのことがようやく実感として理解できた。

「……と、喋しやべり過ぎたか。そろそろ行くぞ」

　十郎は伝票を手に立ち上がった。

「え、もう？　あの、もう少しお話ししたい……」

　思わず口を衝ついて出た言葉に、月子は自分でも驚おどろいていた。

　この時間が終わってしまうのが、なぜかとてももったいなく感じられたのだ。はしたないことを言ってしまった気がして、赤面する。

「学習意欲旺おう盛せいなのは結構だが、もう教えるようなこともねえぞ。つーか、壊呪デイスペルより先に、まずお前は施呪キヤステイングのむらをなくせよ。好調時と不調時で幅はばがありすぎだ。──金払はらってくるから先に車戻もどってろ」

　微びみ妙ようにずれた受け取り方をした十郎はそう言って、キーを投げてよこす。

　慌あわてて受け取る月子。レジに向かう十郎の背中を何となく見送り、我に返って一人で外に出ると車の助手席に乗り込んだ。

（壊呪デイスペル、かあ）

　周囲に人ひと影かげがないのを確認する。そして意識を集中し《見みえざる手て》の魔ま法ほう回路を組み上げ、起動。対象は車のキー。ふわりと浮うかび上がる。

　十郎の言うように《見みえざる手て》の魔法回路は単純なものだ。月子は魔法を維い持じしながら力の循じゆ環んかんを感じ取り──今度はその主要経路を切断するイメージをぶつける。

　集められていたマナが四散し、キーが膝ひざの上に落ちた。

「できた、けど……」

　確かに理り屈くつとしては複雑なものではない。ただ、使いこなせるかどうかとなると、それは別の話である。今は自分の作った魔法回路を対象に取ったため、容易に壊呪デイスペルできた。だが、例えばお互たがい魔法の応おう酬しゆうをする中で同じことが可能だろうか。

　とっさの判断で相手の作った複雑な魔法回路を分ぶん析せきし、起動前にその要を見み抜ぬき、破は壊かいする──それはほとんど不可能な領域であるように思われた。

　十郎にはできるのだろう。でなければ、それを専門にして高位の特殊執行官としての地位を得ることは不可能なのだから。

（……どうしてなんだろう）

　月子は思う。なぜ先生は他ほかの選せん択たく肢しではなく、魔法士を選んだのだろう。素質判定Ｄランクなら、特殊執行官になる義務はない。もっと楽で適性のある道を選べたはずだ。

　才能に恵めぐまれず、非効率的とされる技術を極きわめることで周囲に認められようとした十郎は、おそらく並々ならぬ苦労と努力を重ねたはず。彼をそこまで駆かり立てたものは何だったのだろう。

　そして、魔法士として生きていくことに、社会に身を捧ささげることに漠ばく然ぜんとした疑問を感じている自分との違ちがいは何なのだろう。

　決して好きなタイプの大人じゃない。でも……もっと話がしたい。そう思っている自分に、月子は気付く。

　知りたい。椎葉先生のこと、もっともっとたくさん知りたい──

　そのとき突とつ然ぜん、ドアが開けられた。月子は思わずひゃっと小さく悲鳴を上げる。

「……何変な声出してんだ。キーよこせ。帰るぞ」
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「どんな感じだ？」

　マキヤの問いに部下の男は双そう眼がん鏡きようを覗のぞきながら答えた。

「生徒寮りようの消灯以降変化なし。まだ車も帰ってくる様子はありません」

　守もりヶが丘おか育成校からさらに山を登った森の中にある監かん視し拠きよ点てん。

　朝に出雲井信乃、夕方ごろに新任の椎葉十郎と女子生徒の一人が車で外出しているのが確認されている。

（さて……）

　マキヤは迷っていた。

　今、育成校には二人の教官がいない。これは予想外の好条件である。だが……

「そっちはどうだ？　できれば少し早めに動きたいんだが」

「焦んなつってんだろ、まっきー」

　胡坐あぐらをかいて木の根元に座っているシグレが答える。

「俺の作業が終わるまであと一時間。それまで待てよ。卵がほとんどとはいえ、あそこは魔法士の巣だ。死にに行きたいなら別に止めねえけどな」

「もう少し早く終わらせられないのか？」

「できなくはないけど、これ以上早くすると気付かれる可能性が高くなるなあ」

「……気付かれない範はん囲いで早めろ。三〇分」

「はいはい、りょーかい、やってみるよ。確実を期すなら、もう少し待った方が良いと思うけどねー」

　へらへらと笑うシグレに背を向け、部下に指示を出す。

「待機してる連中に通達。時間変へん更こう。二三三〇に状じよう況きよう開始」

　は、と肯うなずき復唱した男は通信機に向かって指示を送ると、不意に不安げな顔つきになって声を落とした。

「……信用できるんですかね？　あいつ」

　シグレのことである。ここにいるほとんどの人間が彼とは初対面のはずだった。

　魔ま法ほう士しというだけでなく、服装、立ち居振ふる舞まいも、明らかにこの場においては異質な存在である。疑問を持たない方がおかしいだろう。

「信用することが前提の作戦だ」

　マキヤは答え、そして内心で皮肉っぽく笑った。

（信用、ね）

　それは能力の話だろうか、それとも人間性の話だろうか。

　いずれにしても、シグレが居なければ自分たちに魔法士に対たい抗こうする術すべはないのだ。今さら排はい除じよするわけにもいかない。

「Ｂ点から連れん絡らく。乗用車が通過したそうです」

「帰ってきたか。好機を逃のがしたな。──まあいい、予定は二三三〇のまま、変更なし。覚かく悟ご決めとけ」

　そう、ここまできたら腹をくくるしかない。
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「着いたぞ」

「あ、う、うん」

　道中、何かを考え込むようにずっと黙だまっていた月子は、車が止まったことにも気付いていなかったようだ。慌あわてたように顔を上げ、そしてそのまま何か迷うような表情で十郎に視線を向けた。

「どうした？」

「──あ、あの」

　さらに数瞬逡しゆん巡じゆんした後、月子は意を決したように口を開いた。

「あの、少し相談があるんだけどいいですか！」

「何、力んでんだ。あと敬語。──で？」

「はい、いえ、うん」

　自分を落ち着けるように一つ息をつくと、話し始める。

「わ、私、魔法士になるってことが、よくわからないの」

「あん？」

　何だいきなり、と言おうとして彼女の真しん剣けんな表情に気づく。十郎はそのまま無言で続きを促うながした。

「私たちには普ふ通つうじゃない力がある。他ほかの人より色々なことができる。でも、この力で何をするのが正しいのかな？　人から気味悪がられるようなこの力を、どう使っていけばいいの？」

「上が考えてくれるだろうさ、んなことは」

「そうなんだろうけど、でも、その、政府の人たちの言うなりで、いいのかな。……私、親からもよく言われるの。その力を世の中のために役立てろ、って。でも、役立てるとは具体的にどうすることなの？　こんな中ちゆ途うと半はん端ぱな気持ちで特とく殊しゆ執しつ行こう官かんとか目指してていいのかな？」

　ふむ、と十郎は得心する。つまり、この子供は今モチベーションを見失っているわけか。

　魔法士は特異な能力を持ち、それを一いつ般ぱん社会のために活用することを義務付けられている。しかしそれでいて、そこで生きる人々から疎うとまれる存在でもある。その立場は矛むじ盾ゆんに満ちたものだ。

　育成課程、あるいはそれ以降においても、月子と同じような悩なやみを感じる者は少なくない。さらに彼女の場合、政治家であるという親からのプレッシャーも大きいのだろう。当人にとっては深刻な問題だ。まあ、相談相手になぜ自分が選ばれたのかは、よくわからないが。

（意外に責任重大なもんだな、教官ってのは）

　内心で呟つぶやく。自分でも意外なことに、頼たよられるのは悪い気分ではなかった。祐平が楽しげにこの仕事をこなす理由を、ほんの少しだけ理解できた気がする。

「そうだな、何か一つ、目標を定めるといいんじゃねえか？」

「目標？」

「小さなものでいい。──お前は猫ねこが好きなんだろう？　さっき言ったように、修練を積んである程度実績を上げれば、自分で猫を飼えるようになる。どうだ？　やる気が出ないか？」

　月子はきょとんとした顔で十郎を見た。

「あの……そ、そんなのでいいのかな？　目標なら、世の中が良くなるようにとか、人の役に立てるようにとか……」

「志が高いのは結構だがな、世の中を良くする方法なんざ知りようがねえし、本当に良くなったかどうかなんて一個人の視点からじゃ判断もできねえよ。そういうプランを練るのは、政府の役目。俺たち末まつ端たんの人間は身近な幸せを求めつつ、目の前のことにベストを尽つくす。それが一番建設的」

「そういうもの……なの？」

「ま、一つの考え方だな。別に絶対唯ゆい一いつの真実だとは言わねえけど、気が楽になるだろ？」

「…………」

　月子は考え込むように沈ちん黙もくし、やがて顔を上げて十郎を見た。

「あの……先生も、私と同じように悩んだの？」

「悩まねえよ。俺にははっきりとした目標があったからな」

　口にしてから、舌打ちしたい気分に駆かられた。過去形だったことに月子は気付いただろうか。

　ただひたすら一いち花かの背中を追っていた。それが全てだった。

　彼女が居なくなってからも、がむしゃらに修練を積み重ねた。追い求めた幻げん影えいに少しでも近づくため、壊呪デイスペルを磨みがくことだけを考え、古今東西ありとあらゆる魔ま法ほう回路を調べあげ頭に叩たたき込んだ。実戦を想定し、徹てつ底てい的てきに体術や射しや撃げきも鍛きたえ上げた。

　そしてかつての姉の職場──特別対策局に入ることに成功し、一級特殊執行官の地位を得た。

　さらに上、特級特殊執行官になれるのは才能、実力共に群を抜ぬいていると認められた一ひと握にぎりの天才──例えば一花のような──だけである。素質判定Ｄランクの人間としては、事実上望みうる最高の地位まで上りつめたと言ってもいい。

　だが、そこまで駆け上がってふと周囲を見み渡わたした十郎は、虚きよ無む感に囚とらわれた。

　──もうこの世界のどこにも一花は居ない。自分が目指した、そして認められたいと願った彼女は存在しない。

　走り続けることで誤ご魔ま化かしていた心の痛み、それが圧あつ倒とう的てきな実感を伴ともなって襲おそいかかってきたのである。

　そして──目標を見失い、抜け殻がらになった。

　こいつはどうなるだろう、と月子の真しん摯しな表情を見ながら思う。

　魔法士としてどう成長して行くのだろう。こいつの人生で、自分の助言が何らかの役割を果たしたりすることになるのだろうか──

（──と、柄がらでもないことに深入りしすぎか）

　思考を打ち切る。

「……消灯時間過ぎてるな。さっさと戻もどって寝ねろ」

「あ、は、はい」

　月子を降ろし、自分も車を出る。ロックを確認していると、月子がおずおずと口を開いた。

「せ、先生」

「何だ？」

「あの、本当に今日は、あり──」

　だが、そのとき駐ちゆう車しや場じように滑すべるように入ってきたもう一台の車によって、彼女の言葉は中断させられた。測ったように枠わく線せんの中央に駐車させた車の中には見知った姿。歳としの割りに幼い顔立ち、そしてそれに不ふ釣つり合いな冷たい表情。

「おや、出雲井先生、今日はまた遅おそいお帰りで」

　十郎が好意ゼロの声を掛けると、いつもの感情の読み取れない口調で答えが返ってきた。

「手術が長引いたので。あなた方は何を？」

「ああ、ちょっと獣じゆ医ういに……」

「外出の経けい緯いは知っています。嘉神君から報告がありました。しかし、少し帰るのが遅くはないですか？　生徒をこんな時間まで連れ回すのは、少しばかり軽率だと言わざるを得ません」

「…………」

　言葉の一つ一つが十郎の神経を逆さか撫なでする。やはりこいつとは相性が悪い。

「信乃先生、あの、それは違ちがいます──」

「雛咲さんは口を挟はさまないで。もう遅いですから、今は寮りように戻りなさい。後日あなたからも事情を聞かせてもらい──」

「嫌いやです！」

　月子が感情を露あらわに大声を出す。信乃は驚おどろいたように眉まゆを上げた。

「椎葉先生は私のために、こんなに遅くまで、付き合って下さったんです！　だから責任は私に──」

「雛咲。戻ってろ」

　十郎は遮さえぎった。

「で、でも……」

「あのな、責任取んのは大人の仕事なんだよ。俺の仕事取るんじゃねえ」

　少しの間迷う様子を見せたが、やがて月子は二人に一礼して背を向ける。見送って十郎は信乃に向き直った。

「……珍めずらしいですね、彼女があんな態度を取るのは。何かありましたか？　椎葉君」

「さてね。色々あって気が立ってんじゃねえの？　優等生だって感情が無い訳じゃねえだろうし。あんたはどうだか知らんが」

「…………」

「さっきの話を続けようか。何か言いたいことがありそうだしな」

「言わずに済むなら私も楽なのですけど。まず、生徒、それも女の子と長時間一いつ緒しよにいるような真ま似ねは避さけてください」

「……おい、何か下世話な想像をしてねえか？」

「私個人の想像はこの際関係ありません。いくら生徒と教官とはいえ、長時間一対一の状じよう況きようを作るのは、世間的に見てもよろしくない。さらには彼女以外の子供たちに与あたえる印象も。トラブルを招く可能性があります」

「気の回しすぎだろ。俺が必要だと思ったからあいつに付き合ってやったまでだ。世せ間けん体ていなんぞ知ったことか」

「議論をしているつもりも意見を伺うかがったつもりもありません。上司としての指示です。以前にも似たようなことを言いましたけど」

　信乃は冷ややかな視線を十郎に向け、さらに言葉を続ける。

「もう一つ。あなた、最部君に暴力を振ふるって怪け我がをさせたそうですね？」

「……それも嘉神から聞いたのか？」

「言っておきますが、嘉神君は別に密告したわけではありませんよ。電話で報告を受けたとき、様子がおかしかったので私が問いただしたのです。嘘うそのつけない子ですから」

　忌いま々いましい。十郎は唇くちびるを歪ゆがめる。

「ま、別に隠かくすつもりもねえけどな。──で？」

「ご存知かと思いますが、体たい罰ばつは禁止されています。以降絶対にこのようなことをしないと誓せい約やくして下さい。なお最部君に事情を聞いた後、彼と、場合によっては彼の保護者の方に謝罪してもらいます」

「誓約？　それに謝罪？」

　まず呆あきれ、そして次に反感が猛もう然ぜんと湧わき上がってきた。十郎は嘲ちよう笑しようを浮うかべて口を開く。

「正気か？　どこの世界に生徒を教育して謝罪する教官がいるよ？」

「暴力は教育とは言いません」

「教育だよ。力についてのな。あの勘かん違ちがいしたガキに、殴なぐられる痛みを知らないまま成長してほしいのか、あんたは？」

「力で押おさえつけても、さらにそれを撥はね除のける力を求めるようになるだけです。それでは意味がありません」

「あ、あの……」

「ほお、ではお偉えらい出雲井先生は、あれを放置するだけではなく、さらに付け上がらせろと仰おおせですか。──そんな欠けつ陥かん品ひんが魔ま法ほう士しやると、どんな事態になると思ってんだ」

「欠陥品？」

　信乃の表情がわずかに動いた。眼めの光が鋭するどくなる。

「あなたは子供たちを何だと──」

「あ、あのっ！　すみません！」

　割り込んできた声の主に二人の視線が集まる。

「……雛咲？　お前、寮に戻もどったんじゃなかったのか？」

　急いで駆かけ戻ってきたのか、月子は軽く息を弾はずませている。

「そ、そうです。でも、あ、あの──」

「何だ？」

「その……うまく言えないけど、すごく変な気がするんです。辺りの様子がいつもと違ちがう、とても嫌な感じ……」

　十郎は周囲を見み渡わたす。夜の学校。特に変わったところは何も──と思ったとき、確かな違い和わ感かんを覚えた。

　小さく信乃が呟つぶやく。

「これ、もしかしてマナが──」

　──その瞬しゆ間んかん、とっさに動けたのは積み重ねた経験の賜たま物ものだった。

　十郎は月子を抱かかえて大きく飛び退り、駐ちゆう車しや場じようのアスファルトの上を転がる。少し遅おくれてタタタッという軽い音。先ほどまで二人が立っていた地面に火花が散った。

「出雲井！　《障しよ壁うへき》を張れ！」

　怒ど鳴なると同時に十郎は少女の体を植え込みの陰かげに放り込み、自分もそこに身を隠す。

　銃じゆ撃うげきが信乃の車に集中する。《障しよ壁うへき》は間に合った。だが、いつもならば完かん璧ぺきに物理的衝しよ撃うげきを遮しや断だんするはずであろうそれが、今はひどく脆もろくなっている。魔法の防ぼう御ぎよ壁へきを突とつ破ぱした幾いくつかの弾だん丸がんが、車にへこみを作る。

　信乃はわずかに眉まゆをひそめながら声を上げた。

「二人とも、こっちへ乗って！　今《障しよ壁うへき》を一度解くから──」

「無理だ！　俺たちはいい！　逃にげて助けを呼べ！」

　マナの濃のう度どがどんどんゼロに近づいているのが、今ははっきりと感じ取れた。

　ここで《障しよ壁うへき》を解けば、おそらく充じゆ分うぶんな強度で再度張り直すだけのマナを集めるのは不可能だ。たとえ信乃ほどの熟練の魔法士であっても。

「急げ！　早く行け！」

　信乃は一瞬逡しゆん巡じゆんの表情をみせたが、肯うなずくとすぐに車を急発進させた。追いすがるように銃声が連れん鎖さする中、スピードを落とさずテールランプが門を抜ぬけて行く。

「せ、先生──」

「落ち着け」

　月子の頭を押さえて姿勢を低くさせる。

　育成校敷しき地ち内ないに殺気に溢あふれた複数の気配がある。おそらく全員が武装済み。

　マナが完全に無くなるまで、あと数分というところか。信乃が《障しよ壁うへき》を張ったのは襲しゆう撃げき者しやたちにもわかったはずだから、おそらく完全に魔法が使えなくなったと確信するまでは、無理に仕し掛かけてはこないだろう。

　十郎は隣となりの少女に目を向ける。多少混乱しているが、パニックに陥おちいってはいない。上出来だ。

「雛咲」

「は、はい」

「移動する。俺の背中に負ぶされ」

「は──え、ええ？」

「お前は全力で《障しよ壁うへき》を展開しろ。このマナ濃度じゃ強度が不安だが、俺の腕うででは今、魔法を使うこと自体が無理なんでな。──早く」

　月子は《障しよ壁うへき》を起動した後、おずおずと十郎の背中に手を掛かけた。しっかりしがみついたのを確認し立ち上がる。小こ柄がらな彼女の体は思ったより軽く、移動の妨さまたげにはならなさそうだ。

「あ、あの、いったい、何が起きたの？」

「テロだな。おそらくは反はん魔ま法ほう系団体の。──走るぞ。しっかり掴つかまってろ」

　そう言うと、十郎は滑すべるように移動を開始した。
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（……マナが完全に消えましたね）

　魔力素子の気配が絶えた。これでもう魔法は使えないというわけだ。

　今、能勢は二人の男に両側から挟はさまれるようにして歩いている。自室へと乱入してきた彼らに銃を突つきつけられ、連れ出されたのだった。

　マナが消え去らないうちに抵てい抗こうするという選せん択たく肢しもなくはなかったが──とりあえずは下手に動かない方が無難だと判断した。敵の数すら把は握あくしていないのだ。目の前の一人二人は何とかなっても、追い詰つめられ囲まれたところで魔法が使用できなくなったりしては笑えないことになる。

　連行されたのは生徒寮りよ内うないの食堂だった。

　部屋の隅すみの床ゆかに子供たちと祐平が座っていた。十郎、信乃、月子の三人を除いた全員が揃そろっている。能勢同様、脅おどされて自室からここに集められたのだろう、祐平は部屋着のジャージ、子供たちは全員寝間着姿である。事態の深刻さが理解できていないのか、今のところ特に大きな混乱はなさそうだった。

「あ、能勢先生」

　眠ねむたげに目をこする年少組の子供をあやしていた祐平が、こちらに視線を向けた。

　さすがに彼は武装した侵しん入にゆ者うしやたちの危険性を認識しているはずだが、それでもいつものへらへらとした笑えみを消していないのは、勇気があるのか、それとも単に鈍にぶいのか。

「いったい何事っすかね、これ……」

「テロリストによる学校占せん拠きよでしょう」

　祐平の笑みが少し弱々しくなる。

「……そうっすよね、壮そう大だいなドッキリとかじゃないすよね。日本は平和で安全な国だと思ってたのになあ。──マナ、気付いてます？」

「ええ、完全に消えてますね。僕にとっても経験のない状じよう況きようです」

　広こう範はん囲いで完全にマナを封ふうじてしまうような、そんな魔法は存在しただろうか？　能勢の知識の中には該がい当とうするものはなかった。あるいは十郎なら何かわかるかも知れないが。

　一つ間ま違ちがいなく言えるのは、テロリストの中に魔法士が居るということである。どんな形であれマナに干かん渉しようしそれを操作するのは、普ふ通つうの人間には不可能だからだ。

「これからどうするつもりっすかね、奴やつら」

「さて、それは何とも。とりあえず今のところ、僕らに危害を加える気はないみたいですけど」

　銃を持った男たちが立っているが、見張り以上のことをする様子はない。もっとも反はん抗こうの態度を見せればその限りではないのだろうが。

「……だーかーらー取り逃にがすんだよ、まっきー。まだ早いって言ったじゃん。素す直なおに俺様の忠告を聞いておけばいいものをさあ」

「作戦は順調だ。お前は黙だまって自分の役目に集中してろ」

　長身、サングラスの男に背を向け、銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけた神経質そうな男がこちらに歩いてきた。能勢たちを威い圧あつするように見み渡わたし、口を開く。

「さて、お休みのところ悪かったな。俺は『大おお祓はらえ』のマキヤという」

『大祓』──反はん魔ま法ほう反魔法士を掲かかげる国内のテロ組織中、もっとも大きくそして過激な団体だ。先日の能勢と十郎がここに飛ばされる原因となった検挙劇も、『大祓』の末まつ端たん構成員を捕ほ縛ばくするためのものだった。海外にある同系統の団体とも親交が深く、実働部隊は戦せん闘とう、破は壊かい工作に関して相当な練度を誇ほこっていると聞く。

「君らに個人的な恨うらみがあるわけではないが、社会の歪ゆがみを是ぜ正せいするのにご協力願いたい。まあ、魔法士として生まれてきたのが不運だったと思ってくれ。気付いてるとは思うが、魔法は使えないから無む駄だなあがきはしないこと。子供たちの前で残ざん酷こくショーなんて展開は避さけたいんでな。俺たちの第一の目的は人ひと質じちを取って政府と交こう渉しようをすることであり、君たちをミンチにすることではない」

　そして眼鏡の奥おくの目をわずかに細める。

「──とはいえ、必要ならそれをためらったりはしないから、その点は肝きもに銘めいじておくように。子供たちが騒さわぎ出したりしないよう、先生方の指導力に期待する。質問は？」

　祐平が恐おそる恐る口を開いた。

「あ、あの、子供たちのトイレとかは……？」

「申し出てもらえれば許可する。見張りでこちらの者も同行させてもらうがね」

「えっと、あと少し冷えるから毛布かなんかもらえないっすか？　向こうのリネン室にあると思うんで」

「人数分後で持ってこさせよう。他ほかにはないかな？　では、何かあればまた改めて言ってくれ」

　そう言ってマキヤは立ち去った。

　冷静だな、と能勢は評価を下す。無意味な示し威い行動に走ることなく、人質をうまくコントロールしようとしている。現場指揮官としてはまあ優ゆう秀しゆうな部類だろう。手下たちもそれなりに場数を踏ふんでいるらしく、浮うき足だっているような様子は見られない。

　魔法さえ使えれば、いくら鍛きたえられていようとテロリストの一小隊くらいものの数ではないのだが。

「仕方ないですね。とりあえず、今はのんびり動きを待ちますか」

　能勢は呟つぶやくと小さく伸のびをした。
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「……あの人たち、追っかけてきたり、しないの？」

「大だい丈じよ夫うぶだ」

　十郎と月子は学習棟とうの教官室に居る。

　テロリストは生徒寮りようを拠きよ点てんにしている。おそらく人数は二〇人ほど。なら、確保、哨しよう戒かいの範はん囲いはその周辺と、監かん視しシステムのある警備棟、そして校門、育成校への道路といったあたりまで。この部屋に足を伸ばす余よ裕ゆうはないだろう。

　二人は駐ちゆう車しや場じようから雑木林に入り、外がい壁へき沿いに大回りで移動し学習棟に辿たどり着いたのだった。途とち中ゆうテロリストに出くわすこともなかったのは、幸運だったと言える。

　ただ、学校の外に脱だつ出しゆつするのは少しリスクが高くなる。監視カメラ等を押おさえられているのは間違いないだろうし、相手に魔法士がいるならこちらの位置を特定されるのは致ち命めい傷しようになりかねない。できれば月子を逃がしたかったのだが、難しいか。

　十郎は机の引き出しの奥から銃じゆうとナイフ、サバイバルツール一式を取り出した。武器を身近に置いておくのは習慣のようなものである。こうして実際使うことになるとは思わなかったが。

「……信乃先生、無事かな」

　月子はその信乃の席に居い心地ごこ　ち悪そうに座ったまま、ぽつりと呟いた。

「テロリストの方も、一々追いかけてカーチェイスするほど暇ひまじゃないさ」

　ジャミングされているのか、携けい帯たい電話はずっと圏けん外がいのままである。固定電話の回線も機能しておらず、こちらから外に連れん絡らくを取る術すべはない。だが、信乃が警察に駆かけ込むことができれば、程なく専門の対策機関が動き出すことになるだろう。

　それに、誰だれかが怪け我がを負うことになった場合、近くに熟練の医いり療よう魔法士が居るのと居ないのとでは救命率が圧あつ倒とう的てきに違ちがう。気に食わない女ではあるが、ちゃんと逃にげてもらわなければ困るのだ。

　むろん、こちらはこちらでやらなければならないことがある。

「先生は──これからあの人たちと戦うの？」

「まずは偵てい察さつ」

　不安そうな月子にそう答える。

　本格的に動くのはもう少し後、警察が到とう着ちやくし彼らの注意がそちらに向いてからの方が良いだろう。ただ、それまでに可能な限り状じよう況きようを把は握あくしておきたい。テロリストたちの配置と人質の位置、状態、等々。

　能勢は人質の中に居るだろうか。内外で連絡を取って、連れん携けいして動くことができればいいのだが。

「椎葉先生は……信乃先生と仲悪い？」

「あん？」

　唐とう突とつな問いに、銃を分解、整備していた十郎は眉まゆを寄せる。

「何だ、いきなり。──仲、つうか相性が最悪だな。性格の不ふ一いつ致ち。あいつは融ゆう通ずうがきかねえし、俺は協調性のかけらもねえし」

「……自覚、あったんだね」

「自分の性格とは付き合い長いからな」

「し、椎葉先生は、家でもそんな感じなの？　家族の人とかに対しても？」

「家族はいねえよ。姉弟で育児放ほう棄きされて施し設せつ送りにされたもんでな。姉は何年か前に死んだし」

「あ、そうなん、だ……」

　少女の表情が罪悪感に曇くもった。素すのままだと感情を隠かくすのが本当に下手なんだな、と十郎は思う。もっとも可愛かわいげのない普ふ段だんの笑え顔がおより、その方がずっと好ましいが。

「そんな顔すんなよ。別に悲劇の主人公を気取ってるわけじゃねえ。一人の方が気楽だしな。俺が他人と下手に関わるとろくなことにならねえのは、出雲井とやり合うの聞いてたらわかるだろ」

　銃を組み立て直す。問題なし。

　と、そのとき、月子は突とつ然ぜん妙みように気合いの入った声を上げた。

「あ──あの、椎葉先生！」

「……何だよ」

　十郎は思わず顔を上げる。

「あの、先生がここに来てからまだ一月くらい、だよね。最初は気にくわないやつ、とか絶対好きになれそうにもないやつ、とか思っても、結構印象って変わったりすることがあると思うの。わ、私にもそういうことがあって……いえ、えっと、それはどうでもいいんだけど……」

「一体何が言いたいんだ、お前は」

　月子は歳としに似合わない咳せき払ばらいなどをして、表情を改めた。

「つまり、あの、これからもずっとここで一いつ緒しよにいれば、先生と信乃先生も仲良くなれるかもしれないってことなの。少なくとも私は、そうなればいいな、と思う。だから……その……」

「…………」

　しばらく無言で月子の顔を眺ながめる。

「……な、何？」

「いい奴やつだな、お前」

「な──」

　月子の顔が真っ赤になる。

「と、とつぜん、な、何？」

「素直な感想だよ」

　何か話していないと不安なのだろうが、それがこういう形で現れるあたり、こいつらしいと十郎は思う。

「出雲井と仲良くやるためには、まず学校の治安を取り戻もどさないとな。もともと俺はこういうのが本職だ。何とかしてやるさ」

　この子を日常に帰してやる、それが自分の役目。

　一時のこととはいえ、ここは自分の職場だ。少なくともテロリストごときが好き勝手に蹂じゆ躙うりんすることを許すつもりはなかった。凶きよ悪うあ犯くはんの確保、人ひと質じちの救出──経験は積んでいる。魔ま法ほうが使えない状況というのはさすがに初めてだが、おそらく自分なら何とかできるはずだ。

　銃じゆうに弾たまを装そう填てんし、ナイフを身に着ける。

　──と、十郎は少し考え、ポケットから白い小動物をつまみ出した。

「こいつを一匹ぴき置いていく。万一の時は使え」

「フク……ちゃん？」

「俺が魔法使うのが下手で、補助としてこいつらを連れてることは話したな。役割は三つある」

　第一に魔力の探知。近くでマナの動きがあったときに、それを知らせる。これは素質に恵めぐまれていない十郎にとっては有用な機能だが、月子には必要ないだろう。おそらく彼女自身の感覚の方が精度が高いはずだ。

　第二にマナの貯蔵。この二匹はそれ自身が高密度なマナ、魔法回路の集合体である。十郎には周囲のマナを素早く支配下に置く能力はない。だから二匹を常に携けい行こうし、緊きんき急ゆう時はここから魔法を使う。「中立ニユートラルなマナを自分の下もとに集める」という一手を省略することで、施呪キヤステイングの時間は大おお幅はばに短縮出来るのだ。

「今重要なのはこの機能だな。持ち運び式のバッテリーとか乾かん電でん池ちみたいなものだと考えればいい。要するにこいつがそばに居れば、この状じよう況きよう下でも魔法回路を組むことが出来るわけだ。三つ目は──まあ、いいか。今は必要ないだろう」

　話しながら十郎は精神を集中する。白いハムスターの上に、一いつし瞬ゆん青白い光が瞬またたいた。

「一時的にこいつの所有権をお前に書き換かえた。もしテロリストに見つかったら、魔法を使って身を護まもれ」

　ぽん、とフクジローが月子の膝ひざの上に飛び移る。

　月子は何かを言いかけて思い直したように口を閉じ、そして再び開いた。

「うん、わかった。……あの、みんな、無事に戻ってくるよね？」

「努力するさ。教え子全員によりよい未来をもたらすのが教官の仕事らしいからな」

　少女の顔から心細げな色が消えないのを見、十郎は言葉を付け加えた。

「学校で教えるよりは、テロリストと闘たたかったり人質助けたりする方が得意なんだよ、俺は。任せておけ。一人で残るのは怖こわいだろうが、お前の力なら自分の身は自分で護れる。──じゃな」

　武装の最終確認、忘れ物無し。十郎は部屋を出ようとする。だがそのとき、背中越ごしに静かな声が掛かけられた。

「違ちがうの」

　振ふり返ると、驚おどろくほど強い感情を湛たたえた瞳ひとみがこちらを見つめていた。

「そうじゃない、私が怖いのは……先生のことなの。『みんな』には先生だって含ふくまれてるの。だから──先生も、無事に戻って。そして、ちゃんと私を迎むかえに来て！」
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「子供が三七、大人が二。足りないのは三人で確定、と」

　マキヤは食堂の隅すみに固められている学校関係者たちに視線を向けた。

　若い方、まだ少年と言ってもいいような歳としの教官が小さい子供の相手をしている。もう少し年かさの優やさ男おとこは眠ねむっているのか考え事をしているのか、目を閉じて座ったまま微び動どうだにしない。

「車で逃にげた女はともかく、あとの二人はまだ近くに居るかも知れません。捜そう索さくしますか？」

「いや、不要だ」

　マキヤは部下にそう答えた。

　人数に余よ裕ゆうがあるわけでもない。うかつに人を割さいて態勢を崩くずす愚ぐは避さけるべきである。それに遅おそかれ早かれ警察、そして政府とは接せつ触しよくしなければならないのだ。襲しゆ撃うげきのことが外部に漏もれたとしても、かえって手間が省けるだけだとも言える。

「ただし、見かけたのなら逃がしてやることもない。捕とらえろ。抵てい抗こうするなら殺せ」

　了りよ解うかいと緊きん張ちようした顔で言って部下が下がる。

　マキヤは傍かたわらでだらしなく足を食しよ卓くたくに投げ出しているシグレに向き直った。

「で、魔ま法ほう封ふうじは今もきちんと働いているんだろうな？　ずいぶん暇ひまそうにしているが」

「おいおいまっきー、俺の腕うでが信用できねーっての？」

「俺だけじゃなく、部下たち全員の士気に関わるんだよ」



    

  
    
      　魔法に対する畏おそれは、深く一いつ般ぱん人じんの心の中に根を下ろしている。勇ゆう猛もうな『大祓』の実行部隊といえど例外ではなく、こういう感情は無視できない不確定要素となるのだ。

「心配性だなあ、まっきーは」

　シグレは厳しい視線を気にした風もなくあくびをした。

「辺りのマナは完全に俺の《糸いと車ぐるま》が集め取った。《維い持じ》の付加式を組み込んであるから、状況はこのまま固定される。──つってもわからんだろうから平たく言うと、自動操縦で魔法を封ふう印いん中ってことだな。今、半径五〇〇メートルの範はん囲い内ないで魔法が使えるのは俺だけだ」

「……なら後は警察が到とう着ちやくするのを待つだけか」

　魔法を封ふうじ、人ひと質じちの確保に成功。最初の山場は越こえた。だが、本番はこれからだ。まだまだ気を緩ゆるめる訳にはいかない──

「暇だなー」

　だが、そんな真しん剣けんな思考は気け怠だるげな声で中断させられる。

「ちょー退たい屈くつだ。なあ、まっきー、何人か殺してもいいか？　たのしーぞ、ガキにトラウマを植え付けんのは。目の前で展開される、人生初体験の人死にショー。無残な光景は彼らの脳裏に深く刻み込まれ、気の弱い奴やつなんかは夜中に悲鳴上げて飛び起きたり──」

「おとなしくしてろ！」

　マキヤは苛いら立だちを隠かくさず、吐はき捨てた。
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「……よくわからんな、あのガキは」

　十郎は頭を掻かきながら階段を上る。

　怖がられ嫌きらわれていると思っていたが──そんな教官でも、彼女の日常の一部であり、惜おしまれる価値はあるということか。まあ、不快ではないが。

　屋上に続く扉とびらを開け、身を低くする。そのままフェンス際ぎわに移動し、少し離はなれた生せい徒とり寮ようを眺ながめた。

　さすがに暗視スコープまでは用意していないので、おぼろげな様子しか見て取ることはできないが、やはりテロリストたちは生徒寮を中心にした布ふ陣じんを敷しいているようだ。基本的に二人一組で行動。統制されていて隙すきがない。

「多分『大祓』か」

　この規模の武装集団を動員できるのは、あそこくらいのものだろう。

　厄やつ介かいだな、と十郎は顔をしかめる。

　程なく警察が到着するだろうが、人質を取られ、しかも相手方に魔法士がいる状じよう況きようで打つ手があるとは思えない。魔法が封じられている以上、対テロ専門の魔法士が応おう援えんに駆かけつけたところで同様だろう。というか、現在校内にそれが二名も居てこのザマなわけなのだが。

（マナを封じる魔法──）

　壊呪デイスペルを専門にする十郎は、数多くの魔法回路を頭に叩たたき込んでいる。その魔法も記き憶おくの中にあった。確か《糸いと車ぐるま》とかいったはずだ。糸を巻き取るように中立ニユートラルな状態のマナを集め、独どく占せんする。効果範囲内に居る他ほかの魔法士たちは魔法を使えなくなる。まさに今、ここで起こっている現象だ。

　十郎はゴマイチローという形で既すでに支配下に置いたマナを持っているため、施呪キヤステイングすることは可能である。しかし、術を解いた瞬しゆん間かん、中立ニユートラルになったマナは《糸いと車ぐるま》に持っていかれてしまう。十郎の力では《糸いと車ぐるま》より速くマナを回収することが難しい以上、魔法は使えて一度ということになる。

「厳しいな、まったく」

　ため息が漏もれた。

　極きわめて影えい響きようが大きいだけあって、《糸いと車ぐるま》は非常に特とく殊しゆかつ高度な技術を要される魔法である。使える者は世界を見てもごくわずか。

　過去、日本にも一人いたが──確かあの事件の際、一花と共に死んでいたはずだ。

（五年前、か）

　苦い記憶が蘇よみがえる。

　当時、中東のある小国の紛ふん争そうが国際世論を賑にぎわせていた。

　日本政府は平和維持活動の一環として、腕うで利ききの特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの一団を派は遣けんすることを決定した。十郎の姉、一花はそのメンバーに選せん抜ばつされた一人だった。

　だが、この試みは思わぬ形で頓とん挫ざを強しいられることになった。現地を空路で移動中、彼女たちの乗った飛行機が海に墜つい落らくしたのだ。他国の介かい入にゆうを快く思わない一派が魔法士に攻こう撃げきを行わせたのではないかと言われているが、詳くわしいことは今に至るまで判明していない。

　搭とう乗じようしていた八人の特殊執行官の死体は、そのほとんどが回収できるような状態ではなかったため、葬そう儀ぎは空の棺かん桶おけで行われた。

　十郎は今でも姉の殉じゆん職しよくの知らせを聞いたときのことをはっきりと思い出せる。あの世界が足元から崩ほう壊かいしていくような感覚──

　一花なら、この状況でも上手くやれただろうか。ふと、そんな考えが浮うかんだ。

　テロリストたちの警けい戒かい網もうを突とつ破ぱし、相手のみが自由に魔ま法ほうを使えるという条件の中で、人質を救出する。果たしてあの天才なら……

　しかし十郎はすぐに愚ぐにも付かない思考を打ち切った。

「浸ひたってんじゃねえ、バカが」

　今ここにいるのは椎葉一花ではなく、椎葉十郎だ。テロリストに立ち向かうのも、子供たちの命を背負うのも、自分なのだ。

　まずは《糸いと車ぐるま》を操っている魔法士を叩く。

　そのためには、どうにかして能勢と連れん絡らくを取っておきたい。もう少し生徒寮に近づいて、方法がないか探ってみるとしよう。そんなことを考えながら、十郎は屋上を後にした。
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　子供たちの精神状態は安定しているようだった。

　紗さ弓ゆみや菜な々な香かなどが年少組の世話を担当し、小さい子供たちを上手くまとめている。床ゆかが硬い、寝ね付つけないなどと先ほどまで駿介が騒さわいでいたが、これも飽あきたようで静かになった。

　能勢は祐平の統率術がなかなかのものであることに気付いていた。上級生には仕事を与あたえることで不安を忘れさせ、ぐずりだしそうな下級生には素早くフォローを入れる。魔法の腕うでは大したことないが、こういうところの教官には向いた人材なのだろう。

　生徒たちの大半が眠ねむりに就ついたのを見届けると、祐平は能勢の隣となりにやってきて腰こしを下ろした。少し困ったような笑え顔がおでため息をつく。

「……どうなるんすかねえ、これから」

「彼ら次第ですね」

　こちらに選せん択たく権けんがない以上、考えても仕方のないことである。もちろんそれは祐平にもわかっているのだろうが。

　見張りは食堂の前後にある出入り口に一人ずつ、そして能勢たちを直接見張る形でもう二人。全員短たん機きか関んじ銃ゆうを携けい帯たいしている。

「能勢さんは、あの、色んな凶きよう悪あく事件に関わったことがあるんでしょ？　こういうとき、犯人ってどう行動するもんなんすかね？」

　声を落として祐平は尋たずねた。

「怨えん恨こんが絡からんでない限り、基本的に人ひと質じちを取って交こう渉しよう。目的は金だったり仲間の釈しや放くほうだったり、ってところですかね」

「……人質の安全は？」

「全員無事に生せい還かんするケースも、その逆のケースも。まあ、いきなり皆みな殺ごろしになることはないでしょう。理性的で少しでも頭の回る人間なら、大切な人質にそうそう無茶な真ま似ねはしませんよ」

　もちろん、それは殺すべきときをわきまえているという意味でもある。そのことに気付いたのか、祐平の表情がわずかに硬かたくなった。ややあって口を開く。

「死って嫌いやなもんすよね。自分のでも他人のでも。──俺、昔、身内に死なれた経験があるんす。あんな思いはもうしたくないし、子供たちにもさせたくないっすよ……」

「まあ、気持ちは分かりますよ」

　むろん「理解はできる」という意味であって、「共感できる」と言っているわけではない。さしあたって、そういうまっとうな感覚は事態を解決する役には立たないのだ。考えるべきことは他ほかにある。

　まず必要なのは、テロリスト側に居る魔法士の特定、そして排はい除じよ。マナが正常な状態に戻もどれば、自分がテロリストたちを一いつ掃そうできる。おそらく十郎も同じ結論に達し、動き始めていることだろう。

（元げん凶きようは多分──彼か）

　背の高い男。

　派手な服、夜の室内にもかかわらずサングラス。そしておそらく必要がないからだろう、ただ一人銃じゆうを携帯していない。マキヤ以外彼に話しかけるものはおらず、テロリストたちの中で明らかに浮いた雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　何とかしてこの情報を十郎に伝えたいところだが──さて、どうしたものか。

「……おしっこ」

　年少組の男の子が祐平の袖そでを引いている。はいはいと彼は男の子の手を引きテロリストの一人を伴ともなって出て行った。

　人質の誰だれかがトイレに立つとき、こうして食堂内の見張りが一人ついてくる。一対一なら隙すきを突ついて何かアクションを起こすことは十分可能だし、子供に同行すれば何度も食堂を出入りする機会を作れるわけだ。

　十郎もこのくらいのことは想定するだろう。であれば、見張りの目を盗ぬすんでトイレの窓からメモを投げるとかすれば──

　と、そのとき、目の前に人ひと影かげが立った。

「……何か？」

　穏おだやかな笑えみで内心を隠かくしながら見上げる。

　例のシグレとかいう男だった。改めて見ると、思っていたより更さらに大きい。身長はおそらく一九〇を軽く越こえているだろう。緊きんち張よう感のないにやけた表情だが、妙みような圧力を感じさせる。

　この男は危険だ、と能勢の勘かんが告げていた。

「ちーっとばかし気になってるんだよね。お前の動きの一つ一つがさ」

「…………」

「他人の恐きよ怖うふ、ってやつに結構敏びん感かんなんだよ、俺。ガキどもともう一人の若いのの恐怖はよく感じ取れるんだが、お前、あんまり怖こわがっているように見えないんだよなあ」

「まさか。怖くてたまりませんよ」

「そうかい？」

　シグレは屈かがんで能勢の顔を正面から見み据すえた。

「──魔ま法ほうってのはさ、まず認識することから始まる。目の前の世界、これをどう変えてやろうか、どう歪ゆがめてやろうか、とな。だから、俺は魔法士と向き合ったとき、まず目を見ることにしてる。相手が何をどう認識しようとしているのかを知るためだ」

「…………」

「今ガキ連れてトイレに行った若いのな、あれはずっとガキ共を見てた。どう護まもってやろうか、どう落ち着かせようか、とそんな感じだな。対してお前の視線はずっと俺たちに向いてた。人数は？　武装は？　指揮系統は？　そんな事を観察してる目だ。実にオフェンシブな視点だよな。素す晴ばらしい、うん、実に素晴らしい」

　微笑ほほえみながらシグレはゆっくりと立ち上がる。

　次の瞬しゆ間んかん、蹴けりが飛んできた。つま先があごを直ちよく撃げき、能勢は吹ふっ飛とんで床ゆかを転がる。

　シグレは無造作に近づき、足を高く上げる。直下には無防備な能勢の頭。そのまま頭ず蓋がい骨こつが踏ふみ砕くだかれようとしたとき──

「よせ！　シグレ！」

「あーあ、邪じや魔まが入っちまった」

　シグレは両手を上げ、おどけた仕草で一歩下がった。

「怖い顔すんなよ、まっきー。単なる暇ひま潰つぶしだよ。退たい屈くつでしょうがなくてさあ」

「余計な騒さわぎを起こすな！　──おい、お前、大だい丈じよ夫うぶか？」

「おっと」

　能勢に近づこうとしたマキヤの襟えり首くびを、シグレが捕つかまえる。

「……何の真似だ？」

「うかつに触さわると噛かみ付かれるよー、まっきー。こいつ、今俺が顔蹴ったとき、まったく目を瞑つぶってなかった。急所を微びみ妙ように外した上、ぶっ飛んだときも勢いを殺してたしな。多分、相当な戦せん闘とう訓練を積んだ魔法士だ」

　能勢は小さく舌打ちしながら体を起こした。培つちかってきた反射反応はさすがにごまかしようがない。シグレが油断するならこの場で仕留められるかもと思ったのだが──この男も自分たちと同じ種類の人間か。

「まあしかし、なかなかに骨のありそうな若者だねえ。俺としては少しマナを分け与あたえてみて、魔法士として腕うで比くらべをしてみたい気もするんだが──」

「シグレ！」

「──と怒おこる人がいるので自重しよう。で、こいつだけど、多分、このままだと危険だぞ。俺としては拘こう束そくして、見張りを厳重にすることを提案するけど」

　マキヤは能勢の顔を一いち瞥べつする。決断は早かった。

「……手てじ錠ようをかけろ。見張りは専属で二人。妙な動きを見せたら射殺して良い」

　すぐにテロリストたちが駆かけ寄ってきて、リーダーの指示を実行した。

　騒ぎに目を覚ました子供たちが不安げな視線を向ける中、一人だけ椅い子すに座らされ、後ろ手に拘束される。手首に感じる金属の冷たさが不快で、能勢はわずかに眉まゆをひそめた。その間、傍かたわらではシグレが人を食ったような笑みを浮うかべながら目を光らせており、抵てい抗こうするような隙すきはまったく存在しない。



    

  
    
      （──十郎さんに怒られますかね）

　小さくため息をつく。この段階で無力化されるとは、さすがに想定していなかった。

「ざーんねん、そのザマじゃあ楽しく遊べないな」

　身動きできなくなった能勢に、ぐいと顔を寄せシグレは言った。そして笑みを深くして付け加える。

「でもま、もうすぐ新しい玩具おもちやが大量にやってくる予定なんだけどね」



    

  
    
      五章　　蹂じゆ躙うりんと闘とう争そうと解放の日






「……大だい丈じよ夫うぶかな、みんな」

　借りっ放しのダウンジャケットを着ているので、寒くはない。だが、体が小刻みに震ふるえるのを止めることはできなかった。月つき子こは大きく深呼吸して気分を落ち着かせようとする。

　と、それに応じるようにちぃ、と小さな鳴き声がした。ジャケットのポケットから元気付けるように白いハムスターが顔を出したのをみて、月子はかすかに笑う。

　十じゆ郎うろうが出て行ってから一時間ほどが経過していた。

　月明かりを頼たよりに何度か教官室の窓から外の様子を窺うかがってみたが、特に動きがあるようには見えなかった。銃じゆ声うせいや悲鳴らしきものも聞こえない。これはクラスメイトたちも先生たちも、ひどい目にあっていない証しよ拠うこだと考えて良いのだろうか。

　月子は十郎の席に座り、デスクの上に顔を伏ふせた。

　彼を見送った際の自分の言葉を思い出すと顔が一気に熱くなる。うー、と呻うめいて頭を抱かかえる。

（『無事に戻もどって。私を迎むかえに来て』って……）

　心配しているのは本心。好すき嫌きらいに拘かかわらず、顔見知りの誰だれかが亡なくなるなどとは想像したくもない。

　とはいえ、とっさに口走った台詞せりふがあれとは……我ながら恥はずかしすぎる。恋れん愛あい小説好きの紗さ弓ゆみが居れば、運命に引き裂さかれる恋こい人びとたちっぽい、とでも評しただろうか。

「もちろん、そんなわけない。私は椎しい葉ば先生が好きじゃないんだし」

　声に出して言ってみる。

「でも、すごい人ではあるんだよね。……もちろん好きじゃないけど」

　自分に言い訳するようにもう一度繰くり返し、そしてひくひくとひげを動かしているフクジローに視線を移す。生物を模した自律型魔ま法ほう回路。作り上げるには恐おそろしいほどの手間と技術を要求されるはずだ。

　月子は気を紛まぎらわすために、意識を集中してこの白いハムスター型魔法回路の解かい析せきを試みることにした。

　もっとも魔法士としては駆かけ出し以前の身、大したことがわかるわけでもない。超ちよう高こう密みつ度どのマナ、圧縮された膨ぼう大だいな魔法回路──圧あつ倒とうされそうになりながら、どの部分がどのような働きを司つかさどっているのか大おお雑ざつ把ぱに推測する程度である。

　全体を制せい御ぎよする部分、マナの動きを感知する部分、魔法の気配を消しハムスターに擬ぎ態たいする部分……

（──どうしてハムスターなんだろう？）

　ふと月子は思う。

　魔法士としての素質に恵めぐまれてはいない十郎が魔法のセンサーとして、また非常用マナの蓄ちく積せき装置としてこのような術式を身近に置いておくというのは理解できる。だが、それだけなら別に何の形を取っていてもかまわないわけだ。わざわざ生物を模する理由が何かあるのだろうか。

「……また今度、訊きいてみようかな」

　そして、できればこういう精せい緻ちな魔法回路を組む技術の初歩なんかも。

　まだまだ話したいことも教えてほしいこともたくさんあるんだな、と月子は思う。

（──無事に戻ってくるよね、きっと）

　気が逸それて、フクジローの魔法回路を探っていた意識の触しよ手くしゆが乱れかける。──が、そのとき、違い和わ感かんが心を掠かすめた。月子はハムスターに注意を引き戻す。

「何……だろ？」

　フクジローを構成する魔法回路、その中に大きなブラックボックスがあった。理解が及およばないにしてもその他ほかの部分はまだ機能の見当が付けられたのだが、ここだけはほとんどわからない。メインの術式と言ってもいいくらいの容量が割さかれているようだが……十郎の言っていた三つ目の機能なのだろうか。

（ここが起動式、かな。作動させれば何かの魔法が──）

　と、そこで月子は思考を中断する。

　窓の外から警察の到とう着ちやくを知らせるパトカーのサイレンの音が響ひびいてきた。
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「──機動隊の人数は？」

「目視確認の範はん囲いで二五から三〇名。山中に展開した分や、増ぞう援えん、後方支し援えんなどを考えると、最低でもこの二倍は想定しておく必要があるかと」

　報告にマキヤは素っ気無く肯うなずいた。予想の範はん疇ちゆうだ。

「まずはご挨あい拶さつといこうか」

　軽い緊きん張ちようと心地ここ　ちよい興奮を感じながら、手元のハンディトランシーバーを取りコールボタンを押おす。

　数秒の間があり、通話が繋つながる。

「……あー、もしもし。警察の皆みなさんはじめまして。こちらは『大おお祓はらえ』だ。そっちで一番偉えらい人に代わってもらえるかな？」

　通信機の向こうが慌あわただしくなる。やがて、上ずった男の声が聞こえてきた。

『ま、待たせたな。責任者の淵ふち上がみという。君がそっちのリーダーか？』

「ああ、以降よろしく。マキヤと呼んでくれ」

『この死体は、き、君たちの仕し業わざかね？』

「そう。抵てい抗こうされたもんでね。別にこちらは流血沙ざ汰たを望んでいるわけではないんだが」

　トランシーバーは正門の門衛室、射殺した警備員の体の上に置いておいた。犠ぎ牲せいとなった彼には気の毒だが、警察にこちらの本気を伝える役目はしっかりと果たしてくれたわけだ。

「早速、伝達事じ項こうがある。予想してるとは思うが、子供たち、教官たちの身は完全にこちらの手の内にある。その意味をよく踏ふまえて行動すること。またそちらに魔法士がいればすぐに確認できると思うが、学校の周囲での魔法は封ふうじさせてもらった。魔法を使ったいかなる作戦行動も不可能になっている。覚えておいてくれ」

『こ、これは本当に君らがやったのか？　そっちにも魔法士が居るのか？』

　淵上の言葉を無視してマキヤは続ける。

「では、これから交こう渉しようのルールを伝える。連れん絡らくはこのトランシーバーを通じてのみ行うこと。接せつ触しよくは常にこちらから。そちらから掛かけてくるのは厳禁。許可なく学校の敷しき地ち内ないに侵しん入にゆうを企くわだてたり、そう取れるような行動も厳禁。以上のルールが破られた場合、人ひと質じちを一人ずつ殺す」

『り、了りよ解うかいした』

「ここまでで何か質問は？」

『人質は全員無事なのか？』

「安心しろ。今のところ一人も死んじゃいないよ。別に俺たちは人殺しが目的じゃないし、可能なら犠牲は少ない方がいい。あんたたちも含ふくめてな。──他ほかには？」

『……いや』

「結構。──さて、さっき魔ま法ほう士しが居るのかと尋たずねたな？　確かにこちらには魔法士が居る。それを証明するために、分かりやすいデモンストレーションを見せてやろう。グラウンドに注目」

　言ってシグレに視線を向ける。長身の魔法士は面めん倒どうそうに鼻を鳴らすと、軽く集中し手を一ひと振ふり。次の瞬しゆ間んかん、グラウンドで巨きよ大だいな火柱が上がった。轟ごう音おんと爆ばく炎えんに人質の子供たちが悲鳴を上げる。マキヤは満足して一つ肯いた。こういう演出は派手であればあるほど効果的だ。

　トランシーバーの向こうも蜂はちの巣をつついたような騒さわぎになっていた。

「ご覧頂けたかな？」

『い、今のは？』

「魔法だよ。下手な動きをすると、これが君たちに対して行使されることになる。軽率な行動は慎つつしんでもらえることを期待する」

『待て、なぜ魔法を嫌きらう君らが──』

「さしあたってこちらの事情は君たちには関係ない。君たちの仕事は交渉の窓口のみだ。要求は同志の釈しや放くほうと金だが、これについてはまた後で相談するとしよう。初回の交信を終わる。じゃあな」

　何か淵上が喚わめいたようだが、マキヤは取り合わず通信を切った。深く息をつく。

　すべて順調。
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　十郎は火柱を寮りようの陰かげから見ていた。《霹へき靂れき火か》──代表的な攻こう性せい魔法である。と、いうことは、相手の魔法士は戦せん闘とうに特化したタイプか。

　どうあれ、警察の手に余ることは確かだ。しばらくは膠こうち着やく状態になるだろう。

（一度引き返すか？）

　テロリストたちの配置や哨しよ戒うかいルートは大体把は握あくした。仕切り直すタイミングではある。ただ、まだ能の勢せとの接触が取れていないのが問題だった。

　今、十郎の脇わきには小さな窓がある。その向こうは最も監かん視しが緩ゆるみ、テロリストの隙すきをつくことが容易たやすくなる場所──すなわちトイレ。

　連絡を取り合うならここだろうと思ったのだが、能勢が現れる様子はない。

　見張り付きながらも何度か生徒や祐ゆう平へいがやって来ているから、利用を制限されているわけではなさそうだ。能勢の身に何かあったと考えるべきだろうか。

　時間に余よ裕ゆうがあるわけではない。魔法の援えん護ご無しで魔法士を含むテロリストに対処するなど、警察にとっては前例のない事態のはずだ。彼らが焦あせりと恐きよ怖うふに負けて下手に動くようなことになれば、大量の犠ぎ牲せい者しやが出る。

　能勢が動けないなら、早急に戦術を練り直す必要があるが──

　と、そのとき誰だれかがトイレに入ってくる気配がした。十郎は体を低くし、中の様子に耳をそばだてる。

「いやー、すごかったすね、今の爆ばく発はつ」

　聞こえてきたのは祐平の陽気な声だった。

「あのシグレってサングラスの人が魔法士なんすか？　でかいですよね、一九〇以上あるかな？」

「黙だまって済ませろ」

　見張りらしき男の声が響ひびく。

「トイレの間の雑談くらいいいじゃないっすか。そちらさんが能勢先生を縛しばっちゃったんで、ガキの世話を俺一人でやんなくちゃならない。ストレスたまってんですよ」

「黙れと言っている！」

「はいはい。あー食堂に戻もどるの、気が重いっすね」

　やがて用を足し終わったらしく、二人の気配が遠ざかっていく。

　十郎は暗がりの中で息を潜ひそめたまま、今の会話を思い返していた。

　食堂に全員集められていること。能勢は動きが取れないこと。そして身長一九〇以上のシグレという男が魔法士であること。いずれも有用な情報だ。

（しかし……）

　これは単なる幸運なのだろうか。普ふ段だんの祐平なら『ガキの世話でストレスがたまる』などという言い回しはしないような気がする。まさか、十郎に気付いて意図的にメッセージを伝えようとしたのか──

「……考え過ぎか」

　いずれにせよ、今はそんなことにこだわっている余裕はない。

　狙ねらうべき相手がわかった。思ったより早めにけりを付けられるかもしれない。十郎はシグレとやらを自分の目で確認すべく、ゆっくりと動き出した。
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　その一二年足らずの人生の中で、最さい部べし駿ゆん介すけは「嫌いやなことを我が慢まんする」という経験をほとんどしたことがなかった。

　父親には会ったことがない。母親はほとんど家に帰ってこない。たまに姿を見せたと思えば、男連れだったり酷ひどく酔よっていたりする。雇われのハウスキーパーは居たが、当然ながら躾しつけは彼女の仕事ではなく、つまり駿介は身の回りの大人から怒おこられたことがあまりなかったのだ。

　小こ遣づかいは豊富に与あたえられ、欲しいものは何でも買うことができた。

　自分の母がアイジンだとかメカケだとか呼ばれる存在であることを、少し大きくなってから知った。育成校に入って寮で生活するようになってからは、その母親の顔を見ることもなくなった。

　幸か不幸かこのクラスの中で駿介の才能は抜ぬきん出たものだった。彼の高い気位がへし折られるような事態はほとんどなく、教官の目を盗ぬすむコツさえつかめば、暴君として振ふる舞まうことができたのである。

　唯ゆい一いつ、自分に匹ひつ敵てきする雛ひな咲さき月子が目の上のこぶだったが、執しつ拗ように攻こう撃げきすることで自尊心を満足させることができた。特に今日、いやもう昨日か──の夕方、子こ猫ねこを半殺しにしたときの、あの優等生の自失した顔は最高だった。まあ、その後あの新任教官に腸はらわたの煮にえる思いをさせられたわけだが──これに関してはいずれ然しかるべき報復を行うつもりだ。

　ともあれ、そんな彼にとって現状は我慢のならないものだった。

　眠ねむっていたところをわけもわからないまま食堂に連れてこられ、そこでうとうとしていたら今度は爆ばく発はつ音おんで叩たたき起こされた。これで不ふ愉ゆ快かいにならないほうがおかしいというものである。

　いったいいつまでこんなところに居ないといけないのだ。

　実のところ、駿介は今何が起こっているのか正確に把は握あくしているわけではなかった。わかっているのは、何やら大人同士で揉もめているということ、そして学校側の大人たちは立場が弱いようだということ。

　能勢は向こうに隔かく離りされ、無様にも手てじ錠ようを掛かけられている。祐平には何度か部屋に帰らせろと要求したのだが、いつものバカっぽい笑え顔がおでもう少し我慢しろと言うだけ。まったく使えない奴やつらだ。そう駿介は思う。

　部屋の出入り口に目をやる。

　さきほど男たちの一人が出入りした際、しっかりと閉めなかったのだろう、わずかに引き戸の隙すき間まが空いていた。ちょうど駿介がすり抜けられるくらいの幅はばである。

（一人で逃にげてみようか）

　ふとそんなことを考える。

　今なら上手く抜け出せるかもしれない。囚とらわれの身から一人だけ生せい還かんというのは、なかなかカッコイイのではないだろうか。

　警察への対応のためか、部屋の中にいる男たちの人数は減っていた。子供たちがおとなしくしているため、見張りの注意も緩ゆるんでいる。祐平はぐずっている年少組に掛かり切りであり、向こうで拘こう束そくされている能勢は目を閉じたまま動かない。

　つまり、この瞬しゆ間んかんは誰だれも駿介に注意を向けていないわけだ。

　そろそろと扉とびらの方に移動し──そして、タイミングを計りするりと廊ろう下かに抜け出る。気付かれた様子はなく、誰も追ってこなかった。

（バカ揃ぞろいだな）

　心の中で嘲ちよう笑しよう。

　外に出て、警察のところに行くとしよう。自分に浴びせられる賞賛の言葉を思い描えがき、駿介は足を速める。

　と、そのとき──突とつ然ぜん背後から襟えり首くびをがしりと捕つかまえられた。

「──っ！」

「よお、ボク。脱だつ走そうか？」

　にやけた顔にサングラス。背の高い男が立っていた。

「度胸あるのか、それとも単に無む謀ぼうなのか……ま、俺はこういうの結構好きだけどな。人ひと質じちがずっと人質してたんじゃ盛り上がんねーし」

「は、はなせ──」

　大声を上げようとした瞬間、大きな手で口をふさがれる。反射的に《魔ま弾だん》を使おうとしたが、マナが集まらない。

「ダメだよー。今は俺がマナを独どく占せんしちゃってるからね。──うおっと」

　全力で手足をばたつかせる。が、さして筋骨たくましいとも思えない男の腕うではぴくりとも揺ゆるがなかった。

「ま、落ち着け落ち着け。逃げたいの？　お前」

「…………」

「逃げたいのか？　どうなんだ？」

　こくりと肯うなずく。男は口元を緩めた。何となく駿介はその表情に寒気を覚える。

「よしよし、じゃあ、おじさんが安全に逃げられるルートを教えてやろう。見張りは寮りようの周りに六人、屋上に二人だ。裏手に回って雑木林の中にもぐりこめ。そしてそのまま遠回りして校門に近づくんだ。いいな。──さ、こっちだ」

　楽しげな顔で、彼は駿介の肩かたを抱だいて歩き出した。
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『無茶な！』

　拘こう置ちされている『大祓』の構成員五人の釈しや放くほう、加えて人質の身代金五〇億という要求を聞いた淵上はそう声を上げた。

『い、いや、失礼。しかし、その要求はあまりにも過大と言わざるを──』

「魔ま法ほう士約四〇人分の値段だからな。これでも格安なくらいだと思うがね」

『い、いずれにせよ、私の一存では何とも返答できない。上とも連れん絡らくを取り相談しなければならないし……時間をもらえないか？』

「それはもちろん。ただ、一時間ごとに進しん捗ちよくの報告をしてもらうことにする。アドバンテージがこちらにあるということを忘れないようにな」

　彼らの時間稼かせぎは計算の内である。だが、当然ながら無制限に許容できるものでもない。時が経たてば経つほど、篭ろう城じようしている側は消しよ耗うもうして不利になるからだ。

　ここからは臨機応変な対応が求められる。しくじることは許されない。

　気を引き締しめながら通信を切ろうとしたとき、シグレが妙みように機き嫌げんの良さそうな顔で食堂に入ってきた。嫌いやな予感を覚えるより早く、まっすぐにマキヤのもとへやってきてトランシーバーを取り上げる。

「おい──」

　抗こう議ぎの声を無視し、シグレは大声で喋しやべり始めた。

「あー、もしもし、警察さん？　今から面おも白しろいデモンストレーションやりまっす。子供が一人、そっちの方を目指してるのがわかりますかあ？　そうそう、林の中」

　マキヤは眉まゆを寄せ窓の外に目を凝こらす。雑木林の陰かげに紛まぎれるように、姿勢を低くして進んでいる少年の姿が見えた。

（──逃にげ出したのか？）

　部下に指示を出そうと腰こしを浮うかせかけたマキヤを、シグレは軽く身み振ぶりで制した。そして再び通信機に向かって語りかける。

「あー、ちょっと見えにくいかもしれないなあ。じゃあ、門からよく見えるようにしてあげますねえ」

　マキヤにはマナの動きを感じ取ることも、魔法回路を見ることもできない。しかし、今、シグレが魔法を使ったということはわかった。外を走っていた少年が、突然、まるで見えない手に捉とらえられたかのようにグラウンドの方に引きずり出されていったからだ。驚おどろき、必死に抗あらがおうとする姿を見れば、それが彼の意志に反するものであるのは明らかだった。

「お前、何をする気だ？」

　厳しい視線を向けたマキヤに構わず、シグレは通信を続ける。

「見えました？　──はい、結構。では、これから彼を魔法で粉々に吹ふき飛ばします。注目してて下さーい」

「シグレ！」

　彼はようやく通信を切ると、けたけたと声を上げて笑った。

「人ひと質じちはたくさんいるんだから、一人くらい好きにしたっていいだろ？　きっちり警察の皆みなさんをびびらせとかないとさ。まっきーもよーく見とけよ。人が派手に弾はじける様子はなかなかの見物だぜぇ」

「よせっ！」

「よさない。ほれ、そこに立ってると巻き込まれんぞ」

　集中に入ったシグレを見て、マキヤはあわてて窓の前を離はなれる。

　人質を殺さなければならないケースというのは確かに存在する。マキヤは必要があれば非情な決断をためらったりはしない。だが、少なくとも今はそのときではない。無む駄だな人死にを出す、不必要に力を誇こ示じする──いずれもマキヤの主義と矜きよ恃うじに反することだった。

　マキヤは歯は噛がみした。やはりこんな男を連れてくるべきではなかった。上からの命令とはいえ、もっと強きよ硬うこうに異を唱えるべきだったのだ。

　男の子はグラウンドの真ん中に固定されたようだ。怯おびえきった様子がここからでも見て取れる。

　シグレの魔法の威いり力よくは以前に見たことがある。たしか《魔ま弾だん》とかいうものだったか、ダミー人形を跡あと形かたもなく消し飛ばしていた。同じようにこれからあの少年の体は粉々の肉片に変えられることになるのだろう。

「はい、発射ー！」

　楽しげな一声とともに、シグレが右手を振ふり下ろした。
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　やはりかなりの腕うでだ、と能勢は評価を下した。少なくとも一級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんの水準は遙はるかに越こえているだろう。

　魔法は決して全能の力ではなく、行使にあたっては様々な制限がある。そのため、ベースの魔法に『付加式』という補助的な魔法回路を組み合わせ、術者独自の改良が施ほどこされることが多い。

　例えば、複数同時に魔法を使いたいとき。

　通常、複数の魔法回路を同時に起動することはできない。そこで《維い持じ》という付加式の出番となる。これを通常の魔法回路に組み込むことで、魔法を起動状態のまま固定することができるようになる。一つを付加式で維持し、その間にもう一つの魔法回路を組み上げ起動するという形で、二つ以上の魔法を並行して使えるというわけだ。

　尋じん常じようではない集中力が要求される、細かい制せい御ぎよが不可能になる、付加式分がプラスされるため魔法回路の構築に相当な時間がかかる──等々の欠点もあり、完全並列で魔法を操る複数施呪マルチキヤステイング能力の代用にはならない。が、それでも極きわめて有用な高等技術だった。

　シグレは《維い持じ》を組み込んだ魔法回路でマナを封ふうじ、同じく《維い持じ》を組み込んだ《見みえざる手て》で駿介の自由を奪うばい、そして今《魔ま弾だん》を放とうとしている。都合、三つの魔法を同時に操っているわけで、これは相当な腕がなければできない芸当だ。

　一いつ瞬しゆんの遅ち滞たいもなく高密度な《魔ま弾だん》の魔法回路が生成されていく。

　おそらくグラウンドの駿介にも自分を狙ねらう強力な魔法が感じ取れたのだろう。その表情は恐きよ怖うふに歪ゆがんでいた。

（まあ、安らかに眠ねむって下さい）

　能勢は内心で手を合わせる。彼の犠ぎ牲せいのおかげで、シグレの実力の一いつ端たんを見ることができたわけだ。せめて冥めい福ふくくらいは祈いのってやるべきだろう。

「はい、発射ー！」

　陽気な声とともに魔法回路がひときわ明るい輝かがやきを放つ。圧あつ倒とう的てきなエネルギーが一点に凝ぎよう集しゆうされ、巨きよ大だいな光弾となって放たれる。

　しかし、直ちよ撃くげきを受け消し飛ぶ駿介の姿を能勢が思い描えがいたその瞬しゆ間んかん──突とつ然ぜんシグレの前に人ひと影かげが飛び出した。《魔ま弾だん》はその脇わき腹ばらを抉えぐり、わずかに軌き道どうを変え本来の標的である駿介から逸それる。

　グラウンドに着ちや弾くだん、爆ばく音おん。

　血と割れた窓ガラスが飛散するなか、身を挺ていして駿介を庇かばった祐平は、血を吐はきながらゆっくりと崩くずれ落ちた。

　誰だれの予想の中にもなかった出来事。室内の時間が凍こおり付く。

　そして──一番早く自分を取り戻もどしたのは能勢だった。

　さきほどまで周囲のマナはシグレがすべて独どく占せんしていた。中立ニユートラルなマナに作用し、それを集め彼の下もとに送る魔法が働いているからだ。

　今、役目を終えた《魔ま弾だん》の魔法回路は分解され、誰の支配下にもないマナになった。このままなら、マナは再び取り込まれシグレのものとなる。

　──そう、このままなら。

　今、目の前に存在しているのは大量の中立ニユートラルなマナ。圧倒的優位に慢まん心しんし、不用意に大きな魔法を使う──能勢はこのときを待っていた。

　可能な限り短時間で、多くのマナを集めるのが魔法戦の基本。つまり、シグレの魔法に絡からめ捕られるより速く、自分がマナを支配下に置けばいい。チャンスは一瞬。しかし、能勢にはそれを掴つかみ取るだけの能力があった。

　分解された《魔ま弾だん》からこぼれるマナをすくい取り、瞬時に能勢は魔法回路を組み上げる。これほどの腕とは思っていなかったのだろう。シグレがわずかにサングラスの奥おくの目を見張った。

　標的はこの部屋のテロリスト全員。能勢は魔法回路を起動する。

「食いちぎれ、《大おお顎あぎと》！」
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　続けざまの大きなマナの変動。

　グラウンドから轟ごう音おん。

　生徒寮りようから断だん末まつ魔まの悲鳴。

（警察の突とつ入にゆう──？　いや違ちがう、何かのアクシデントか？）

　異変の中心はどうやら生徒寮食堂のようだ。十郎は周囲の様子に気を配りながら、慎しんち重ように歩を進めて行った。いつの間にか哨しよ戒うかいをしていたはずのテロリストたちの気配も消えており、誰に出会うこともなく目的地に辿たどり着く。

　部屋の中を窺うかがった十郎の目に飛び込んできたのは──一面の真紅の色しき彩さいだった。

　食堂の白い壁かべに、リノリウムの床ゆかに、血ち飛沫しぶきが派手に飛び散っている。

　室内に生きているテロリストは一人もいない。皆みな、喉のどに獣けものの噛かみ痕あとのような傷を作って絶命していた。

「ああ、十郎さん」

　能勢が顔を上げた。右手首に手てじ錠ようの残ざん骸がいがぶら下がっている。拘こう束そくされていたのを魔ま法ほうで破は壊かいしたのだろう。

　彼の傍かたわらの床にはシャツを血で染めた祐平が横たわっていた。子供たちが彼の周りを囲んで泣きじゃくっている。

「……嘉か神がみ、死んだのか」

「い……生きてる、っすよ。失礼だ、なあ」

　祐平は弱々しい苦くし笑ようを見せた。

「ただ、マナ、が足りてなく、て……ちと、ヤバい、かも」

「最部君を庇って《魔ま弾だん》を受けたのですよ。その後僕が《大おお顎あぎと》で反はん撃げきして、この状態です」

　十郎は能勢から大おお雑ざつ把ぱに経けい緯いの説明を受けた。

《大おお顎あぎと》は無数の不可視の顎で対象を食い殺す、能勢が好んで使う魔法だ。《糸いと車ぐるま》によってまともにマナが確保できないこの状態でここまでの術が使えたのは、彼ならではだろう。

　一方、能勢ほどの能力を持たない祐平は、十分に治ちり療よう用のマナを集めることができなかったようだ。

「……マナはまだ正常に戻っていないな。魔法士は討ちもらしたのか？」

　能勢は申し訳なさそうに肩かたを竦すくめた。

「ええ。ついでにテロリストのリーダーも。申し訳ありません。生かして捕とらえようと手加減したのですが……裏目に出ましたね。強いですよ、あの男」

　十郎はわずかの時間考え、結論を下す。

「そっちは俺がケリを付ける。お前はガキども連れてここを離はなれろ」

　逃にげたテロリストはどこかのポイントで再集合して態勢を立て直すだろう。子供たちは早めに安あん全ぜん圏けんに逃がしておきたい。

「追いかけるなら僕も──と言いたいところですが、もうマナを使い切ってしまったので、役には立てそうにないですね。ま、適材適所ってことで、任されました」

「あと、教官室に雛咲が居る。手が空いたらそっちも迎むかえに行ってくれ」

「了りよ解うかい。で、嘉神君は？」

「置い、てって、下さい」

　苦しそうな息の下から返答があった。

「俺、動けないっす、から。チビどもを……よろしく。あと、それ」

　十郎は祐平の視線の先に小さなトランシーバーを見つける。

「多分、警察との、交こうし渉よう用っす。外と、連れん絡らくが、取れるはずっすよ」

　よく見ているものだ。十郎はそれを能勢に放る。

「警察と合流しろ。ついでに俺が奴やつとやり合ってる間は手を出さないように言っとけ。いらん犠ぎ牲せい者しやが増えるからな。マナが回復したらテロリストの生き残りの始末を頼たのむ」

「わかりました」

　肯うなずくと能勢は不安げな子供たちをまとめ、引き連れて部屋を出て行った。

　十郎は祐平に向き直った。止血を試みているのだろうが、魔法回路の光が弱々しい。これでは十分な手当ては不可能だろう。

「何か、喋しやべって、もらえないすか？　い、意識が、飛んでっちゃい、そうで」

「……お前、俺の動きがわかってたのか？」

「ああ、トイレの、あれっすか。伝わったんす、ね」

　かすかに笑いながら、祐平は続ける。

「能勢先生が、動けなく、なったとき、考えてみたんす。こういうとき、プロのこの人たちは、何を考えどう動くだろう、って。ダメ元で、情報を伝えられれば、と思ったんすけど……ちっとは、意味が、ありました？」

「素人は余計なことしなくていい」

　ただ──仮に祐平からの情報を聞いていなければ、あそこで一度引き返していた可能性は高い。その場合、この食堂での動きに対応できず、後手を踏ふむことになっていただろう。

　十郎は祐平の赤く抉えぐれた脇わき腹ばらに目を向けた。

「医いり療よう魔法士の端はしくれとして、客観的に報告してみろ。傷の具合はどうだ？」

　祐平の顔が歪ゆがんだ。

「救命の、見込み無し……っすね。怪け我がは、深い。止血は、不完全。俺に、信し乃の先生並みの腕うでがあれば、何とかなったかも、しれませんけど」

　おそらくは正確な分ぶん析せきなのだろう。わずかながらでも魔法での処置ができたからこそ、まだ辛かろうじて意識を保っていられる──そのくらいの傷である。

「そうだ、椎葉、先生」

「何だ？」

「最部が、グラウンドの方に、一人、はぐれてるんす。もし、見かけたら、助けてやって、下さい」

　十郎は一いつし瞬ゆん言葉を失う。

「……馬ば鹿か馬鹿しいほどお人好しだな、お前」

　死に瀕ひんして考えるのが、あの手の施ほどこしようのないガキのこととは。

　少し考え、やがて一つ舌打ちをすると十郎は口を開いた。

「マナが十分に使えたら、もうしばらく持ちこたえることができるか？」

「……は、い？」

「答えろ。お前の死期を先に引き延ばせるのか？」

「は、それは、多分、できます──数十分程度なら」

「ゴマ」

　声に応じてゴマイチローはポケットから飛び出し、軽かろやかに祐平の肩の上に飛び乗った。一瞬、魔法回路が明めい滅めつする。

「くれてやる。多分、出雲いずも井いが近くにいるはずだ。マナが解放され、あいつが駆かけつけてくるまでなんとか踏ん張ばってみるんだな」

「え……？」

　目を瞬またたかせた祐平だったが、やがてその顔に得心の表情が浮うかぶ。彼が集中すると、ハムスターの体が光に包まれ魔ま法ほう回路に姿を変えた。

「すごいな、椎葉さん、こんなことできたんだ……。でも、いいんすか？　テロリストと、戦うのに、必要だったんじゃ……」

「余計なこと喋ってる暇ひまがあったら治ちり療ように専念しろ。まだ敵の《糸いと車ぐるま》は生きてんだ。次意識を失って魔法を解いちまったら、本当に最後だぞ」

「……そう、するっす」

　神しん妙みように肯き、そして祐平は笑う。

「も一回、信乃先生の、顔見るまでは……死ねません、からね」
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「いやいや、やるもんだ」

　急ぎ足で歩きながら、シグレは楽しげに頬ほおを緩ゆるめた。

「素人じゃないとは思ったが、あれはプロ中のプロ、歴戦の魔法士じゃねえか。あの一瞬でマナを集めてあれだけの魔法を使うとは、若いのにたいした腕だよ。もう少しマナを与あたえてみてどの程度できるのか見てみたくなるな、マジでマジで」

「呑のん気きなことを抜かしてる場合か」

　部下との交信を終え通信を切ると、苦りきった顔でマキヤは言った。

　不ふ慮りよの大きなアクシデントが発生した場合、一度持ち場を離はなれ、改めて定められた場所に集合する手はずになっている。食堂で殺された五人以外は、既すでに雑木林の奥おくに集まっているということだった。

　隊の人的損害はまだ修正の利きく範はん囲いかもしれない。しかし、人ひと質じちを全員手放してしまうことになった。この失点を取り戻もどすのは不可能だろう。

「……撤てつ退たいする。作戦は失敗だ」

「おいおいおい、諦あきらめが早いんじゃないの？　まっきー」

「誰だれのせいだと思ってる！　お前の軽率な行動のせいで部下が死に、人質を失ったんだぞ！」

　マキヤは思わず声を荒あらげた。シグレは小さく肩かたを竦すくめる。

「こんなとこにあんな戦せん闘とうレベルの高ぇ奴やつがいるとは思わなかったからなあ。ま、油断があったのは認めるよ。だから、お前の身はちゃんと護まもってやったじゃん。そもそも、あれは俺の使ったマナを再利用した一発芸だ。奴らが魔法を使えないってことと、マナを圧あつ倒とう的てきに確保してる俺のほうがずっと有利だってことは変わってねんだよ。今やり合ったら、何もさせずにあの色男をぶっ殺せるぞ？」

「それを部下たちにどう納得させる？　封ふうじたはずの魔法で五人殺された。その事実だけで戦意喪そう失しつだ。人質も居ない以上続行はもう無理。異常に気づいて警察が攻こう勢せいに出てくる前に離り脱だつする」

「えー、面おも白しろくねーな。暴れ足りねーぞ」

　まるで子供のようにシグレは口を尖とがらせ、不満を口にする。

　マキヤはため息をついた。

「……シグレ」

　表情を消し、そして静かな口調で続ける。

「『大祓』には、色々な人間がいる。本気で社会を変えようと思ってる奴から、金目当ての傭よう兵へい紛まがいの奴までな。──だが、全員に共通しているのは、未来のためにテロやってるってことだ。社会を変えたいと思っている奴は今より先、少しでも社会が良くなるように。金目的の奴は今より先、少しでも自分が金持ちになっているように」

　おそらくマキヤが激発するとでも思っていたのだろう。シグレは意外そうに目を瞬かせた。

「俺はお前が嫌きらいだ。何となく反りが合わないと思っていたんだが、今はその理由がはっきりとわかる。お前の目は未来を向いていない。現在すらも見ていない。何かを積み上げたり、何かを変えようとしていない。あらゆることに意味を見み出いだせず、自分自身を含ふくめた全てをぶち壊こわしたいだけの人間なんだ。俺たちとは違ちがう。違い過ぎてるんだよ、シグレ」

「…………」

「お前の力は利用できると思っていた。だが俺はこれ以上、肩を並べて戦うことはできない。お前は仲間と認めるに値しない」

　シグレは黙だまって聞いていたが、やがてくくっ、と小さく笑いを漏もらした。

「いやいやいやいや、なかなか愉ゆ快かいな演説だった、うん。俺はまっきーを過小評価していたのかもしれねーな。──オケオケ、そういうことならここで袂たもとを分かつかい？　餞せん別べつ代わりに魔法は封じたままにしておいてやるから、好きに逃にげるといい。爆ばく弾だんの起動は一五分後だっけ？　俺はそれまで一暴れしていくよ」

「……好きにしろ」

　言い捨ててマキヤは部下たちとの合流点へと向かう。

「なあ、マキヤ」

　背中からシグレの声が聞こえてきた。

「お前だけは俺の能力に疑いを持ったり、怖こわがったりはしてなかったよな。これ、俺にとっては結構な驚おどろきだったんだぜ？　──じゃあな、まっきー。ぐっどらっく」
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　足が恐おそろしい力で固定されていて、まったく動くことができなかった。

　遠く、門の向こうに警察の姿が見えるものの、今のところ助けに来る様子はない。駿介が居るのは遮しや蔽へい物のないグラウンドの真ん中。下手に姿を見せれば格好の的である。先ほどの一いち撃げきを目まの当たりにして怖おじ気けづかない者はいないだろう。

《魔ま弾だん》は一〇メートルほど向こうの地面に大穴を開けていた。祐平が身を挺ていして自分を庇かばったのは見えたが、その後食堂で何が起こったのかはわからない。放置されている時間に比例して恐きよ怖うふはどんどん増してゆく。

（……助けるならきちっと最後まで助けろよ、あほ嘉神）

　半ばべそをかきながら、駿介はそんなことを思った。

　またあんなデタラメな大きさの《魔ま弾だん》が飛んできたら、そしてそれが命中でもしたら自分はバラバラの肉につ塊かいになるだろう。惨むごたらしい死のイメージが、恐ろしいほどの現実感を伴ともなって脳裏に描えがき出される。

　早く、早くこの悪夢から逃げ出したい。誰だれでもいい、助けて、助けて助けて助けて──

　と、そのとき、突とつ然ぜん足が自由になった。同時に《見みえざる手て》で襟えり首くびを掴つかまれ、すごい力で学習棟とうの方に引きずられて行く。

（助かった？）

　安あん堵どが全身を包もうとした瞬しゆ間んかん、だが、その思いは脆もろくも打ち砕くだかれた。目の前にあのサングラスの男の笑え顔がおがあったのである。

「よお、ボク」

「ひ……」

　駿介は息を呑のみ、口をぱくぱくと開閉させる。

「そんな怯おびえなくてもいいだろ？　ちょっと状じよう況きようが変わったんで、今から派手に一暴れしようと思ってな」

　そのまま、学習棟の壁かべに叩たたきつけられる。同時に体の自由が戻もどったが、震ふるえる足では体重を支えきれず、駿介は地面にへたり込んだ。

「なんだ、だらしねーな──ほれ」

　足元に小さな《魔ま弾だん》が撃うち込まれた。ひぃっ、と声を上げて駿介は飛び跳はねる。

「よしよし、その調子。ちゃんと動けるじゃねーの」

「や、やめて──わぁ！」

　さらに《魔ま弾だん》の連撃。駿介は泣き顔で、不ぶ恰かつ好こうなダンスを踊おどる。

「体が暖まってきたかい？　一つ、いいことを教えてやろう。俺がこうして魔法を使う度たび、反はん撃げきのチャンスが生じている。マナが一度解放されるため、その瞬間はお前の方も魔法を使うことが可能になってるわけだ。つっても──」

　光弾の一つが足首を捉とらえる。駿介は小さく声を上げて倒たおれこんだ。

「生半可な実力でできる芸でもねーんだよなあ。俺の《糸いと車ぐるま》より速くマナを集めるには、相当な才能と確かな技術が必要なわけで。お前にそれだけのもんがあれば、時間つぶしに生かしてやっても良かったんだが……ま、その価値はなさそうか」

　魔法回路の青白い光が明めい滅めつ、先ほどまでとは比べ物にならない大きさの《魔ま弾だん》が生成される。

　駿介は自分の心が絶望に折れる音を聞いた。

「んな顔すんなよ。世の中にはお前より若くして死んだガキも居るんだからさ。──では、さよーなら。よい旅を」

　男が笑いながら手を振り下ろす。魔まり力よくの塊かたまりが放たれる。駿介は悲鳴を上げ目を閉じる。

　閃せん光こうと轟ごう音おん。

（……………………あれ？）

　だが、衝しよ撃うげきが駿介の下もとに到とう達たつすることはなかった。

　自分をシグレから護まもるように立つ影かげが、涙なみだで滲にじんだ視界に映った。

　背中まで伸のびた髪かみ。自分がチビだガリだと何度もからかった小こ柄がらな体たい躯く。

　──見覚えのある、後ろ姿。

「最部君、早く立って！」

　雛咲月子はテロリストと対たい峙じしながらそう叫さけんだ。
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　月子は唇くちびるを引き結んで、サングラスの男を見み据すえた。

　教官室の窓から二人の姿が見えた。気が付いたときには、飛び出していた。

　十郎に部屋を出るなと言われていたとはいえ、そして目に入ったのがあの駿介だったとはいえ、クラスメイトが殺されようとしているのを見過ごすことはできなかったのだ。

《魔ま弾だん》が放たれ、役目を終えた魔法回路がマナに戻る──その間かん隙げきを突ついてマナを取り込み、命中するより速く《障しよ壁うへき》を張った。どうやらうまくいったようだった。

「どっから現れた？　つーか何だおい、そのバカみたいな密度の《障しよ壁うへき》は」

　シグレは呆あきれたように眉まゆを上げた。

「確かにでかいの撃ったから、マナも多めに解放されたんだが……あの一いつ瞬しゆんでそこまでできるかよ、普ふ通つう。お前、あの色男より上なんじゃねえか？」

　月子の方には男の言葉に注意を払はらっている余よ裕ゆうなどなかった。

　割り込んではみたものの、正直、何の成算もない。先ほどの《魔ま弾だん》、駿介が使っていたものなどとは威いり力よくが桁けた違ちがいだった。直ちよ撃くげきを受ければ、人間の体など消し飛ぶだろう。何度も防ぎ切る自信はない。

　どうにかしてこの場から逃にげる方法は──

「最部君、動ける？」

　背後に問いかける。

「あ、え……」

「しっかりして！　いつもあんなに威い張ばってるくせに！　動けるの？　動けないの？」

「あ、む、無理。片足、う、撃たれて……」

　普ふ段だんとまったく違ちがう月子の口調に気け圧おされたように、駿介は答えた。

「じゃ、私の後ろから動かないで。何とかするから」

　実戦など当然経験したことはない。習い覚えた初歩の魔法で、この目の前の男に対たい抗こうできるとも思えない。しかし、やるしかないのだ。

「そういやお前、知らん顔だな。あの食堂の中には居なかった──」

　男が口を開きかけた瞬しゆ間んかん──月子は攻こう勢せいに出た。

《障しよ壁うへき》を解除、マナを《魔ま弾だん》に組み直す。見よう見まねで初めて使った魔法だが、うまく起動した。光弾が男に襲おそいかかる。

「うおっとぉ」

　だが、それがシグレの体に届くことはなかった。《障しよ壁うへき》により、あっさりと弾はじかれる。

「ああ、なかなかいいぞ。タイミングも威力も及きゆ第うだ点いてん。……が、中ちゆ途うと半はん端ぱな魔法の使用は自分の首を絞しめるだけだな」

「…………」

《魔ま弾だん》の後すぐに《障しよ壁うへき》を張り直した月子は、男の言葉の意味を理解した。

《障しよ壁うへき》から《魔ま弾だん》へと魔法回路を組み替かえたとき、また《魔ま弾だん》から再度《障しよ壁うへき》へ組み替えたとき、かなりのマナが削けずられた。どんな魔法によるものなのか、今、中立ニユートラルなマナは一瞬でこの男の下もとに集め取られてしまう状態になっているようだ。

　魔法回路を分解し、魔法を使い直す度たびにどんどんこちらの使えるマナが減っていく──ただでさえ実力差があるのに加え、この条件下では圧あつ倒とう的てきにこちらが不利である。

「つっても、まだそうやって《障しよ壁うへき》が張れてることが驚おどろきなんだけどな。並の施呪キヤステイング速度なら、一度魔法回路解いたところで根こそぎマナを奪うばい取られてるはずだ。──いい素材だよ、お前。出来の良い玩具おもちやは壊こわしがいがある」

　男はぺろりと舌なめずりをする。狂きよう気きに彩いろどられた笑えみが大きくなる。

「子供が命を懸かけて必死に戦う姿には、ある種の美しさがあるねえ。俺は今までそういうガキを大勢殺してきた。お前くらいの歳としの奴やつを何人もな。さあ、どうする？　殺やらなきゃ殺られちゃうよお？」

　挑ちよ発うはつの笑み。全身の勇気を振ふり絞しぼり、月子はその絡からみつくような視線を撥はね返した。

「ふん、乗って来ないか。──んじゃ、こちらから」

《見みえざる手て》の魔法回路が起動。次の瞬間、恐おそろしい力で引き抜ぬかれた巨きよ木ぼくが月子の頭上から落ちかかった。とっさに《障しよ壁うへき》で軌き道どうを逸そらす。すぐ横に轟音を立てて木が落下する。

「さーて、どんどんいってみようかぁ！」

　陽気な声とともに、今度は三本の木が同時に飛んできた。そのすべてを月子は弾く。

　笑みを崩くずさず、シグレが更さらに魔法回路を組み上げる。

　また来るのか、と身構えた瞬間──

（違う！）

《見みえざる手て》ではない。授業の時、能勢が使うのを見たことがある。これは──

「ほーら、爆はぜろ！」

　声とともに《招しよ炎うえん》が起動され、月子の周囲の倒とう木ぼくが業火に包まれる。

　背後から駿介の悲鳴が聞こえた。《障しよ壁うへき》は物理的衝しよ撃うげきを完かん璧ぺきに遮しや断だんするが、空気中の熱伝導まで無効にできるわけではない。このままなら二人とも全身に大火傷だ。

　月子はとっさに魔法回路を組み替えた。《見みえざる手て》を起動、グラウンドの土を抉えぐり取って火の中に叩たたき込む。大量の土砂により、今まさに荒あれ狂くるおうとした炎は鎮ちん火かされた。

　一瞬、男の顔から薄うすら笑いが消える。

「……粘ねばるねえ。いいセンスだ」

　そして唇くちびるを歪ゆがめて再び笑み。

「いやいや、面おも白しろいなあ、お前。保護されつつぬくぬく日本で育ったにしては良い根性してる。──でもそろそろ限界が近くなってきただろ？」

「…………」

　火を消した後、三度目の《障しよ壁うへき》で防ぼう御ぎよを固めたのだが、もうマナが心ここ許ろもとなくなっている。あとどのくらい持つだろう。逃にげ出すような隙すきも与あたえてもらえそうにない。

　これは訓練などではないのだ。対応を間ま違ちがえれば、死が待っている。

「辛つらいだろ？　怖こわいだろ？　なのに、どうしてそこまで頑がん張ばるんだ？　ん？」

　確かに怖い。泣き喚わめいて逃げ出したくなるほど怖い。だが、それでも月子は意志の力を込めてシグレを睨にらみ付ける。

　折れそうな心を支えているのは駿介を護まもらなければという責任感、そして──

「……信じてるから」

「は？　何を？」

　問いに答えたのは月子ではなく、一発の銃じゆ声うせいだった。シグレはあっさりと《障しよ壁うへき》で弾き、眉まゆを寄せてそちらに視線を向ける。

　そう、これだけ派手にやり合えば、この場所で魔法戦が行われていることに気付くだろう。そうしたら、必ず──

「ガキいたぶって楽しむたあ、良い趣しゆ味みだな。テロリスト」

　木立の陰かげに、不ふ機き嫌げんそうな顔をした男が立っていた。



　──必ず、先生が助けに来てくれる。
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「椎葉先生……」

「気を抜くんじゃねえ！　《障しよ壁うへき》維い持じしてろ！」

　一いつ喝かつすると、地面にへたり込みそうになっていた月子はびくりと体を震ふるわせ、集中し直した。

　いい反応だ、と十郎は内心で肯うなずいた。

　駿介と月子、二人を護りながら戦う余よ裕ゆうはない以上、最低限《障しよ壁うへき》は保っていてもらわなければならない。気を緩ゆるめられては困る。

　彼女は才能に恵めぐまれ、そして自分で思っているよりずっと心が強い。良い魔ま法ほう士しになれるだろう。

（……そのためには、無事にここから帰してやらないとな）

　それが特別対策局員としての、教官としての、魔法士の先達としての自分の責任だ。

　十郎は男に向き直った。サングラスに軽く一九〇センチ以上はありそうな長身。人を見下したような笑えみ。

「うちの生徒が世話になったな。お前がシグレか？」

「そう呼ばれてるみたいだねえ」

　とぼけた返答は余裕の表れだろう。実力的にも条件的にも不安要素はなしということか。

　そのとき十郎はふと眉をひそめた。

　目の前のこの男とは間違いなく初対面のはず。だが、どこかで顔を見たことがあるような気がしたのである。

「……魔法士だな。特とく殊しゆ執しつ行こう官かんか？　どこの所属だ？」

「さてね。公的身分がどうあれ、今ここにいる俺は『大祓』の手先なわけで、その事実のほうが重要じゃないかい？　──で、俺をどうするつもりかな？」

「とっ捕つかまえるさ」

　油断無く銃じゆうを向けたまま、十郎は言った。シグレはくくっと喉のどを鳴らす。

「なるほどね。人ひと質じちの中にも妙みように戦い慣れしてる奴やつがいたけど、ここの先生には戦せん闘とう専門の魔法士が何人か居るのか。お前があの男並にいい遊び相手であれば嬉うれしいんだけど、その辺の自信はどーよ？」

「…………」

「ま、いいや。やってみりゃわかるだろ。楽しませてくれよ」

　シグレの目がすっと細められる。

　十郎はとっさに膝ひざを狙ねらって発はつ砲ぽうしたが《障しよ壁うへき》に撥はね返された。間かん髪はつ容いれず放たれた《魔ま弾だん》を横に飛んでかわす。背後で木々の薙なぎ倒たおされる音が響ひびく。

「……やり返してこないのか？　お前も魔法士なんだよな？」

　訝いぶかしげなシグレを無視し、十郎は木立の陰に身を隠かくした。

　自分の力では十分なマナは集められない。また、集めたところで大したこともできない。早々に能力の低さを知られるのもまずいだろう。何か策があるとでも思ってくれればもうけものだ。

「出てこいよ。魔法対魔法でぱーっとやりあうのを期待してんだよな、俺。ほらほら、今、隙があっただろ？　魔法使わねーの？」

　十郎は気配を消して闇やみの中をゆっくり移動する。まずは矛ほこ先さきを子供たちから逸そらすことだ。隙を見て上手く無力化できればいいが──さて、どう攻せめる？

「おいおい、かくれんぼかあ？」

　声を張り上げるシグレ。十郎はその瞬しゆ間んかん、小石を投げつけた。つぶてはあっさりと《障しよう壁へき》に弾はじかれる。

「そこかあ！」

　一いつ瞬しゆんで組み上げられる魔法回路。《魔ま弾だん》が放たれる。十郎は体を捻ひねって光弾をかわしざま、それにカウンターを合わせるように発砲。しかし、銃じゆ弾うだんはまたしても《障しよ壁うへき》に阻はばまれた。

（隙すきがねえな）

　舌打ちし、また身を隠す。

　付加式で《障しよ壁うへき》と《糸いと車ぐるま》を常時維持、その上で攻こう撃げきを仕し掛かけてきているわけだ。まず《障しよ壁うへき》を何とかしなければ指一本触ふれることはできないだろう。

　十郎の壊呪デイスペルの射程は約三メートル。ここからでは少し遠い。

「手て詰づまりかい？　先生。それとも逃にげちゃったかな？　ならこの子たちと遊んじゃうけど、いいのぉ？」

　駿介がびくっと身を縮め、月子は唇くちびるを噛かんでシグレを睨にらみつける。

　そのまましばらく静せい寂じやくが流れた。

　少し苛いら立だった様子で再びシグレが口を開こうとしたそのとき──銃声が連れん鎖さ。だが、全弾が空しく《障しよ壁うへき》に防がれる。

「ばーか」

　攻撃が途と切ぎれると同時に、シグレは《霹へき靂れき火か》の魔法回路を起動。銃声の音源を中心に、決して回かい避ひしようのない範はん囲いが爆ばく炎えんに包まれ、雑木林の一角が派手に吹ふき飛ぶ。

「おいおい、どうした？　先生。マジでもう終わりか？　あっけない──」

　シグレの嘲ちよう笑しよう。だが十郎はそれを断ち切るように地面を蹴けり、ナイフを抜ぬいた。

　銃声は囮おとり。ワイヤーをトリガーに結びつけた単純な遠えん隔かく操作である。そちらに注意を引きつけながら移動し、シグレの斜ななめ後ろに回り込んだのだ。

　振ふり向いたシグレはわずかに眉まゆをひそめたものの、特に対応する様子も見せない。《障しよ壁うへき》が展開されている以上、ナイフが体に届くことはない。いつでも余よ裕ゆうを持って殺すことができると思っている。

　だが、十郎はその思い上がりを打ち砕くだく。

　──壊呪デイスペル。

　魔法回路の要を、意識の刃やいばで切断。《障しよ壁うへき》が砕け散る。

「な──に」

　シグレの眼めが強きよ烈うれつな驚おどろきに見開かれる。

　十郎は奇きし襲ゆうの成功を確信した。魔法の素質に劣おとる分、壊呪デイスペルと格かく闘とうの技術は徹てつ底てい的てきに磨みがいてきたのだ。生半可な鍛きたえ方では反応すら許さないほどの速度で、ナイフが白い軌き跡せきを描えがく。狙うは眼。

　魔法は認識なくして発動させることはできない。ゆえに感覚器官を潰つぶせば、施呪キヤステイングに大きく制限がかかることになる。視覚を奪うばってしまえば、終わったも同然だ。

　肉を切り裂さく手て応ごたえ、血ち飛沫しぶき。

　──だが、今度は十郎が驚きよう愕がくする番だった。

　シグレは眼を腕うでで庇かばい、さらには追つい撃げきを恐おそろしいほどの反射神経でかわしてのけたのである。そして至近距きよ離りから反はん撃げきの《魔ま弾だん》。

　壊呪デイスペルした魔法回路のマナを集め、辛かろうじて《障しよ壁うへき》を張った手のひらで受ける。完全に衝しよ撃うげきを防ぐことはできず、十郎はそのまま後方に吹き飛ばされ、立木の一本にわき腹をぶち当てた。

「先生！」

「ぐ──っ！」

　月子の悲鳴で遠のきかけた意識が戻もどってきた。すぐに跳ね起きて、敵を見み据すえる。

「……ふん、壊呪デイスペル使いか。珍めずらしい」

　シグレの右みぎ腕うでから赤い液体が滴したたっている。が、この程度の傷では動きを鈍にぶらせることすらできないだろう。

　十郎の方は《魔ま弾だん》を受けた左手と、肋ろつ骨こつをやられたようだ。呼吸をするだけで痛みが走る。まずい。

「ナイフの腕も結構なもんだな。普ふ通つうの奴やつならすっぱりやられてただろ。『戦せん闘とう』ではなく、『対魔法士戦闘』の専門か。いやいや、心底驚いた」

　そしてシグレは笑えみの形に唇を歪ゆがめる。

「ただ、お前、魔法士としての基本スペックが思いっきり低いよな？　あの能勢とかいう奴や、この嬢じようちゃんの足下にも及およばないレベルだ。だから壊呪デイスペルみたいな色物芸や格闘術を磨かなきゃならなかったんだろ？　違ちがうか？」

「…………」

　見み抜ぬかれた。十郎は小さく舌打ちする。

　魔法士の中には、射しや撃げき、格闘技術などの訓練を疎おろそかにする者も少なくない。一いつ般ぱん人じんが修練で手に入れるより遙はるかに大きな力を、易々と行使できるからだ。だが、シグレにはそのような驕おごりは感じられなかった。明らかに肉体を鍛え上げ虐いじめ抜いた者の動きだ。そう、まるで十郎や能勢たち以上のエリートとして育成されたような──

　と、そこで十郎の頭にとある光景が蘇よみがえった。

　五年前、政府の執とり行った合ごう同どう葬そう。

　壇だん上じようの菊きくの花。その中に埋うもれるように飾かざられた遺い影えい。

　黒くろ枠わくの中で穏おだやかに微笑ほほえむ一いち花かの顔。その隣となり──

「……思い出した。中東に派は遣けんされ、殉じゆん職しよくした奴らだ。その中に《糸いと車ぐるま》の使い手がいた。名前は──確か、石いし暮ぐれ陸りく人と」

　シグレは意外そうに眉を上げた。

「おや、俺って結構有名人？　顔はそんなに売れてないと思ったんだが──って、お前、椎葉とか呼ばれてたっけ。もしかして椎葉一花の身内か？」

「…………」

「そうかそうか、そりゃ奇き遇ぐう。俺とあの女は一いつ緒しよに殉職した仲だしな」

　楽しげなシグレの笑い声を聞きながら、十郎は混乱していた。

　五年前一体何があったのか。一花と共に死んだはずのこの男がこうして生きている。では──

「姉は……一花はどうした？　あいつもどこかで生きているのか？」

「さてね」

　シグレは挑ちよ発うは的つてきな視線を十郎に向けた。

「聞きたきゃ力ずくでやってみるこった。俺に勝てたら教えてやるよ」
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　マキヤは撤てつ退たいのタイミングを計っていた。

　全員同時に引き上げられれば理想だが、何人かは可能な限り警察側を足止めにし、時間を稼かせぐ必要がある。互ご角かくに持ち込めるのは、魔法が使えなくなっている学校の周囲五〇〇メートルの範はん囲いのみ。ここを出れば自分たちは圧あつ倒とう的てきな不利に晒さらされるのだ。

　もっともシグレによる《糸いと車ぐるま》もいつまで持つのか不確定だ。逃にげるタイミングを誤あやまれば、ここで一いち網もう打だ尽じんということにもなりかねない。作戦はすべて人ひと質じちの存在を前提として立てられていた。それを失っては逃とう走そうすら容易ではないということである。

　シグレの立ち去った方角から時折轟ごう音おんが響ひびいてくる。彼が暴れているのだろうか。

（……あの馬ば鹿かが）

　あいつのせいですべてが無茶苦茶だ、とマキヤは心の中で毒づく。

　ただ、その感情の中には、単なる怒いかりや嫌けん悪おとは違う、奇きみ妙ようなもどかしさのようなものが含ふくまれている。なぜあの男はあんな生き方しかできないのか──そう思うのだ。

　マキヤが『大祓』の活動に身を投じたのは六年前。きっかけは父親の死だった。

　電車の運転士だった父はここ守もりヶが丘おかで起きた脱だつ線せん事故に巻き込まれ、帰らぬ人となった。トンネルから剥はく離りしたコンクリート片に運悪く車輪が乗り上げ、車両が横転してしまったのだ。事故の後、町が魔法士の養成学校の誘ゆう致ちと建設に金を使い、老ろう朽きゆ化うかしたトンネルの整備が後回しにされていたことが報道された。

　父は善良だが平へい凡ぼんな人間だった。特別な尊敬の念を抱いだいていたわけではない。むしろその存在を疎うとましく感じることの方が多かったように思う。ただその死後、冷れい淡たんな息子に少し寂さびしげな顔をする彼を、かすかな胸の痛みとともによく思い出すようになった。

　時が経たち、マキヤが成熟したとき、二人の関係はどう変わったのだろう。結けつ婚こんしたとき、孫ができたとき、父はどんな顔を見せただろう。

　わずかな社会の歪みがその機会を永遠に奪うばってしまったことに、マキヤは言いようのない理り不ふ尽じんを感じた。あるいは父への罪悪感もあったのかもしれない。

　そして、彼は当時通っていた大学を中退し、大祓に関わっていくことになる。

　マキヤは反魔法論者であるが、それは極ごく少数の者が圧倒的な力を手にすることへの危き惧ぐがあるからである。魔法が極きわめて優すぐれた力であることは認めざるを得ない。そしてシグレは魔ま法ほう士しの中でも、さらに選ばれた一流の使い手だ。

　──そのあいつが、なぜあんなに自じ滅めつ的で自じ暴ぼう自じ棄きなのだろう。

　マキヤはシグレの本名も経歴も何一つ知らない。だが、あれだけの力があれば、もっと別な生き方を選ぶことができたのではないのか。そう思うのだ。

　不意に別れ際ぎわのおどけたような表情が脳裏を掠かすめた。

　わずかな後こう悔かいが胸をよぎる。シグレと袂たもとを分かったことに、ではない。彼という人間を知ろうとしなかったことに、だ。もう少しできることがあったかもしれない。そうしたら何かが変わっていたかもしれない。

（──いや、今はそんな事を考えてる場合じゃない、な）

　マキヤは感傷を消し去るように頭を振ふった。部下たちに口を開く。

「今から俺の合図に合わせて順次一班ずつ引き上げる。残った者は威い嚇かく射しや撃げきを継けい続ぞく。七分後に寮りようの爆ばく弾だんが爆ばく発はつするから、それに合わせて最後の一斑が離り脱だつする」
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　攻こう防ぼうがめまぐるしく入れ替かわる中、戦せん況きようはなんとか均きん衡こうを保っていた。

　シグレが続けざまに魔法回路を組み上げ、それを十郎が続けざまに壊呪デイスペルする。懐ふところに飛びこんでナイフを振るう十郎を、シグレが紙一重でかわす。足が地を蹴けり、刃やいばが空を裂さく。光こう弾だんが闇やみを食い千切り、不可視の壁かべが火花を散らす。

　戦せん闘とう技術を極限まで極めた魔法士同士の戦いがそこにあった。

（──くそったれ）

　だが、十郎は奥おく歯ばを噛かみ締しめる。一見互角の戦いだが、長く持たないことは誰だれよりも自分がよくわかっていた。

　一いつ瞬しゆんで相手の魔法回路を見切り、的確に壊呪デイスペルしていくその技術は神かみ業わざの域に達している。が、元々施呪キヤステイングをする側の方が遥はるかに有利なのだ。マナを確保する手間すらかけず、呼吸をするように魔法を使うシグレに対しては、どうしても速度で大きく劣おとる。致ちめ命いし傷ようは何とか避さけているものの、反はん撃げきのタイミングを逸いつして後退することが多くなっていた。

　さらに数手の応おう酬しゆう。はっきりと天てん秤びんが一方に傾かたむきだす。

《糸いと車ぐるま》を無効化できれば一番早いのだが、《維い持じ》に加え《隠いん匿とく》の付加式とセットになっているため、魔法回路を確認するのが非常に困難だ。足を止め時間を掛かければ壊呪デイスペルも不可能ではないが、その間に軽く二〇回は殺されることになるだろう。

　壊呪デイスペルし損そこねた《魔ま弾だん》を、手の平の《障しよ壁うへき》で弾はじく。バランスを崩くずしたところに追つい撃げきの《霹へき靂れき火か》。地面に転がり辛かろうじて回かい避ひ。

　青ざめた顔で戦況を見つめている月子が視界の端はしに見えた。

（……なんだその面つらは。この俺が負けるとでも思ってんのかよ！）

　しかし──実際に十郎は追い詰つめられていた。あと打てる手が幾いくつ残っているだろう。

　魔法が使えない以上、能勢や警察が援えん護ごに来たとしても焼け石に水だ。月子と駿介はもちろん戦力として計算できない。手持ちの武器はナイフ一本のみ。

　十郎は大きく距きよ離りを取った。シグレは追ってこない。こちらの対たい抗こう手段が尽つきかけていることは分かっているのだろう。

「壊呪デイスペルは見事なもんだが、持ちネタが一つだけじゃあ退たい屈くつだなあ。他ほかに何かないのか？ん？」

　シグレの挑ちよ発うはつを無言で聞き流し、十郎は呼吸を整えた。

　落ち着け、何か手を考えろ。そう自分に言い聞かせる。子供たちだけではなく、大おお怪け我がを負った祐平の命も懸かかっているのだ。早くシグレを倒たおさなければ、手て遅おくれになる。

　今の余よ裕ゆうたっぷりな態度、また能勢の視覚を奪っていなかったことなどを考えても、シグレにはぎりぎりまで相手をなぶり、戦闘を楽しむ癖くせがあるようだ。自分に自信があるのか、あるいは心のどこかが壊こわれているのか──いずれにしても、そこに付け込んで何とかひっくり返さなければならない。

　いつの間にか、すぐ後ろに月子と駿介を背負う形になっていた。ここは位置が悪い。十郎はゆっくりと横に移動する。

　とそのとき、背後からチチッ、という聞き慣れた小さな鳴き声が聞こえた。

「──！」

　十郎は驚おどろきのあまり振り返りそうになるのをすんでのところで自制する。

「……使ってなかったのか？」

　小声で背後に問い掛けた。

「う、うん」

　こちらも小さい声で返事があった。

　貸し与あたえたフクジローのマナを使ってシグレ相手に持ちこたえていたのだと思っていた。まさか、純じゆ粋んすいに月子一人の力でこの魔法士に相対していたというのか。

「せ、先生に必要になると思ったから……」

「バカが！　何のために残していったと思ってる！」

「で、でも、この子、ただのマナの電池なんかじゃないんでしょ？　だから先生に渡わたして、ちゃんと使ってもらわないとって……」

　思わず十郎は眉まゆを寄せた。

「お前──まさか、これが何かわかっているのか？」

「詳くわしくはわからない、けど……でも大きな仕し掛かけがあるよね。起動のスイッチというか、トリガーみたいなのが……」

　ゴマイチローとフクジローに内蔵されているのは、十郎のすべての技術をつぎ込んだ切り札である。容易に解かい析せきされないよう何重にも防ぼう御ぎよ機構を作っておいたのだが……完全ではないにしろ、この子供はそれを突とつ破ぱしたというのだろうか。それもおそらくは無意識のうちに。

（──いや、そんなことは後回しだ）

　今重要なのは、選せん択たく肢しが一つ増えたということ。　

「──っ！」

　そのとき突とつ然ぜん《魔ま弾だん》が飛来した。十郎は左手の《障しよ壁うへき》で軌き道どうを逸そらす。背後から轟ごう音おんと駿介の大げさな悲鳴が聞こえた。

「おいおい、いつまでこそこそ内ない緒しよ話ばなししてんだよ。ほっとかれると寂さびしいじゃねーか」

　シグレの勝利を確信した表情を見ながら、頭の中で作戦をまとめる。

　フクジローの支配権をこちらに移し変えられればいいが、そんな暇ひまはなさそうだ。切り札の存在が相手にばれるのもまずい。となれば、手は一つ。

　十郎は小声で囁ささやいた。

「……よし、俺が合図したらお前が起動しろ」

「え──？」

「それであいつを倒せる。絶対に躊ちゆ躇うちよすんな。それまでは余計なことを考えず、今までみたいに守りに徹てつする。いいな？」

　一いつ瞬しゆんの間の後、うん、という短い応こたえが返されたことを確認し、シグレに注意を戻もどす。

「作戦会議は終わりかーい？　さあ、どうあがいてくれるんだ？　ん？」

　今の隙すきに全員を巻き込んで攻こう撃げきを仕掛けることもできたはずだ。それをしないのがこの男の余裕、あるいは過信の表れだろう。

「その締しまりのねえ口を──閉じやがれ！」

　残った力を振ふり絞しぼって一足飛びに間合いへ。腕うでを跳はね上げ顔面にナイフを突つき込む。シグレは軽くかわして《魔ま弾だん》を放つ。

　再び展開される魔法と体術の応おう酬しゆうの中、十郎はシグレの思考をシミュレートしていた。

　子供二人には近接戦せん闘とうの技術はなく、十郎には決定的なダメージを与える魔法の力がない。であれば、攻撃手段は十郎のナイフか、月子の魔法かということになる。連れん携けいをとる場合、フィニッシャーではない側がサポートに回り、隙を作り出す役目を担になうはず。

　──と、ここまでは確実に読まれるだろう。その上で裏をかかなければならない。

　十郎は大きく回りこみ、月子からシグレの注意を逸らそうとする。

　シグレはそれを阻そ止ししようと、進行方向に《魔ま弾だん》を放つ。その瞬しゆ間んかん、十郎はステップを踏ふんで方向転てん換かん、懐ふところに飛び込んだ。シグレの頬ほおを浅くナイフが裂さく。

　が、間合いが近い分、反はん撃げきへの対応が遅おくれた。シグレの《魔ま弾だん》が肩かたを掠かすめ、衝しよ撃うげきに思わず苦鳴が漏もれる。

「お、頑がん張ばって深く踏み込んできたな。勝負を賭かけてる？　それとも焦あせってるだけかい？」

「うるせえ！」

　十郎はさらに距きよ離りを詰つめ、続けざまにナイフを繰くり出す。

「囮おとりは本気に見えるほど効果的だと言うよなあ」

《魔ま弾だん》。即そく座ざに壊呪デイスペル。

「ということは、本命はあっちのガキかな？　──じゃ、向こうから終わらせるか」

　二撃目の《魔ま弾だん》は子供たちの方を向いた。自分への攻撃に備えていた十郎は一瞬反応が遅れ、壊呪デイスペルし損そこねる。

　これまでにない大きさだった。今の月子の《障しよ壁うへき》で防ぎきれるかどうか。

　十郎は舌打ちし、地面を蹴けって全力で飛び込む。その瞬間──

「はい、詰み」

　完全にその動きを予想していたのだろう。《魔ま弾だん》の狙ねらいが十郎に向いた。

　戦術とはつまるところ相手を思い通りにコントロールする技術のことである。

　シグレは十郎が囮となって注意を引こうとすることも、子供たちが標的になったとき阻止するために飛び込んでくることも完全に読み切った。

　十郎は《魔ま弾だん》の発射される直前、その威いり力よくと軌道を一瞬で把は握あくする。

　回かい避ひは不可能。即そく死しを免まぬがれたとしても、片手片足は持って行かれる。戦闘能力を根こそぎ奪うばわれ、戦いはここで終わる。

　だが──これこそが望んだ形だった。

　シグレは魔法士として極きわめて優ゆう秀しゆうな人間だ。そして優秀であるがゆえに、自分の思い通りに事が進んでいることを疑わない。結果、きれいに十郎の策に嵌はまった。

　たった一瞬、注意を月子から逸らすため、ただそれだけのために、十郎はあえてシグレの思おも惑わくに乗り、自分の身を差し出したのだ。あと一つ──あと一手が予定通りに進めばこちらの勝ち。

　十郎は少女に向かって叫さけんだ。
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　月子は十郎の背中を見つめている。

　命を賭として囮の役を果たす、その背中を見つめている。

　目を背そむけたいという衝しよ動うどうを必死に抑おさえ付け、見つめている。

　左手はもう動かないのか、だらりと下げられたまま。細かい傷は数知れず。血の滲にじんだシャツは既すでにぼろ布のよう。

　それでも踏み込み、かわし、突き込み、薙なぎ払はらう。

　まるで白しら刃はの上で爪つま先さき立ちをするような、極めて危ういバランス。

　遠からず転げ落ちて真っ二つ。

　確定的な未来。

　しかし十郎は躊躇ためらわない。己おのれの身を対価に、ただ一度の好機を購あがなうため。

　月子は肩の上のハムスターの存在を意識する。

　合図があればいつでもトリガーは引ける。だが、機会を作り出す代だい償しようとして十郎は致ち命めい傷しようを負う。そのことが月子にはわかっている。

　助けるんだ、と胸の奥おくの声が命じる。

　おそらく、あと一度なら《障しよ壁うへき》を張り直すことが可能。

　最後の瞬間にそれを行えば──十郎を救うことが出来る。

　ならそうしろ。あの人が死んでもいいのか。体を吹ふき飛ばされて地面に横たわる姿を見たいのか。

　月子は涙なみだを堪こらえ、唇くちびるを噛かんで冷静になろうと努める。

　命じられているのは、躊ちゆ躇うちよせず魔ま法ほう回路を起動させること。たとえ彼がどんな苦境に陥おちいっていようとも、だ。

　とたんに、理性を撥はね退のけて感情が絶ぜつ叫きようする。

　嫌いやだ！

　絶対に嫌だ！

　見殺しになんかしたくない！

　そんなの耐たえられない！

　決断できぬまま、終局が近づく。

　シグレの手に大きな《魔ま弾だん》。

　自身に止とどめを刺ささせるため、わざと踏み込む十郎。

　生まれた一いつ瞬しゆんの間かん隙げき。

　そして声。

　月子を信しん頼らいし、全てを託たくした──声。

「やれ！　雛咲！」
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「な──に？」

　次の瞬しゆ間んかん、シグレの顔は驚きよ愕うがくに歪ゆがんでいた。命中を確信していたであろう《魔ま弾だん》が、不可視の壁かべによって逸そらされたのである。圧あつ倒とう的てきな衝しよ撃うげ波きはが十郎の右の肩かたを掠かすめ、後方に抜ぬけていく。月子が彼の前に《障しよ壁うへき》を張り直し、護まもったのだ。

　だが──同時に十郎は絶望の呻うめきを漏もらす。

　シグレの注意が完全に月子から離はなれたこの瞬間、彼女は十郎の身など顧かえりみず、切り札を切るべきだった。それができれば勝ち、できなければ負け。チャンスは一度。──そういう賭かけだったのだ。

　月子は十郎の身を優先した。つまり──十郎は賭けに敗れた。

「……ふん、命拾いしたな。だが、今のでガキのマナも打ち止めだろ。終わったか？」

　シグレが嘲あざ笑わらった。

　奥おく歯ばを噛み締しめる。完全に手は尽つきた。あとはせいぜい時間稼かせぎ。子供二人を逃にがすことができればいいが。

　十郎は無言でナイフを構え、姿勢を低くする。そして──そして、軽く目を見張ると、小刻みに体を震ふるわせ始めた。

　眉まゆを寄せるシグレをよそに、含ふくみ笑いはやがて哄こう笑しようへと変わる。腹の底から楽しそうに、十郎は笑い続ける。

「……おいおい、頭でもおかしくなったのか？」

「おかしくなったのか、だと？」

　ようやく笑いを収め、十郎は言った。

「こんなとんでもねえもん見て、笑わずにいられるかよ。──なあ、テロリスト、お前、ネズミ算って知ってるか？」

「はあ？」

　声を上げたシグレの足元に、白い小動物が現れていた。

　ハムスターはぴょんと飛び上がると、彼の《障しよ壁うへき》に取りつき、その魔法回路の一部に歯を立てる。わずかなマナがこぼれ落ちる。

「……んだ、こりゃ」

　壊呪デイスペルと呼ぶにも値しない、貧弱な魔ま法ほう回路への攻こう撃げき。そう見えただろう。

　だが、目め障ざわりな毛玉を軽く消し飛ばそうとした瞬間、シグレの表情が凍こおりつく。

　囓かじり取られたマナが結合し魔法回路を構成、ハムスターの姿──フクジローの複製が作り出された。複製はさらに魔法回路を囓り取り、新たな複製を産みだす。

　一匹ぴきが二匹に、二匹が四匹に、四匹が八匹に、八匹が一六匹に、一六匹が三二匹に、三二匹が六四匹に、六四匹が一二八匹に──

「な、このっ──！」

《魔ま弾だん》の閃せん光こうとともに、半数以上が消しよ滅うめつさせられた。だが、残った数十匹はさらに魔法回路を喰くい、さらに増ぞう殖しよくする。

「無む駄だだよ。喰らって増えろ、《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》！」

　閃光と爆ばく音おんが連れん鎖さする。しかし増殖は破は壊かいの速度を上回り、そしてシグレが《魔ま弾だん》を生み出す速度すら上回った。ハムスターたちは魔法回路を完成させる暇ひますら与あたえず、囓り付き、喰い尽くす。

　やがて《魔ま弾だん》も《障しよ壁うへき》も平らげた白い毛玉の群れは、隠いん匿とくされていた《糸いと車ぐるま》に取り付いた。瞬またたく間にこの芸術的なまでに精せい緻ちな魔法回路までもが破は壊かいされていく。

　壊呪デイスペルのように魔法回路の要所を切断していくのではない。圧倒的なまでの数の暴力で、ただ跡あと形かたなく喰い壊すのである。一度作動したが最後、十郎以外の人間に止める術すべはない。



    

  
    
      　──これが最後の切り札、《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》だった。

　ハムスターたちは魔法回路をすべて喰い尽くすと、再び一匹の姿へと戻もどった。食べたマナを全てその身に蓄たくわえたフクジローを拾い上げると、十郎は支配権を月子から再び自分へと書き換かえる。

　全てのマナを手の内に置く十郎、全てのマナを奪うばわれたシグレ。立場の完全な逆転。

　テロリストはただ唖あ然ぜんと立ち尽くしていた。

「──確かに俺は三流だ。マナを集め魔法回路を作ることに関してはな。だが、今ならお前一人をぶっ殺すくらいのことはできる」

「これは……お前の術、なのか？　だが、施呪キヤステイングの素そ振ぶりは……」

「そりゃ、起動したのはあいつだからな」

　理解の範はん疇ちゆうを超こえた展開にぽかんと口を開けて固まっている月子に視線を向け、十郎はそう答えた。

「ありえないだろ！　あのガキはお前に《障しよ壁うへき》を張っただろうが。いったい、いつそんな──」

　言いかけてシグレは何かに気付いたように口を噤つぐむ。

「そう、普ふ通つうは複数の魔法回路の起動を同時に行うことはできない。だが、ごくごくまれに、それを可能にする規格外の魔法士がいる。お前も一人知っているはずだよな？」

「……複数施呪者マルチキヤスター」

　その口から呟つぶやきが漏もれる。

「そういうこった。《障しよ壁うへき》と《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》を同時に起動したんだよ、あいつは」

　シグレは何か言おうと口を開閉させたが、やがて諦あきらめたようにくくっと笑うと両手を上げた。

「いやいや、降参降参。俺の負けだ。好きにしろ」

　十郎は用心しながら近づき、後ろ手にワイヤーで縛しばり上げた。次いでナイフを二度閃ひらめかす。刃やいばはシグレのサングラスを断ち割り、両目の瞼まぶたを薄うすく裂さく。

　視覚が利きかなくなったことを確認し、マナを解放。大気中のマナ濃のう度どが正常に戻っていく。残りのテロリストたちの方も、これで片がつくだろう。たとえ何人いようとどんな武装をしていようと、能勢の前では問題にならないはずだ。

　祐平に関しては──信乃の治ちり療ようが間に合うことを祈いのるしかない。

　十郎は一つ息を吐くと二人の生徒の下もとに歩を進めた。
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（きれい……）

　月子は青白い光の粉の乱らん舞ぶに目を奪われていた。窮きゆ屈うくつな檻おりに閉じこめられていたマナが、まるで喜び勇んで駆かけ出していく子供のように四方八方に散って行く。

　慣れ親しんだ、あの魔法の力に満ちた空気が戻ってきた。十郎が組み上げ月子が起動した《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》が、テロリストから日常を取り戻したのだ。

「──雛咲」

「は、はい」

　不意に声を掛かけられ、慌あわてて顔を向ける。いつの間にか十郎がすぐ傍そばに立っていた。

「お前、複数施呪マルチキヤステイングできるのを隠かくしてたのか？」

「複数施呪マルチキヤステイング……？」

　困こん惑わくする。聞いたことのない単語だ。

「幾いくつも同時に魔法回路を起動する能力のことだ。さっきお前がやってみせただろう」

　十郎の表情は厳しく、真しん剣けんだった。

　もしかして私は何か先生をひどく失望させるようなことをしてしまったのだろうか──そんな恐きよ怖うふが心を掠かすめる。

「か、隠してた、つもりは……あの、だって、魔ま法ほうを使うときは一回一回魔法回路を解いて組み直すって習ったから……学校ではそう教えられたから……」

　よくわからないが、大人たちがそう言うのなら何か大事な理由があるのだろうと思った。だから月子はそれを忠実に守り、二つ以上の施呪キヤステイングを同時に行おうと試みたことはなかったのだ。

　──つい先ほどまでは。

「さっきのは、先生に言われた通りにやるのと、先生を護まもるのと、どうしたらいいかわからなくて……ただ夢中で、二ついっぺんにって……あ、あの、私、何かいけないことしたの、かな？」

　十郎は無言。沈ちん黙もくが痛い。耐たえられず、逃にげ出したくなる。

「……自分でも気付いてなかった、か」

　やがて彼は小さな吐と息いきを漏らした。

「ま、どうでもいいか。お前がやるべきことをやったのは間ま違ちがいねえんだからな。──どうだ？　自分の責任を果たすのに、作り笑え顔がおや良い子ぶった丁てい寧ねい口調なんかいらなかっただろ」

「え……？」

　一いつし瞬ゆん意味が分からなかったが、すぐにあの“〝仮面”〟のことだと気付いた。

　そういえばそうだ。駿介を助けに飛び出したときからずっと必死で、自分を装うことなど忘れていた。頭の片かた隅すみにも浮うかばなかった。

「もともと必要ねえんだ、そんなものは。つまらんこと気に病やんで上うわっ面つら取り繕つくろうより先に、お前は自分を誇ほこることを覚えろ」

　きょとんとする月子の頭の上に、ぽんと手が載のせられる。

　相変わらず不ふ機き嫌げんそうな、どこか怒おこっているような顔。しかし、その手のひらは大きくて温かかった。

「──褒ほめてんだよ、要するに。よく頑がん張ばったな、雛咲」

　ややあって十郎の言葉の意味を理解し、ようやく月子は体の力を抜ぬく。

「……う、うん」

　──良かった、私はちゃんとやれたんだ。

　そう思ったとき──突とつ然ぜん、瞳ひとみから涙なみだがこぼれ落ちた。

「あ、れ？」

　透とう明めいな雫しずくが頬ほおを伝う。後から後から溢あふれて、止まらなくなる。

「な、なんでだろ？　変だよね、私」

　ようやく全てが終わって恐怖から解放されたのに、どうして──自問しかけて、月子はその答えに気付く。

　これは、先生が褒めてくれたから、頑張ったなと認めてくれたからだ、と。

　今までそんな風に言ってくれた人は居なかった。『雛咲』にとって頑張ること、努力することは当然の義務。賞賛など期待するな。そう教えられていた。自分もそれが正しいと信じていた。

　だから、ずっと知らずに生きてきたのだ。

　たった一言が、こんなにも温かいものだということを。

　涙が出るくらい、心を優しく包んでくれるものだということを。

　月子は泣き笑いの顔のまま、ぐしっと鼻を啜すすり上げた。

　銃じゆ声うせいが断続的に響ひびいている生徒寮りようの方に視線をやり、十郎は口を開く。

「……そろそろこの馬ば鹿か騒さわぎも幕引きだな。後ろでへたってる最部に肩かた貸して、先に門の方へ行ってろ。生徒寮は避さけて、グラウンドの向こうを大回りでな」

　口調がいつもよりさらに素っ気ないのは、おそらく泣き出した月子に戸と惑まどい、どう扱あつかうべきか困り果てているから。

　いつの間にかしかめ面つらの裏にある感情の動きが分かるようになっていること、そしてこの怖こわい先生を案外可愛かわいいなどと感じている自分が居ることに気付き、少し可お笑かしくなる。

「椎葉先生」

　月子は声を掛かける。踵きびすを返して捕とらえたテロリストに歩み寄ろうとしていた十郎が、振ふり向く。

　多分、涙でぐしゃぐしゃになっている。瞼まぶたも鼻も真っ赤で、ひどくみっともない見た目をしているに違ちがいない。

　──でも、この顔を十郎に見せられることが嬉うれしく、そして少し誇らしかった。

「ありがとう」

　月子は自分自身の表情で、心から微笑ほほえんだ。
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　立ち去る二人を見送っていると、シグレが冗じよう談だんめかした口調で語り掛けてきた。

「や、健けな気げな子じゃねーか。学校の先生ってのもなかなか面おも白しろそうな仕事だな。俺もやってみたかったよ」

　捕らわれの身であるにも拘かかわらず、不ふ遜そんな態度は何一つ変わらない。

　不快の念を刺し激げきされて思わず十郎は睨にらみつけるが、視覚を奪うばわれているテロリストには当然ながら何のダメージも与あたえることはできなかった。もっとも、目が見えていたとしても、意に介かいしたりはしなかっただろうが。

「──しかし、複数施呪者マルチキヤスターなんて怪かい物ぶつに生しよ涯うがいで二人もお目にかかることになるとはねえ。まったく驚おどろきだ。いや、いい体験だったと言うべきなのかな？　魔ま法ほう士しとしては」

「全部話してもらうぞ」

　軽口には取り合わず、十郎は静かな口調で言った。

「ああ、そういやそんな約束だったな。わかったわかった、聞かせてやるよ」

　シグレは皮肉げに、そしてどこか楽しげに、唇くちびるを歪ゆがめた。

「五年前、俺たちに起こったことを、な」
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（マナが戻もどった──？）

　いつのまにか、大気に力強い魔力素子の気配が満ちている。これなら問題なく魔法回路を組むことができるだろう。信乃は足を急がせた。

　テロリストが生徒寮を放ほう棄きして敷しき地ちの奥おくに後退したこと、そして祐平が重傷を負って動けないでいることを知らせる連れん絡らくが少し前にあった。安全が確認され、今ようやく信乃が治ちり療ように向かえるようになったところである。

　生徒たちはほぼ全員無事。だが月子と駿介の二人は所在の確認ができていないらしい。心配ではあるが──こちらに関しては警察や十郎たちを信じるしかない。自分は自分で、できることに全力を尽つくそう。

（──絶対に、死なせない。もう二度とあんなことは繰くり返さない）

　祐平には以前にも医療魔法を施ほどこしたことがあった。六年ほど前、まだこの守ヶ丘育成校ができて間もない頃ころのことだ。当時の信乃はここの新任教官、つまり今の祐平と同じ立場であり、その祐平は彼女の生徒でまだ一一歳さいの子供だった。

　人ひと懐なつこく悪いた戯ずら好き──よく信乃も悩なやまされたものだ──な子供だった彼には、耕こう平へいという一卵性双そう生せい児じの弟がいた。顔は同じだがおとなしく内気な性格で、祐平の陰かげに隠かくれていることが多かったと記き憶おくしている。

　その日、信乃は嘉神兄弟を含ふくむ一〇人ほどの生徒を引き連れて電車に乗り、隣とな町りまちまで遠足に行った。事故が起きたのは、その帰路のことだった。電車が脱だつ線せん、横転したのである。

　幸いにも大した怪け我がを負わなかった彼女は、すぐに自分の生徒たちの安否を確認した。ほとんどの者は信乃と同じく軽傷。だが、嘉神兄弟の座っていた席の付近は特に衝しよ撃うげきが激しかったらしく、祐平は右足を骨折していた。

「僕は大だい丈じよ夫うぶ、兄さんを見てあげて」

　自身も頭から血を流していた耕平はそう言った。信乃は魔法で彼の痛みを消し、傷口を押おさえておとなしくしているように指示を出すと、祐平の手当てに取り掛かった。

　折れた骨が皮ひ膚ふを突つき破っていた。動脈が傷ついたようで出血もひどく、かなり危険な状態だった。信乃は当時の彼女の持てる限りの技術を駆く使しし、何とか彼の容態を安定させることに成功した。

　生徒たちの手当てが一段落すると、彼女は救助隊が到とう着ちやくするまでのあいだ車内を回り、他ほかの怪け我が人にんの治療にあたった。一人でも多くの人を救おうと、必死に動いた。運転士、夫と乗っていた初老の女性──何人か手て遅おくれの人間は居たが、自分にできる最大限のことをした。

　──そう思っていたのだ。あの時までは。

　記憶を振り払はらうように足を速め、信乃は生徒寮りようの食堂に入る。

　部屋は血に染まっていた。床ゆかに倒たおれて絶命しているテロリストが数人。その奥で祐平が壁かべに背中を預け、一人座っていた。

　彼は弱々しい笑えみを浮うかべた。

「……や、信乃先生。ずいぶんと、久しぶりな、気がするっすね」

「黙だまって」

　信乃は《精せい査さ》の魔法回路を組み上げる。人体内部の映像を術者の脳に直接投とう影えいする、医療魔法士がレントゲンやＣＴの代わりに使う魔法だ。

　腹部がごっそりと抉えぐり取られていた。内臓の損傷も激しく、処置は急を要する状態である。本来なら病院に運び医学的なサポートがあるなかで魔法を使う方が望ましいのだが、この場で処置せざるをえないだろう。

「一応麻ま酔すいと止血はしたのね」

「椎葉さんに、力貸して、もらって、マナが、確保できたんす。なかなかのもん、でしょ？」

「ぎりぎり及きゆ第うだ点いてん」

　祐平は弱々しく苦くし笑ようした。

「相変わらず、点が、辛からい、すね」

「でも状じよう況きようとあなたの腕うでを考えれば上出来な部類。……あとは任せて」

　付加式で《精せい査さ》を維い持じ、見つけた血管や内臓の損傷箇か所しよを《接せつ合ごう》で癒ゆち着やくさせ、つなぎ合わせていく。魔ま法ほう医いり療ようは通常の手術に比べ遙はるかに迅じん速そくで患かん者じやへの負担が少ない。しかし、それでも救命の見込みは五分五分といったところだろうか。

　祐平が苦しそうな息の下から呟つぶやくように口を開いた。

「こうやって、治して、もらうの……二回目すね。あの、耕平が死んだ事故、以来」

　わずかに手が震ふるえるのを自覚したが、信乃は無言のまま治療を続ける。

　忘れられるはずも無い。嘉神耕平──あの優しい兄思いの少年は、事故による死亡者の中に名を連ねていた。死因は脳のう挫ざし傷よう。一見軽傷に見えた彼は脳に出血を起こしており、事故後一日を経過して意識不明となったのである。緊きんき急ゆう手術が行われたものの容態は快復せず、数日後息を引き取ることになった。

　信乃は大きなショックを受けた。動転していたのは否いなめない。だが、子供の自己申告を鵜う呑のみにして、魔法による検査すら行わなかったのは致ち命めい的てきなミスだった。

　気づいていれば、もっと早く彼に治療を受けさせることができた。私が殺したも同然だ──そう自らを責めた。

　そして追い打ちをかけたのが、弟の死を聞かされたときの祐平の言葉だった。

「先生……耕を助けてくれなかったの？　どうして？」

　──以降、信乃は憑つかれたように医学の道に打ち込むことになる。

　現場に拘こだわり、臨りん床しようの経験を積んだ。暇ひまがあれば論文に眼めを通し、あらゆる医学の研究を魔法医療へ応用しようと試し行こう錯さく誤ごを重ねた。そう、もう二度とあんな思いをしないように。救えたはずの命を失うことのないように。

「ちょっと、懐なつかしいっすね。俺の右足、後こう遺いし症よう無く、きれいに、治してくれたんすよ、ねえ」

「余計なことを言ってないで、黙ってて」

　祐平は小さく声を立てて笑った。

「いいじゃ、ないすか。喋しやべってないと、気絶しそうだし──それに、これが、最後の機会かも、しれないし」

　最後、という言葉に信乃の心が軋きしみを上げた。

　動どう揺ようしてはいけない、と自分に言い聞かせる。最後にしてたまるものか。こんなときのために、ずっとずっと今まで努力を積み重ねてきたのだ。

　出血はほぼ止めた。あとは血を失ったことによるダメージがどれほどあるかだ。損傷した臓器を修復しつつ、慎しん重ちように状態をコントロールする必要がある。

　救急車と輸血用血液がこちらに向かっているはずだ。到着まであと何分だろう。

「祐平君。あなたは……耕平君のことで、私を恨うらんでる？」

　ふと信乃はそんな言葉を口にしていた。

　それはずっと心の奥おく底そこにわだかまっていた思いだった。

　耕平が死んだ後、彼の両親からは罵ば声せいを浴びせられた。弟と仲の良かった祐平は、それ以上の憎ぞう悪おを抱いだいていてもおかしくはない。

　祐平が医療魔法士の道を選せん択たくし信乃の下に付くことになったことも、彼女の心に重石おもしとなってのしかかっていた。あの日以来、祐平が口に出して彼女を責めたことはないが、死んだ耕平と同じ顔が常に近くにあるという事実は、無言の非難となって信乃を苛さいなんできた。お前の殺したこの顔を忘れるな。自分のミスを忘れるな、と。

「……ああ、やっぱり」

　祐平はふっと口元を緩ゆるめる。

「クールに見えて、結構、弱いところあるから、先生は。……ずっと気にしてたんすね」

「…………」

　信乃が表情の選択に困っていると、彼は言葉を続けた。

「ごめんなさい、信乃先生」

「……え？」

「ずっと、謝らなけりゃって、思ってたんす。『どうして耕を助けてくれなかったの？』──って言ったこと、ありましたよね？　あのとき先生、すごく傷ついた顔したけど、当時の俺には、なんでなのかわからなかった」

　祐平は少し視線を遠くにやった。

「俺ね、当時、先生は偉い大だいな、それこそ、お伽とぎ噺ばなしに出てくるような、全能の魔法使いだと、思ってたんす。先生に、治せない怪け我がなんかない。その証しよ拠うこに、俺の足も治してくれた、ってね。だから、なぜ、耕を助けることが、できなかったのか、本当に、わからなかった。──魔法の限界、人の限界、そういうの、理解したのは、だいぶ後の、ことでした」

「……なのに医療魔法士を目指すことにしたの？　しかも、私の下で？　どうして？」

「もちろん、生しよ涯うがいを捧ささげるにふさわしい、やりがいのある、仕事だからっすよ」

「…………」

「──ってんじゃ、ダメっすかね。ダメっすよね」

　祐平は少し困ったように笑い、言葉を続ける。

「先生の、傍そばにね、居たかったんすよ」

「私、の……？」

「生き真ま面じ目めで、頑がん固こで、何でも一人で、やろうとして、そのくせ、落ち込みやすくて、なんか、黙だまって見てられなくて。それが半分。──もう半分は、責任感じたから、かな」

　常のはしゃぐようなものとは違ちがう、静かな口調。

「俺が、余計なこと言ってから、先生、笑わなくなって、いっつも張りつめた顔して、余よ裕ゆうをなくしてしまったように、感じてたんす。でも、やっぱりあれは気にするなって、言ったところで、聞いてくれる人じゃ、ないっすからね。せめて、力になれれば、って」

　祐平は視線を外し、そして大きく息を吸い込む。

「『──耕は死にました。でも、それが切きっ掛かけで俺は医療魔法士を目指し、立派な医療魔法士になることができました。俺はこれからたくさんの人を治ちり療ようしていくことになります。先生一人では無理だった人でも、俺と二人でなら助けられるかもしれません。そうやって救われた命があれば、耕の死も無む駄だではなかったことになります』」

　一気に言って、苦くし笑ようを見せる。

「一人前に、なれたときに、そう伝えるつもり、だったんす。予定、狂くるっちゃいましたけどね。──あの事故のときは、先生も含ふくめてみんなが一いつし生よう懸けん命めいにやって、でも届かなかった。そういうことっすよ。多分、両親も、今はそう思ってるんじゃないかな。俺が先生の下で、修行することに、反対しなかったっすから。……悲しい気持ちが、消えるわけじゃないすけど、ね」

　祐平は穏おだやかな眼で信乃を見て続けた。

「最初の質問の答え。だから、恨んでなんか、ないっすよ。俺、先生のこと大好きっすから」

「…………」

　しばらくの間、信乃は返答の言葉を見つけることができなかった。様々な想おもいが胸中に渦うず巻まき、処理能力を超こえてオーバーフロー。

　ゆっくり一〇数えるほどの時間が過ぎ、ようやく、ためらいがちに口を開く。

「大好きって──あの、そ、それはどういう意味で言ってるの？」

　何を間ま抜ぬけなことを口走っているのだ、私は。どこか他人事のようにそう考える。

「……あ、今の顔、俺の知ってる、信乃先生だ」

　くすりと祐平は笑った。
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　不意に警察側からの銃じゆ撃うげきが止やんだ。

　おかしい、と感じたときは既すでに遅おそかった。

「がっ！」

　くぐもった悲鳴を上げて隣となりの部下が吹ふき飛んだ。

　驚おどろく間もなく、マキヤの体も宙に浮うく。木の幹に叩たたき付けられた後、見えない力で地面に組み伏ふせられた。まるで巨きよ大だいな手で押おさえ込まれているようで、身動き一つできない。

「さて、テロリストの皆みなさん、正義の魔ま法ほう士しの登場ですよ、っと」

　正面の暗くら闇やみから、ゆっくりと一人の男が姿を現す。

　四〇歳さいくらいだろうか、中肉中背、これといって特とく徴ちようのない目立たない容よう貌ぼう。だが、その声は──

「お前、淵上か！」

　思わずマキヤは声を上げた。交こう渉しようの窓口となっていた、警察側の責任者。だが、今はあのおどおどとした小心な様子は微み塵じんも感じられない。

「そういう君はマキヤ君か。いかにも、私は特別対策局局長、淵上竜りゆ生うせい」

「特別対策局……？　お前、魔法士か！」

「そう言っただろ、今。──まあ、こちらとしてもある程度君たちの動向は予想していたから、全くの無む警けい戒かいでも無かったわけだ。狙ねらうなら権力者の子供が多いこの学校だと思っていたしね」

　淵上は楽しそうに笑った。

　自分たちはこいつの手のひらの上でいいように弄もてあそばれたわけだ。屈くつ辱じよくに顔が熱くなる。

「おっと、おとなしくするように」

　無理矢理立ち上がろうとしたマキヤは、魔法で再び叩き伏せられた。

「ま、色々と予定外の事態が起こり、少々手間取ったのは事実だ。なかなかの健けん闘とうだったよ。マナが正常に戻もどったということは、お仲間の魔法士は力ちか尽らつきたようだね」

「…………」

　そうか、シグレは敗れたのか。

　生きて捕つかまったのだろうか。──それとも、殺されたのだろうか。

「君を確保すればひとまず目的達成だ。おとなしくしてくれよ」

　周囲では駆かけつけた機動隊員が部下たちの武装を解除している。魔法士がこの場にいる以上、もう抵てい抗こうの意志を示せる者はいないだろう。

（くそったれ──）

　全てが終わろうとしている。

　だが、マキヤはまだ望みを捨てていなかった。たった一つだけ、こいつらに隙すきを作るあてがある。

　数十メートル向こうの生徒寮りよう、次いで腕うで時ど計けいの数字に目を走らせる。──あと二〇秒。

「なあ、淵上。あの寮、中にまだ人がいるのか？　確か、怪け我がしてた若い教官が居たような気がするんだが」

　──あと一〇秒。

「……そんなことを訊きいてどうするんだ？」

　──あと五秒。

「いや、気の毒だな、と思ってな」

　眉まゆを寄せた淵上が何か言おうとした瞬しゆ間んかん、ズシンという地じ響ひびきが生じる。一瞬遅おくれて窓から爆ばく炎えんが噴ふき出した。仕し掛かけておいた置き土産が爆ばく発はつしたのだ。

　予測していなかった事態に警察は間ま違ちがいなく動どう揺よう、混乱するはずだ。仲間たちの何人かは逃にげ出すことができるだろう。マキヤはそう計算していた。

　──しかしそのとき、信じられない光景が目の前に展開される。

「《大おお顎あぎと》」

　静かな声。同時に、崩ほう壊かいしかけていた寮の上半分が一瞬で消失した。まるで爆風ごと巨大な獣けものが一ひと呑のみにしたように。

　警官たちの間から、ゆったりとした足取りで能勢が姿を現した。

「僕は『貪むさぼり尽つくす』という概がい念ねんに、特別なこだわりを持ってましてね。跡あと形かたも残さず破は壊かいすることに、無上の喜びを覚えるのですよ」

　彼はマキヤに語り掛かける。

「爆破というあなたのセンスは悪くない。でも、僕の魔法もなかなかのものでしょう？　食堂の時はマナが足りてなくて、あまり派手なのはお見せできませんでしたけどね」

　穏おだやかに笑う彼の背後で、あの嘉神とかいう教官がストレッチャーで寮から搬はん送そうされていくのが見えた。腹に大穴を開けられていたはずなのに、まだ意識を保っているようだ。傍かたわらの医いり療よう魔法士らしき女性も、建物の半はん消しよ滅うめつという異常事態にまるで動じた様子はない。

（──化け物、だな）

　不意におかしくなった。自分たちはこんな奴やつらを相手に戦争を仕掛けていたのか。まさにお笑い種ぐさだ。

　ひとしきり声を上げて笑い──そしてマキヤは、敗北という事実を受け入れた。
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　テロリストたちはほぼ制圧されたようだった。手てじ錠ようを掛けられ、次々と車に乗せられていく。

　警察にシグレを引き渡わたし、校門にもたれてぼんやりとしていると、能勢と淵上が歩み寄ってきた。

「お疲つかれ様です、十郎さん」

「……被ひ害がいは？」

「最部君と雛咲さんが軽傷、他ほかの子は全員無傷で無事。嘉神君は予断を許さない状態らしいですけど、出雲井さんが付いて行ったので何とかなるでしょう」

　淵上が能勢の後を引き取る。

「ま、生徒に死人が出なかったのは不幸中の幸いだったな。ごくろうさん。テロリストや石暮の護送はこちらでやる」

「よろしく。俺は少し休ませてもらいます」

「医者には行っとけよ。お前も無傷には見えんからな。──ああ、それと椎葉」

　立ち去りかけていた十郎は足を止めた。

「はい？」

「お前、何かあったのか？」

　局長の表情からは特に感情の動きは感じられなかった。しかし、その視線になぜか心の奥おく底そこまで射い貫ぬかれたような気がする。

「……何もないですよ。ちょっと疲れているだけです」

　十郎は背を向ける。そして足を速め、その場から遠ざかった。

　少し混乱しているという自覚はある。傷は痛むが、今は手当てよりも一人になって気分を落ち着けたい。

　そのとき校門の外から怒ど鳴なり声が聞こえた。

「お前に何がわかる！」

　護送されようとしていたテロリストの一人、おそらくリーダー格らしき男がシグレに掴つかみ掛かかろうとし、警官に引き離はなされていた。

「お前にだけはそんなことは言わせない。俺たちは──」

　仲間割れか。見苦しいことだ。

　興味を失って再び歩き出した十郎の耳に、シグレの声が聞こえた。

「元気余ってんじゃねえか、まっきー。──お前、未来のために、とか言ってたな。ならここで終わらず、もう少し頑がん張ばってみるかい？」

　この男らしからぬ穏やかな口調。

　同時に十郎は息を呑のみ、そして声を上げながら反転して走り出していた。

「そいつを止めろ！　魔ま法ほうだ！」

　信じ難がたいことだが、シグレの周囲に魔法回路が展開されていた。

　魔法は行使者の認識無しには発動しない。であるからこそ、通常、魔法士を拘こう束そくする際に視覚を奪うばうという措そ置ちが取られるのである。シグレの目は十郎によって潰つぶされ、包帯に覆おおわれている。今、全くその機能を果たしてはいないはずだ。

　だが、目が見えなくとも認識できるものは存在する。例えば耳から入る音、そして肌はだを撫なでる空気の動き。

　盲もう目もくの魔法士が居ないわけではない。しかし、視覚抜ぬきで魔法を使いこなすのには、恐おそろしいほどの訓練が要求される。目の見える者がこんな技術を身に付けていた例を十郎は知らず、そのため完全に油断していた。

　十郎が壊呪デイスペルの間合いに入るより早く、魔法回路が起動される。

（《颶ぐ風ふう》──！）

　シグレを中心に、強きよ烈うれつな風が巻き起こった。

　まずマキヤが暴風に煽あおられ、山の斜しや面めんの下へと転げ落ちて行く。追いかけようとした警官たちだったが、立ち上がることもままならない。魔法戦の経験がある者などほとんどいないのだろう、現場は大混乱に陥おちいっていた。

「あっはははははははははははははははははははははははははああぁぁぁぁぁ！」

　狂くるったような哄こう笑しようが響ひびき渡る。

「十郎さん、壊呪デイスペルを！」

　能勢の声が聞こえた。

（くそっ！）

　十郎は姿勢を低くして、飛ばされそうになるのをこらえた。壊呪デイスペルするにはまだ遠い。這はうようにして距きよ離りを詰つめようとしたとき──

「うわあぁあああぁああ！」

　恐きよ怖うふが臨界点を越こえたのだろう。若い機動隊員の一人が、わめき声を上げながら銃じゆうを抜いた。

「よせ！」

　淵上の制止は間に合わない。銃声の連れん鎖さ。

　魔法士の長身が跳はねる。胸に、腹に、鮮あざやかな赤色が弾はじける。ごぼっ、という音と共に血の泡あわが吐はき出される。

　シグレは歪ゆがんだ笑え顔がおを浮うかべたまま崩くずれ落ち──そして、動かなくなった。
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　建物の合間から切り取られたように青空が覗のぞいている。良い天気だった。

　このところ、日中は汗あせばむほどの陽気になることが多い。これから梅雨に向けてどんどん蒸し暑さが増していくことだろう。

　病院の中庭のベンチ。十じゆ郎うろうは軽く息をつくと、背もたれに体を預けた。

　事件からは二週間ほどが経過している。テロリストによる立て籠こもりは、人ひち質じちを全員救出したことで、一応の決着を見た。

　とはいえ問題が残らなかったわけではない。

　政府上層部が特に重要視していたのは、シグレが『大祓』に加わっていたという点である。数少ない特級特とく殊しゆ執しつ行こう官かん、かつ五年前に中東で殉じゆん職しよくしたはずの魔法士がテロに手を貸していたという事実に彼らは大きな衝しよ撃うげきを受け、情報管制を敷しいた上で経けい緯いを解明しようとしていた。もっともシグレは死に、マキヤと呼ばれていたリーダーも逃とう亡ぼうしている。そのあたりの作業は難航することになるだろう。

（五年前──）

　あの男の話を思い出すと、口の中に苦いものがこみ上げてくる。
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「老若男女問わず、反政府レジスタンスを皆みな殺ごろしにすること」

　シグレはそう言った。

「あの魔ま法ほう士し海外派は遣けんの目的だ。表向きは平和維い持じ活動とか治安回復とか言ってごまかしてたみたいだったがな。日本でもそう報道されてたろ？」

　その国では、国民への厳しい弾だん圧あつを行う政府と、それに対たい抗こうする反政府組織の争いが泥どろ沼ぬま化かしていた。軍事力の上では政府側が圧あつ倒とう的てき優勢だったが、レジスタンス側に魔法士が多数味方したらしく、抵てい抗こうの鎮ちん圧あつが思うように進まなくなっていたのだ。

　苦戦する政府側から非公式の要よう請せいを受けた日本を含ふくむ支し援えん各国は、魔法士を動員し極秘のうちに彼らを殲せん滅めつすることにした。

　相手がゲリラとはいえ、無差別な虐ぎや殺くさつは明確な国際法違い反はんである。だが、一花やシグレに求められていたのは、まさにそういう仕事だった。魔法士もそうでない者も、大人も子供も、男も女も、分け隔へだてなく大勢殺した。レジスタンスに味方する村を、拠きよ点てんとなりそうな集落を、ことごとく全ぜん滅めつさせた。

「……ま、今までもこの手の汚よごれ仕事は回ってきてたんだけどな。あのときは群を抜ぬいて凄すごかったねえ。質、量ともに」

　シグレは心の一部を切り捨ててしまった者だけが持つ笑顔を浮かべた。

「もっとも、そんな任務をいつまでも平然と続けられるほど神経の太い奴やつばかりじゃなかった。提案したのは椎しい葉ば一いち花か、お前の姉貴だ」

　彼らは空路で移動中、敵の魔法士による攻こう撃げきを受け、飛行機を撃げき墜ついされた。そのとき、生き残った魔法士たちに一花はこう告げた。

　もうこのあたりで止やめてはどうだろうか、と。

　皆みなも疲ひ弊へいしていたのだろう、反対の声は上がらなかった。彼らは生存の痕こん跡せきを隠かくし、それぞれに姿を消した。

「ずっと政府の犬やってたからな。今度は楯たて突ついてみるのも面おも白しろかろうってんで、俺はテロ組織に自分を売り込んでみた。お前の姉貴も含めて他ほかの奴らがどうなったのかは知らねえよ。俺みたいにこっそり戻もどってきてる奴も居るだろうし、心が壊こわれて首吊つった奴も居るかもな。──五年前の顛てん末まつについてはこんなところだ」

「……なぜ虐殺を告発しなかった？　明らかに問題だろ？」

　十郎が言うと、シグレは呆あきれたように肩を竦すくめた。

「おいおい弟君よ、お前がそれを言うか？　おめでたい脳みそだな。──俺らがうかつな真ま似ねできなかったのはな、圧力が掛かかってたからだ。本国に人ひと質じちを取られてな」

「人質──？」

　言いかけて気付く。一花の家族。たった一人の係けい累るい──

「そう、椎葉一花にとっては、お前がそうだったんだよ」

　シグレは嘲あざけるように唇くちびるを歪ゆがめて見せた。
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　十郎は事件の後、シグレこと石いし暮ぐれ陸りく人との経歴を調べた。

　彼には一ひと人りむ娘すめがいた。心臓に魔法ですら癒いやせない難病を抱かかえており、常に病びよ棟うとうで寝ね起おきするような生活だったようだ。五年前、中東で特殊執行官たちが姿を消す少し前に、彼女はそのわずか六年の短い生しよ涯うがいを閉じていた。シグレが任務を終え帰国するのを待って、心臓移植を行う目め処どがついた、その矢先だったそうだ。

『汚れ仕事』を引き受ける見返りに、シグレが娘の治ちり療ように関してサポートを受けていたことは確かだろう。盲もう目もく状態での施呪キヤステイングすら可能にするあの磨みがき上げられた魔法技術、そして鍛きたえ抜かれた格かく闘とう技術は、もしかしたら敵を殺すためのものではなく、どんな戦場からでも生きて娘の下もとに帰るためのものだったのかもしれない。

　彼は異国の地で娘の死を聞いて何を思っただろう。同じ年とし頃ごろの子供たちを殺してまで護まもろうとしたものは失われた。それを知って、何を考えただろう。そのとき、シグレの心のどこか一部が壊れてしまったのだろうか。

　無意味な空想をしている、そう思いつつも止めることができなかった。十郎は空を見上げる。陽光が自分を串くし刺ざしにしようとしているように感じられ、目を閉じた。

　瞼まぶたの裏に姉の顔が浮うかぶ。

　十郎にとっての一花は、憧あこがれ背中を追い続ける対象だった。

　一花にとって十郎は何だったのだろう。足あし枷かせ、お荷物だったのか。消息を断ってから五年経たつ今も連れん絡らくをよこさないという事実が、その回答なのか。

「……情けねえな」

　小さな呟つぶやきが漏もれた。

　自分は姉のことを何も理解していなかった。

　彼女がどんな仕事を強要され、何に悩なやみ苦しんでいたのか、知ろうとしたことさえなかった。ただ勝手に目標に祭り上げて、馬ば鹿かみたいに追いかけて──

　と、そのとき、軽快な足音と聞き覚えのある声が耳に届いた。

「椎葉先生！」

　目を開けると雛ひな咲さき月つき子こが立っていた。軽く息を弾はずませ、何が嬉うれしいのか溢あふれんばかりの笑え顔がおを浮かべている。

「廊ろう下かから、姿が見えたの。お久しぶり、だね」

「……二週間ぶりだな。久しぶりっつーほどでもないだろ」

「だって、いきなりこれだけ長い間学校がお休みになることって、まずないから──」

　言いかけて、ふと大きな瞳ひとみで十郎の顔を覗のぞき込む。

「先生──あの、泣いてた？」

「大人が泣くわけねえだろ。……突つっ立たってないで座ったらどうだ？」

「あ、う、うん」

　少し顔を赤らめながらこくんと肯うなずくと、月子は十郎と体が触ふれるか触れないかの位置に腰こしを下ろした。

「え、えっとね、休みの間、ほんとは何回も連絡取ろうと思ったんだよ。でも、どこに言ったらいいのかわからなくって……」

「連絡？　なんでお前が俺に？」

「え……」

　十郎としては当然の疑問だったが、なぜか一いつ瞬しゆん、月子は泣きそうな顔になる。

「あの……そう、ダウンジャケット、借りたまま、だったし……もしかして、こういうの、め、迷めい惑わく、かな？」

　なんだその論理の飛ひ躍やくはと思いつつ返答。

「別に迷惑でもねえけど。そういや、あれお前が持ってんのか。安物だし、こないだの騒そう動どうでボロボロだろ。適当に処分しといてくれ」

「……それは、えっと、私の好きにしていいということ？」

「ああ」

　肯くと、今度はぱっと表情を輝かがやかせる。まるで欲しがっていた高価な玩具おもちやを買ってもらった子供のように。

　わけがわからん、と十郎は内心で呟いた。以前の抑よく圧あつされた少女の姿はそこになく、何かを吹ふっ切きったのは確かなようだが──どうも、さらに自分の理解の及およばない方向に進化している気がする。

「先生は、今日は怪け我がの診しん察さつ？」

「ああ」

　シグレとやり合った際、肋ろつ骨こつと左ひだ腕りうでの骨を折っていたのだ。信し乃のの治療を受けたので、もうほとんど問題はない。今日完治のお墨すみ付つきをもらったところである。

「お前は？」

「あ、えっと、嘉か神がみ先生のお見み舞まい。みんなの寄せ書きと、花束届けて来たの」

「そういやあいつもこの病院か。……しかし、よく寄せ書きなんて集められたな」

　寮りようが半はん壊かいしたので、現在生徒たちの多くは実家に、それが無理な者は公費でホテルに、とばらばらになっているはずである。

「遠くのお家に帰っちゃう子は先に書いてもらって、近くやホテルの子は後で一人一人回ったの。ちゃんと年少組年長組、全員の分、揃そろったよ」

　ご苦労なことだ、と思い──ふと十郎は気付く。

「全員って、まさか最さい部べもか？」

「うん」

　月子はくすりと笑って肯いた。

「色紙の隅すみっこの方に、小さな字で『ごめんなさい』って」

「ほお」

　駿しゆ介んすけの中にも何らかの心境の変化、あるいは成長があったということだろうか。それが一時的なものか、継けい続ぞく的てきなものかはわからないが、少なくとも祐ゆう平へいでなければ、こういう言葉を引き出すことはできなかっただろう。結局正しかったのは十郎でも信乃でもなく、

あの並外れたお人好しだったということか。

「で、あの、嘉神先生が言ってたんだけど……もうすぐ、授業始まるの？　椎葉先生もまだしばらく教官やるって、聞いたけど」

「その予定だ」

　プレハブの仮設寮ができたので、可能な者から順次学校に戻もどってくることになっている。生徒たちのショックも尾おを引いており、すぐに元通りにとはいかないが、授業も少しずつ再開されるだろう。

　能の勢せは一足先に特別対策局に戻ることとなった。やむを得ないとはいえ、子供たちの眼前で派手にテロリストたちを殺した以上、動どう揺ようを抑おさえる意味でも教きよ壇うだんに立たせるわけにはいかないという判断だ。

　かくして。

「あ、じゃあ俺が復帰するまで、椎葉さんがも少し学校に居てくださいよ」

　という祐平の要望が、正式に認められることとなったわけである。

　結果的に撃げき退たいできたとはいえ、局員が居ながらテロリストの侵しん入にゆうを許し警備員に死亡者を出したという点で特別対策局の責任は免まぬがれず、学校側に対して何らかの埋うめ合わせをしなければならないという事情もあったようだ。

　十郎が引き続き子供たちを教えることについて、信乃あたりは強きよ硬うこうに異論を唱えるかと思ったのだが、特にそういうこともなかった。そういえば事件後、彼女から刺とげ々とげしい部分が少し薄うすれたような気もする。まあ、相変わらず苦手な種類の人間ではあるのだが。

「多分来週くらいからまた学校に来てもらうことになる。近々連れん絡らくが行くはずだ」

「そうなんだ。……早く来週にならないかなあ」

「勉強熱心だな」

「ち、違ちがうよ。勉強熱心とかじゃなくて──えっと、学校始まったら、毎日、学校行って、先生の、授業受けるわけでしょう？　それが、楽しみで、だ、だから、あの──」

「──？　それを勉強熱心と言うんじゃないか？」

「……もういい」

　月子はため息を一つ。やはりよく分からん子供だ。

「ま、頑がん張ばるのはいいことだ。猫ねこ飼うっつー目標にも近づけるしな」

「…………」

「雛咲？」

「……先生、今日はゴマちゃんやフクちゃんは、連れてないの？」

「あ？　いや、病院だから外に出してないだけだ」

　今は屋外だし人目もないから構わないだろう。軽くポケットを叩たたくと、ゴマイチローとフクジローがぴょこりと顔を出す。月子が手を差し伸のべると、二匹ひきは軽かろやかに飛び移った。

　彼女は手のひらでじゃれ合うハムスターを優しげな目で眺ながめ、口を開いた。

「この間、刑おさ部かべさんの所に行って、サバタローに会ってきたの。まだ足引きずってたけど、結構元気そうだった。子猫って治りが早いんだって」

「それは何よりだな」

「……『何か一つ、目標を定めればいい』って前に先生言ったよね」

　不意に声が真しん剣けんな響ひびきを帯びた。十郎が隣となりに視線を向けると、月子が生き真ま面じ目めな表情でこちらを見つめていた。

「あの子、サバタローと一いつ緒しよに暮らしたいっていうのは、変わらない目標。でも、この休みの間、色々考えてて、もう一つ、自分の中に大きな目標があることに気が付いた」

「もう一つ？」

「うん。──知り合いにね、魔ま法ほう士しの人が居るの」

　月子の指が、ゴマイチローの背中を撫なでる。

「凄すごく魔法が上手で、色々助けてもらったりして──だ、大好きで尊敬してる。私ね、いっぱい勉強して、努力して、その人みたいになりたい」

　その声にはまっすぐで純じゆ粋んすいな意志が込められていた。

　十郎は幼かった頃ころの自分を思い出した。姉にあこがれ、追いつこうと必死にもがいていたあの頃──

「……ああ、いいんじゃねえか？　相手のレベルは知らんが、お前の素質なら高すぎる目標ってこともないだろ。努力次第で大たい抵ていの奴やつを超こえられるはずだ」

　月子には天てん賦ぷの才がある。複数施呪マルチキヤステイングと高いマナの処理能力。感情をコントロールする術すべを身につけ、常に安定した力を発揮できるようになれば、いずれ彼女に並ぶ人間は誰だれ一人いなくなるかもしれない。

「そうなの……かな。今は何だか、その人に全然追いつける気もしないんだけど。それに、その……不ふ愉ゆ快かいじゃ、ないかなあ。こういうの」

　遠えん慮りよがちな上うわ目め遣づかいで十郎を見る。

「目標にすることがか？　んなもん人によるだろ。教師気質の奴だったら逆に喜ぶんじゃねえの？」

「…………」

「何だよ」

「何でもない」

　月子は少し嬉うれしそうに口元を緩ゆるめた。

（目標、か）

　誰かの背中を追いたいという気持ちはよく理解できる。ただ、それだけでは足りないのではないかと、ふとそんなことを思った。

「そいつを尊敬してるつったな。お前にとって、大切な人間なのか？」

　突とつ然ぜんの問いに月子は目を二、三度瞬またたかせ、そしてこくんと肯うなずいた。

「よし、じゃあ一つ良いこと教えてやる。全力で追っかけろ。ただし、追っかけるだけじゃなくて、振ふり向かせるんだ」

「振り向かせ、る？」

「背中だけじゃなく、そいつの顔をしっかり見ろ。何に喜び、何に悲しみ、何に怒おこるか知れ。追いついて、肩かたを並べて歩いていけるように。決して見失わないように、な」

　少女はしばらく無言で十郎の目を見つめていたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「──あの、先生にも、そういう経験があったの？」

　十郎は一つ肯き、そして付け加える。

「俺は失敗したがな」

「失……敗？」

「そう。取り返しの付かない完かん璧ぺきな失敗。縁えん切られるくらいの。で、諦あきらめた」

　苦い笑えみが浮うかぶ。

　自分は間ま違ちがえた。ただその背を追いかけるのに夢中で、一花の顔など見ようともしなかった。そして手て遅おくれになってからそのことに気が付いた。

　十郎は教官で、月子はその生徒だ。なら、経験と教訓を伝えておくべきだろう。そう思ったのだ。

（まったく、こいつといると柄がらでもないことを口にしたくなるな）

　らしくない。しかし、不思議と嫌いやな気分ではなかった。

　そろそろ行くか。十郎は話を打ち切って立ち上がろうとする。と、そのとき、月子がぽつりと口を開いた。

「先生は──ほんとに諦めたの？」

「あん？」

　こちらを見る瞳ひとみに、まるで裏切られたかのような怒いかりの色があった。

「相手の人に嫌きらわれたの？　来るなって言われたの？　だから追いかけるの止やめたの？ 相手の顔が見えてないって事は、相手の人も、先生のことが見えなかったってことじゃないの？　すれ違ちがったままおしまいって、それは、すごく悲しいよ。私だったら──私だったら、諦めない。諦めることなんてできない。絶対に！」

　彼女らしからぬ語勢の強さに、十郎はあっけにとられる。

　激情は訪れたときと同様、唐とう突とつに去ったようだった。月子ははっと我に返り、一気に赤面した。

「……ご、ごめん、なさい。その、他人事だと思えなくて……見てると、どうしてだか、すごく腹が立って……」

「なんでお前が腹立てるんだよ」

　月子は自分の感情を覗のぞき込むように沈ちん黙もくし、うまく言葉が見つからないのか、言い辛づらそうに口を開く。

「……そんな後ろ向きな言葉、聞きたくなかったから……先生からは。先生だけからは。だって……先生、だから……私は……」

「…………」

「あ、あの……」

「……まったく、好き勝手なこと言いやがって」

　ため息をつき低い声で言うと、月子はびくっと体を震ふるわせた。いたたまれない様子で目を伏ふせ、涙なみだ混じりの声で弁解しようとする。

「わ、私、私は、その──ひゃっ？」

　十郎はそんな彼女の頭に手を置き、くしゃっと髪かみをかき回して笑った。

「怯おびえんな。怒ってねえよ」

　月子は正しい。

　過去、自分は勝手に一花の背中を目指した。そして今、勝手に諦めようとしている。結局はどちらも同じくらい間違えているのだ。

　生きているのかもしれないし、死んでいるのかもしれない。

　この先、会えるのかもしれないし、会えないのかもしれない。

　ただ、もし彼女に再会できるのなら、語りたいことが山ほどある。

　子供好きだった姉は、今自分が子供たちを教えていることを知れば、どんな顔をするだろう。驚おどろくだろうか、喜ぶだろうか。

　十郎を見て変わったと言うだろうか、変わっていないと言うだろうか。



    

  
    
      　──諦あきらめたなんて、大おお嘘うそじゃねえか。

　自分に苦くし笑ようする。諦められるわけなどない。この少女の真まっ直すぐな言葉が、そのことに気付かせてくれた。

　欺ぎ瞞まんをまるで貴重な教訓であるかのように語る──なんとも情けない真ま似ねをしたものだ。

　おもむろに立ち上がり、ゴマとフクをポケットに放り込む。

「帰る。雛咲はバスか？」

「そ、そう、だけど……？」

　まだ混乱から覚めやらぬ表情で、月子は答えた。

「じゃ、礼代わりにラーメンでも奢おごって、ついでに送ってってやる。ついてこい」

「え、あの、礼って……？　ま、待って、先生──」

　背中からぱたぱたと追いかけてくる月子の足音を聞きながら、十郎は歩き出した。

　過去と、現在と、未来に、胸を張って向き合うために。



    

  
    
      あとがき






　子供の頃、私は文章を書くのが大の苦手でした。宿題に作文系のものが出るたび、憂ゆう鬱うつな気分になったものです。

　まず、何をどう書けばいいのかということからして思いつかない。当然筆はまったく動かず、刻々と時間だけが経過していく。で、悩み抜いた結果、読書感想文は原稿用紙のほぼ全すべてをあらすじと登場人物の紹介に費ついやし、日記は出来事のみを箇かじ条よう書がきにして提出し「もっと思ったことを書きましょう」と先生から赤ペンを貰もらう──みたいなことを繰り返していました。

　当時は自らの作文能力に強いコンプレックスを抱いていたとさえ言えるかもしれません。

　さて、そんな私がなぜ一いち念ねん発ほつ起きし作家を目指すようになったのか？

　──という話が展開されるわけではなく、やっぱり今も文章書くのは苦手で、このあとがきのページを埋めるのに苦労しているということが言いたかっただけなんですけどね。これで一ページほど稼かせげました。計画通り。



　ああ、ご挨あい拶さつが遅れました。はじめまして、すえばしけんです。

　この度は拙せつ作さくを手に取っていただき、まことにありがとうございました。（お買い上げいただいたのか、立ち読み中なのかはあえて問いません）



「そうだ、年の差カップルを書こう！」

　本作はそんな思いつきからスタートした作品です。二〇〇七年の頭くらいだったでしょうか。

　私はさっそく設定を練り始めました。

　やはり主役は魅力に溢あふれ、読者に好感を持たれるキャラが望ましい。

　主人公は年上で、実力と包容力と決断力があり、まだ子供であるヒロインを導みちびく立派な大人がいいかな。よーしパパ一気に書き上げちゃうぞー。

　完成。

　…………何このやさぐれシスコン。

　誰だよこんなキャラ書いたの。

　俺か。

　そうか。

　──そんな感じで、なぜか若さやハツラツさの欠片かけらもない青年・十郎が出来上がりました。

　ちなみにヒロインである月子の方は、当初の予定よりかなり素直、かつ男を見る目のない君の人生それで良いのか的な子になってます。ままならねぇ。

　もっとも結果的に賞をいただいて日の目を見ることになりましたので、これはこれで怪け我がの功こう名みようと言えるかもしれません。小説を書くって不思議なもんですね。



　益やく体たいもない作品解説はこのくらいにして、以下に謝しや辞じを。

　大賞という身に余る栄誉を賜たまわりました審査員の皆様、お世話になっております担当の斉藤様および編集部の皆様、素敵なイラストを描いて下さいましたかぼちゃ様、印刷出版に関わった全ての方々に謹つつしんで御礼申し上げます。この作品が世に出たのは、あなた方のご尽力のおかげです。本当にありがとうございました。



　……んー、まだ少し紙幅に余裕がある。では、話を最初に戻しましょう。



　作文下手な子供だった私ですが、頭の中で空想を展開するのは大好きでした。

　幼いがゆえにイマジネーションは無限に広がり、しかし思ったこと感じたことを言語化するにはあまりにも表現力が拙つたなくて──だから文章を書くことが嫌いだったのかな、と今にして思います。

　大人になった私も相変わらず書くのは苦手です。でも、自分の中にある何かを外に現したいという欲に抗えず書き続けていくうちに、いつしか小さな楽しさ、小さな幸せを感じるようになっていました。

　四苦八苦しながら書き上げた作品がこうして皆さんの手に届き、私の中にしか存在しなかった物語が皆さんの共有するところのものとなった――これは幼いころの私に胸を張って誇れることであるような気がしています。



　なるべく早く、またお会いできれば幸いです。

　では。

二〇〇八年五月　　　すえばしけん　　



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

すえばし けん 先生／かぼちゃ 先生
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